


刊行にあたって

　岩手県立博物館は、昭和 55 年の開館以来、県民の学術文化の拠点のひとつとして

活動してまいりました。博物館の諸活動のうち調査研究は最も基本的な活動のひとつ

であり、欠くことができないものであります。当館では、調査研究活動の成果を公表

すべく「岩手県立博物館調査研究報告書」を刊行しており、今回で第 37 冊を数える

ことができました。

　今回、ここに報告いたしますのは、当館考古部門の調査研究「岩手における環状列

石関連遺跡調査」の一環として実施した、洋野町西平内Ⅰ遺跡の調査成果です。西平

内Ⅰ遺跡は平成 26・27 年度に実施された三陸道関連発掘調査において、沿岸地域で

は初めて縄文時代の環状列石が確認され注目を集めました。

　この調査成果を受け、岩手県教育委員会からの委託により、地元洋野町教育委員会

と当館が共同して遺跡の内容確認調査、範囲確認調査を進めてまいりました。今回の

調査成果が環状列石の実態解明に向けた一助となれば幸いです。

　最後になりましたが、調査の実施と報告書の作成にあたり、関係各位から御指導・

御協力を賜りましたことに対し厚く御礼申し上げます。

　令和６年３月

岩手県立博物館

　 館長　髙橋　廣至



１　本書は、岩手県立博物館考古部門の調査
研究活動（特定研究）「岩手における環状
列石関連遺跡調査」の一環として実施した、
岩手県洋野町種市第 37 地割地内に所在す
る西平内Ⅰ遺跡の内容確認調査報告書であ
る。

２　本事業は、国庫補助事業により岩手県教
育委員会の委託を受けて、岩手県立博物館
が実施した。

３　調査体制は以下のとおりである。
事業主体：岩手県教育委員会

公益財団法人岩手県文化振興事
業団

調査機関：岩手県立博物館（考古部門）
調査協力機関：洋野町教育委員会
調査指導：熊谷常正氏（盛岡大学名誉教授）

４　野外での分布調査・発掘調査は令和元年
度～令和４年度に実施した。調査面積合計
139㎡、ボーリング調査対象面積合計は約
7,370㎡である。なお、各年度の調査期間、
調査面積、調査担当者等は第Ⅰ章２節に記
載した。

５　室内整理作業、報告書作成は野外調査各
年度および令和５年度に実施した。

６　野外調査に従事した作業員は以下のとお
りである。
　庭瀬チサ子、玉澤ハナエ、坂本恵美子、
　西由美子、庭瀬幸子、庭瀬麗子、大下良子、
　楳内カツエ

７　本書の作成には、濱田宏・金子昭彦・米
田寛・高木晃があたり、第Ⅲ章１節を濱田、
第Ⅲ章２節を米田、第Ⅴ章を金子、その他
の執筆と編集を高木が担当した。また熊谷
常正氏から寄稿いただき第Ⅶ章に掲載した。

８　遺構の計測、図化は株式会社 CUBIC 製
遺構実測支援システム（遺構くん）を用いた。

９　遺跡全域の詳細測量図は洋野町教育委員
会から提供を受けた測量データを使用し
た。

10　本文中、土層図における土色表示は、日
本農林水産省監修「新版標準土色帳」を使
用した。

11　出土した礫の石材については、柳沢忠昭
氏（花崗岩研究会）に肉眼同定を依頼した。

12　出土炭化物の放射性炭素年代測定
（AMS）を株式会社加速器分析研究所に委
託し、測定結果を第Ⅳ章４節に掲載した。

13　これまで県埋蔵文化財センター報告書他
で「集石遺構」「集石」という名称で示し
た遺構について、本報告書では「組石遺構」
「組石」とする。理由は第Ⅰ章２節に記載
した。

14　調査及び報告書作成にあたり、次の機関・
個人から御指導・御協力を賜った（順不同・
敬称略）。

（1）機関
　文化庁文化財第二課、洋野町教育委員会、
（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財
センター、（一社）洋野町シルバー人材セ
ンター

（2）個人
　信田義朋、久保田武弘、林下義則、千田政博、
　小平忠孝、斉藤慶吏、古屋敷則雄、小林克、
赤坂朋美、杉山一樹、中澤秀男、須川翼、
中村孝

15　調査成果は各年度に開催した現地公開資
料等で公表しているが、本書の内容を正式
なものとする。

16　本事業における調査記録および出土品
は、岩手県立博物館が保管している。

例　　　言
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Ⅰ「岩手における環状列石関連遺跡
の調査」事業の概要

１　事業目的
岩手県立博物館では岩手県教育委員会から
の委託により、県内遺跡調査事業の一環とし
て特定テーマに基づく調査研究事業を実施し
てきた。その第一弾として平成13（2001）年
度から平成30（2018）年度まで「前平泉文化
関連遺跡調査事業」として、衣川流域、人首
川流域、紫波町周辺、沿岸南部地域等での詳
細分布調査、遺跡内容確認発掘調査を進めて
きた。調査成果は岩手県立博物館調査研究報
告書第21・26・33・34冊として公表している。
この度、三陸沿岸地域における東日本大震
災復興事業関連発掘調査が行われる中で、洋
野町西平内Ⅰ遺跡において縄文時代後期に構
築された環状列石の一部が確認され、遺跡全
体の様相把握が必要とされたこと、あわせて
各地の縄文時代環状列石遺跡調査が進展し、
環状列石成立や展開に関わる知見が蓄積され
つつあること等から、令和元（2019）年度か
ら令和５（2023）年度の５カ年を実施期間と
して新たに「岩手における環状列石関連遺跡
の調査」事業を行うこととなった。
本事業実施計画に記載した事業目的は以下
のとおりである。
　「岩手県立博物館では、岩手県教育委員会
からの委託により、令和元年度以降岩手県に
おける縄文時代後期の環状列石を有する遺跡
について考古学的な調査を実施し、本県の埋
蔵文化財の保護と活用を進める。」
この間、西平内Ⅰ遺跡では洋野町教育委員
会が平成28（2016）年度に三陸道関連調査区
の北側部分にハンドボーリング調査を実施し
たところ、石列が環状に全周することが判明
した。規模は長軸30ｍ短軸26ｍと推定され、
三陸沿岸地域では初めて確認された縄文時代
の環状列石であるという価値の評価により、
平成30年度に町の史跡に指定されることと
なった。
その後、令和元年度から４年度にかけて、

遺跡の範囲確認及び史跡整備を目的とした町
教育委員会による調査が行われ、環状列石を
構成する石列の状態、遺構群を被覆する整地
層の状況に関する情報が蓄積されている。
こうした状況を踏まえて、本事業の具体的
な目標としては、当初の３カ年に町教育委員
会との協力体制をとった上で西平内Ⅰ遺跡の
発掘調査を行い、遺跡の内容や性格を把握す
ること、また環状列石の直前期、もしくは終
末期以降の一般集落遺跡の調査も行い、環状
列石成立前後の社会環境の変化、気候変動、
人々の生活とそれとは切り離すことの出来な
い精神文化の解明を目指すことを明記した。
実際には令和元年度から令和４年度までの
４カ年を西平内Ⅰ遺跡野外調査に充て、令和
５年度は調査成果の整理と、北東北地域での
配石遺構集成を行い、本報告書を作成した。

２　事業実施経過
（1）令和元年度（2019 年度）
・受託期間：
　令和元年７月 31 日～令和２年１月 31 日
・受託金額：1,102,330 円
・野外調査期間：令和元年９月２日～ 13 日
　（実働 10 日間）
・調査面積：29㎡
・室内整理期間：令和元年 11 月１日～ 30 日
・担当者：濱田宏 学芸第三課長
　　　　　金子昭彦 主任専門学芸員
　初年度は洋野町教育委員会と合同で調査に
あたり、環状に巡る配石遺構の確認、列石上
部を覆う２種類の整地層の被覆範囲の確認の
二つを目的として５カ所の調査区（19A～ E
区）を設定した。調査成果は以下のとおり。
・各トレンチで大小の礫の並びを確認、全体
として配石は弧状に展開するものと判断さ
れる。町教委によるボーリング調査成果と
整合する。
・２枚の整地層の推定被覆範囲を把握した。
配石全体を覆うものではないと判断され
る。
・列石の石質鑑定結果から近隣の渋谷川周
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辺、もしくは海岸付近で採取可能な石材の
利用が判明した。
・環状列石礫群の確認面で焼土粒とともに
出土した炭化物６点（当館分１点）に対し
てAMS年代測定を実施した。すべて古墳
時代を中心とした年代測定値が報告された
が、考古学的に推定される環状列石の年代
観と乖離があり、試料混入等による結果と
判断した。
　なお、上記の令和元年度の調査結果につい
ては洋野町教育委員会が調査記録類、出土遺
物の整理を行い、令和２年３月に洋野町埋蔵
文化財調査報告書第９集『西平内Ⅰ遺跡発掘
調査報告書　―環状列石の確認に係るトレン
チ発掘調査』として発刊済である。

（2）令和２年度（2020 年度）
・受託期間：
　令和２年８月 20 日～令和３年１月 31 日
・受託金額　1,044,890 円
・野外調査期間（第一次調査）：
　令和２年９月７日～ 11 日、15 ～ 18 日
　（実働９日間）
・調査面積：31㎡
・野外調査期間（第二次調査）
　令和２年 11 月９日～ 11 日（実働３日間）
・調査対象面積：3,000㎡
・室内整理期間：
　令和２年 10 月１日～令和３年１月 28 日
・担当者：濱田宏 学芸第三課長
　　　　　金子昭彦 上席専門学芸員
　第一次調査として、三陸道南側の尾根筋を
調査対象として選択し、町教育委員会による
ボーリング調査で礫の反応が出た地点を対
象に４カ所の調査区（20A～ D区）を設定、
内容確認調査を実施した。また引き続いて第
二次調査として南側尾根筋とその東西斜面の
合計面積３千㎡を対象にボーリング調査を実
施した。調査成果は以下のとおり。
・内容確認調査のうちＡ・Ｂ・Ｄ区では単独の
礫、少量の遺物等が出土した。
・Ｃ区では大小十数個からなる組石（20－1 号
組石）を検出。組石の脇では土坑のプランと

その壁際に周溝を確認した。土坑の短軸幅は
60cm程度で、集石に伴う墓壙の可能性があ
る。
・ボーリング調査結果は 88 カ所に礫反応が
あった。分布は北西斜面側を主体とし、上位
の平坦面にかけて広がる。今回確認した礫群
を総合すると全体が環状とはならないものと
判断される。

（3）令和３年度（2021 年度）
・受託期間：
　令和３年８月２日～令和４年３月４日
・受託金額：999,310 円
・野外調査期間：令和３年９月６日～ 17 日
　（実働 10 日間）
・調査面積：40㎡
・室内整理期間：
　令和３年 10 月１日～令和４年３月３日
・担当者：濱田宏 学芸第三課長
　　　　　金子昭彦 学芸第一課長
　　　　　米田寛 主任専門学芸員
　前年度のボーリング調査の結果を受けて、
石の反応が顕著であった北西向き斜面地に５
×８ｍの調査区（21A 区）を設定し、組石
遺構の分布状況等の確認を行った。また北西
部斜面地を選択しその一部にボーリング調査
を実施した。調査成果は以下のとおり。
・組石遺構 11 基が調査区全体に分布する状態
を確認した。また縄文時代後期前葉を主体と
する土器片約 100 点が出土し、土器集中２カ
所を検出した。
・調査地より北西側の斜面地で行ったボーリン
グ調査の結果、礫反応を 10 カ所で確認し、
谷頭に礫分布が広がることが判明した。

（4）令和４年度（2022 年度）
・受託期間：
　令和４年８月 26 日～令和５年３月 24 日
・受託金額：1,079,012 円
・野外調査期間（第一次調査）：
　令和４年９月６日～９日（実働４日間）
・調査面積：39㎡
・野外調査期間（第二次調査）
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　令和４年 11 月 14 日～ 20 日（実働６日間）
・調査対象面積：4,370㎡
・室内整理期間：
　令和４年９月 10 日～令和５年３月 24 日
・担当者：高木晃 学芸第一課長
　　　　　金子昭彦 学芸第三課長
　　　　　米田寛 主任専門学芸員
　４年目の調査は遺跡南側を対象として、前
年度検出した組石群の広がりを確認する目的
で第一次調査、南側遺跡範囲を把握するため
のボーリング調査を第二次調査として実施し
た。調査成果は以下のとおり。
・前年度の 21A 区の南側に接する地区を対
象に 13 × 2.5 ｍの範囲で拡張する調査区
を設定し、２～３個の礫で構成される組石
遺構２基を検出した。またこの西側斜面で
も組石遺構３基を検出した。
・遺跡南側尾根部の 3,870㎡を対象とした
ボーリングを行った結果、斜面下方に向か
い礫反応が希薄になることを確認した。
・遺跡南西側谷部の緩傾斜～急傾斜地 500㎡
を対象にボーリングを行い、過去の本線調
査区で検出された組石遺構集中区域が更に
西側に延びることを確認した。
　なお、第二次調査期間中の 11 月 19 日に洋
野町教育委員会主催の現地見学会が開催さ
れ、当館調査分として第一次調査の状況を説
明した。

（5）令和５年度（2023 年度）
・受託期間：
　令和６年２月１日～令和６年３月 29 日
・受託金額：1,340,218 円
・担当者：高木晃 学芸第一課長
　　　　　金子昭彦 学芸第三課長
　　　　　米田寛 主任専門学芸員
　前年度までの４カ年にわたる野外調査、室
内整理の記録類編集、出土遺物の図化作業に
加えて北東北に所在する縄文時代配石遺構集
成を行い、調査報告書を作成した。
　なお、令和５年５月 26 日に県教育委員会
生涯学習文化財課、洋野町教育委員会、調査
指導熊谷常正氏、県立博物館の４者が、今後

の調査計画、報告書作成計画を主眼として事
業計画に関する協議を行った。この席上で遺
構名称、地区名についての整理統一方針が話
し合われ、これまで三陸道関連調査報告書、
及び各年度事業実施報告等において「集石」、
「集石遺構」と表現した遺構種別名称を「組
石」、「組石遺構」と変更することとした。大
きな理由は、「集石」が縄文時代草創期～早
期に多く見られる調理施設を指す場合が一般
的であるため、これとの混同を避けることが
第一にあり、あわせて、人為的に何らかの目
的を持って礫を組み合わせた遺構であること
を明示すべきとの考え方による。これにより
各年度事業実施報告等で使用されてきた遺構
名、調査区名称を変更し表３（19 頁）に示
した。
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1:25,000 地形図「階上岳」（地理院地図） 
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第１図　西平内Ⅰ遺跡の位置　
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Ⅱ　西平内Ⅰ遺跡の環境

１　地形・地質
（1）遺跡周辺の地形
西平内Ⅰ遺跡が所在する岩手県九戸郡洋野
町は岩手県北沿岸、青森県境に位置し、北は
青森県階上町、南は久慈市、西は九戸郡軽米
町・九戸村などの市町村に接し、東は太平洋
に面している。
西平内Ⅰ遺跡は太平洋岸から直線距離で約
1.5㎞、青森県境からも約1.5㎞の丘陵上に立
地し、北緯40度25分38秒、東経141度40分47
秒地点の周囲に広がる。遺跡の西側は、階上
岳を主峰とする山塊から発し東流して太平洋
に注ぐ渋谷川に面しており、東側は遺跡の北
で渋谷川に合流する支流の緩い谷地形に続
く。両河谷に挟まれ南から北に向かって舌状
に張り出した尾根筋に遺跡が広がり、遺跡付
近の標高はおよそ65 ～ 60ｍの範囲にある。
西側の渋谷川に面した斜面は最大斜度40°

に達する急傾斜の段丘崖となっており、河床
面から20ｍほどの比高差がある。一方東側は
勾配10°程度の緩斜面地である。遺跡が広がる
尾根は頂部に平坦面を持ち、三陸道が東西に
横断する鞍部を挟み、南側と北側に標高65ｍ
前後の緩い丘状の高まりがある。ここではそ
れぞれ北丘、南丘と呼称する。環状列石は北
丘の最高標高点から北側にかけての緩斜面に
位置する。また、三陸道関連調査区を挟んだ
南側の県立博物館調査区は南丘に立地する。
なお、三陸道調査前の調査区の状況は、昭
和に入り植林された杉林と雑木の生い茂る山
林で、地権者によると大きな地形改変を伴う
土地造成は行っていないとのことである。
周辺を含めた段丘区分を第３図に示した。
従来、高位から九戸段丘・白前段丘・種市段
丘・玉川段丘に区分されていたが、松山（2004）
は種市段丘について高度25 ～ 50ｍの種市段
丘と、高度40 ～ 70ｍの川尻段丘に細分した。
　その後更に川尻段丘を白前段丘の低位面に
組み入れ、高位の白前段丘とともに白前段丘
を区分し直した（松山2013）。
ここで示された段丘区分に従えば、西平内

Ⅰ遺跡が立地する尾根は、白前段丘高位面か
ら低位の川尻段丘にかけて広がっている。

（2）遺跡周辺の地質
洋野町の地質は、町東側のJR八戸線と海
岸線の間を除き花崗閃緑岩で占められ、それ
以外の地区は、角浜地区から渋谷川河口付近
までがデイサイト～流紋岩質溶岩や火山砕屑
岩、その地域から有家川河口付近までは礫岩
や凝灰岩を伴う砂岩（種市層）を基盤とする。
これら基盤岩上には、段丘堆積物の砂礫層・
砂層・泥層などがのり、さらにこの上を火山
灰や軽石起源の褐色火山灰層群と黒色土（ク
ロボク）が覆う。
褐色火山灰層群は、下位から九戸火山灰層、
高館火山灰層、八戸火山灰層の３つに区分さ
れる。九戸火山灰層は、旧種市町域では２ｍ
以上の厚さをもつが、軽石層の分布や層序は
明らかでない。高館火山灰は、後期更新世の
火山砕屑物などから構成された地層で、主に
十和田火山起源のものから構成される。
八戸火山灰層は、火山砕屑物層とその上の
火砕流堆積物の２つから構成され、実年代は
約15,000年前とされる。青森県南東部では、
火山灰層と軽石層が互層となり、下位から６
層に区分されるが本遺跡での対比はできてい
ない。
岩手県北から青森県東南部にかけての完新
世火山砕屑物としては、下位から十和田南部
浮石層、小国軽石層、十和田中掫火山灰層、
十和田ｂ降下火山灰層、十和田ａ降下火山灰
層などの十和田火山起源のものと、より新期
の白頭山火山灰層がある。西平内Ⅰ遺跡では
これらのうちいわゆる地山の褐色土層に八戸
火山灰層が介在し、上層の黒褐色土中に十和
田南部浮石が含まれる。本遺跡では基本層序
Ⅲ～Ⅳ層に十和田南部テフラ由来の浮石粒が
含まれ、Ⅴ層は十和田八戸火山灰層起源の褐
色土で構成される。

２　基本層序
　三陸道調査区、北丘の洋野町教育委員会と
県立博物館の合同調査区を含めた遺跡の基本
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第２図　遺跡周辺の地形

層序は概ね共通している。土層概念図を第４
図に示した。なお三陸道調査区と北側の調査
区内の層序については、それぞれの報告書に
記載があるため、ここでは詳細は省略する。
　全体として見れば、上位から現表土である
Ⅰ層、Ⅱ層黒褐色土層、Ⅲ層褐色土層、Ⅳ層
黒～暗褐色土の漸移層、Ⅴ層褐色土基盤層と
いう層序関係は、遺跡主要部に概ね共通して
見られる。三陸道調査区と北側調査区の一部
に分布範囲を持つ２枚の整地層は、Ⅰ層とⅡ
層の間に介在し、上に間層を挟まない。
　整地層１の黄褐色土層は、Ⅳ層以下の浮石
粒を含む暗褐色～褐色土とは異なり、全く浮
石粒を含まない。こうした点から、人手によ
り持ち込まれた土壌と解釈されている（岩手
県埋蔵文化財センター 2017）。

　整地層２は黒褐色粘土質シルトを基調とし
ており、上部は整地層１の黄褐色土粘土質
シルトとの混合土と判断される。また、整地
層２と基本層序Ⅱ層の層界は部分的に水平
となっていることから、Ⅱ層上面を整地した
上で整地層２により造成された可能性がある
が、断定はできていない。

文献
松山力 2004「平内Ⅱ遺跡の地学的環境」『平内Ⅱ遺跡発掘

調査報告書』種市町埋蔵文化財調査報告書第１集

松山力 2013「平内Ⅱ遺跡の地学的環境」『平内Ⅱ遺跡発掘

調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第１集

岩手県埋蔵文化財センター2017『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告

書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第673集
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第３図　周辺地形区分

第４図　基本層序概念図

Ⅰ層　　現表土（森林腐食土　上部Ⅰａ層は植物根繁茂）　

整地層１（黄褐色土　三陸道北側調査区に分布）

整地層２（黒色土　三陸道北側調査区に分布）

Ⅱ層　黒褐色土（配石遺構構築面）

Ⅲ層　褐色土（十和田南部浮石粒含む　配石遺構構築面下部）

Ⅳ層　黒～暗褐色（十和田南部浮石粒含む　漸移層）

Ⅴ層　褐色土（八戸火山灰層　基盤層）
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３　歴史的環境
本項の記載は、洋野町教育委員会『西平内

Ⅰ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調
査報告書第９集に準ずる。洋野町内に所在す
る遺跡は、令和元年（2019）４月現在、岩手
県遺跡台帳に219遺跡が登録されている。町
内では平成23 年（2011）以降、三陸沿岸道路
建設や再生可能エネルギー事業等に係る試掘
調査により新規発見の遺跡が増加している。
旧石器時代の遺跡としては、中野地区の尺
沢遺跡が登録され、ナイフ形石器が出土して
いる。
縄文時代の遺跡数は、全体の７割以上に及
ぶ。草創期の遺跡として板橋Ⅱ遺跡、鹿糠浜
1遺跡があり、爪形文土器が出土している。
早期～前期の遺跡として、ゴッソー遺跡、大
宮Ⅱ遣跡、大宮Ⅰ遺跡、宿戸遣跡、中野城内
遺跡、上のマッカ遺跡、北ノ沢1遺跡（16）、
鹿糠浜1遺跡、小田ノ沢I遺跡などがある。尺
沢遺跡では、日計式の押型文土器が出土し、
同時期とされる石器も出土している。また、
岩手県埋蔵文化財センターによる平成６年度
（1994）のゴッソー遺跡発掘調査では日計式
土器、魚骨回転文土器等が出土している。宿
戸遺跡では、早期中葉～前期前葉の竪穴住居
跡が多数検出され、白浜式から寺の沢式まで
の土器が出土した。北ノ沢1遺跡の調査では、
円筒下層d2式から上層b式にかけての土器の
捨て場であることが確認された。
中期の遺跡として、千敷平遺跡、ゴッソー
遺跡、上のマッカ遺跡、北ノ沢1遺跡（16）
などがある。
後期の遺跡として、平内Ⅱ遺跡（26）、上

水沢Ⅱ遺跡、西平内1遺跡（25）、南川尻遺跡
（53）、サンニヤ1遺跡（54）、北鹿糠遺跡、下
向I遺跡、続石遺跡などがある。 平内Ⅱ遺跡
（26）からは屋外炉、集石、焼土遺構、溝状
土坑が検出されている。上水沢Ⅱ遺跡からは
後期前葉～後葉の竪穴住居跡が11棟発見され
た。西平内I遺跡は本書第Ⅲ章を参照されたい。
晩期の遺跡として、たけの子遣跡、大平遺
跡、ニサクドウ遺跡、戸類家遺跡、田ノ沢遺
跡などがある。

町内には縄文時代の貝塚が多く存在し、
ホックリ貝塚、八木貝塚、小子内貝塚、黒マッ
カ貝塚がある。ホックリ貝塚では、縄文時代
の製塩土器が発見された。このほか縄文時代
の製塩土器は、ゴッソー遺跡、たけの子遺跡、
南平内I（36）遺跡からも出土している。
弥生時代の遺跡として、大平遺跡、大宮Ⅱ
遺跡、大宮I遺跡、平内Ⅱ遺跡（26）、上水沢
Ⅱ遺跡、北玉川I遺跡などがある。先述した
平内Ⅱ遺跡では、前期の竪穴住居跡が２棟検
出されている。北玉川I遺跡では、中期の竪
穴住居跡が４棟検出された。上水沢Ⅱ遺跡で
は後期の竪穴住居跡が1棟検出され、土器が
コンテナ約1箱分出上している。
古墳～飛鳥時代の遺跡については、南鹿糠
I遺跡の発掘調査において、竪穴住居跡が検
出されている。袖山遺跡では、剣形の蛇紋岩
製の石製模造品が表面採集されている。５世
紀代の可能性がある。
奈良・平安時代の遺跡として、城内遺跡、

ニサクドウ遺跡、二十一平遺跡（1）、八森遺跡、
鹿糠浜Ⅱ遺跡、サンニヤⅡ遺跡（55）、館野遺
跡などがある。サンニヤⅡ遺跡では、８世紀後
半から９世紀前半の時期の竪穴住居跡が３棟
検出されている。上のマッカ遺跡の発掘調査
において、土師器と製塩土器を伴う竪穴建物
跡が検出されている。また、床面からは２基の
炉跡が検出されており、土師器の年代から10
世紀後半～11世紀の製塩工房と考えられる。
主な中世の遺跡として、城館跡が27遺跡登
録されている。種市の城内地区には種市氏の
居城である種市城跡が所在する。種市氏は三
戸南部氏の家臣として活躍した。
近世には盛岡藩及び、盛岡藩支藩の八戸藩
として、商業、林業、漁業、製塩業、製鉄業、
造船業が栄えた。特に製鉄は原料である砂鉄
と燃料の薪炭材が豊富であったため盛んに行
われた。製鉄の中心地は大野で、玉川山、金
取山、葛柄山、水沢山、大谷山、川井山、滝
山の七山があった。
〈文献〉
洋野町教育委員会 2020『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告書』

　洋野町埋蔵文化財調査報告書第９集
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第５図　周辺の遺跡分布図
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25. 西平内Ⅰ

表 1　周辺の遺跡（１）
No. 遺跡ｺｰﾄﾞ 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地
1 IF38-0098 二十一平 製塩遺跡 古代 製塩土器、土製支脚、土師器 種市第 41 地割
2 IF38-1042 堆中山Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器、礫器 種市第 41 地割

3 IF38-1072 アイヌ森 散布地 縄 文・ 弥 生・
古代

縄文土器（前～晩期）、縄文晩期後葉～弥生前
期の土器、石器、土師器 種市第 39 地割

4 IF37-1367 堆中山Ⅰ 散布地 縄文 石斧 種市第 41 地割
5 IF37-1386 角浜 散布地 縄文 縄文土器 種市第 42 地割
6 IF38-2001 角川目Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器 種市第 39 地割
7 IF38-1086 角川目Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（前・中・晩期）、石斧、敲石、礫器 種市第 39 地割
8 IF37-2343 田ノ端Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 種市第 42 地割
9 IF37-2343 田ノ端Ⅱ 狩り場、散布地 縄文 陥し穴、縄文土器、フレイク 種市第 44 地割地内
10 IF37-2392 伝吉Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（前期）、石鏃 種市第 43 地割
11 IF37-2356 笹花Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器 種市第 43 地割
12 IF38-2053 笹花Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 種市第 43 地割
13 IF37-2379 笹花Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器 種市第 43 地割
14 IF37-2397 笹花Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器、石斧、敲石、礫器 種市第 43 地割

※　岩手県遺跡情報検索システム（平成28年度版）に加筆
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表 1　周辺の遺跡（２）
No. 遺跡ｺｰﾄﾞ 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地

15 IF37-2396 伝吉Ⅰ 散布地 縄文・古代 縄文土器（早・前・後期）、剥片石器、
礫石器、土師器等 種市第 43 地割

16 IF47-0345 北ノ沢Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（中期）、石鏃、削掻器、石斧、
敲石、剥片 種市第 45 地割

17 IF47-0344 北ノ沢Ⅴ 製鉄関連 不明（近世か？） 鉄滓 種市第 45 地割

18 IF47-0333 北ノ沢Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器 種市第 45 地割

19 IF47-0341 北ノ沢Ⅵ 製鉄関連 不明（近世か？） 鉄滓 種市第 45 地割

20 IF47-0239 伝吉Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器 種市第 44 地割

21 IF47-0258 北ノ沢Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器 種市第 45 地割

22 IF47-0257 北ノ沢Ⅶ 製鉄関連 不明（近世か？） 鉄滓 種市第 45 地割

23 IF47-0299 北ノ沢Ⅷ 製鉄関連 不明（近世か？） 鉄滓 種市第 45 地割

24 IF47-0390 北ノ沢Ⅳ 散布地 縄文・古代 縄文土器（前期）、土師器 種市第 45 地割

25 IF48-0041 西平内Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（後期）、石斧、剥片 種市第 37 地割

26 IF48-0017 平内Ⅱ 散布地 縄文・弥生・近世 縄文土器（中期末～後期前葉）、弥生土
器（前期後葉）、石器、鉄製品 種市第 43 地割

27 IF48-0110 北平内Ⅴ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（後・晩期）、縄文晩期後葉～
弥生前期の土器 種市第 38 地割

28 IF48-0121 北平内Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器（後期）、剥片 種市第 38 地割

29 IF38-2192 北平内Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器、石斧、礫器 種市第 38 地割

30 IF48-0123 北平内Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器 種市第 38 地割

31 IF48-0127 北平内Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器 種市第 38 地割

32 IF48-0158 浜平内 散布地 縄文 縄文土器（早・晩期）、石斧、敲石 種市第 36 地割

33 IF48-0143 北平内Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器、石斧、敲石 種市第 38 地割

34 IF48-0174 平内Ⅳ 散布地 縄文・古代 縄文土器（前期）、石斧、敲石、土師器、
須恵器 種市第 35 地割

35 IF48-0197 平内Ⅴ 散布地 縄文 縄文土器（前期）、石斧、礫器 種市第 35 地割

36 IF48-1200 南平内Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（晩期）、製塩土器 種市第 33 地割

37 IF48-1119 南平内Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器、剥片石器 種市第 32 地割

38 IF48-1126 南平内Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器、剥片 種市第 32 地割

39 IF48-1115 東平内Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器、石斧、敲石、礫器、剥片 種市第 34 地割

40 IF48-0194 平内Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器（中期）、磨石 種市第 34 地割

41 IF48-0170 平内Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（前・中期）、剥片 種市第 34 地割

42 IF48-1039 東平内Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器 種市第 34 地割

43 IF48-1025 石倉 集落跡 縄文・古代 縄文土器（後期）、敲石、礫器、土師器 種市第 37 地割

44 IF48-1040 西平内Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（前期）、敲石 種市第 37 地割

45 IF47-1342 姥沢Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器（中期）、削掻器、ピエスエスキー
ユ、剥片 種市第 47 地割

46 IF47-1360 姥沢Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器（前・後期）、削掻器、石斧、剥片、
古銭 種市第 47 地割

47 IF47-1288 姥沢Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器、石斧、土師器 種市第 47 地割

48 IF47-1390 姥沢Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（後期）、石鏃、石斧、剥片 種市第 47 地割

49 IF47-2334 千敷平 集落跡 縄文 縄文土器（前・中・晩期）、石棒、剥片 種市第 48 地割

50 IF48-1080 東平内Ⅲ 製鉄関連 不明（近世か？） 羽口、鉄滓 種市第 34 地割

51 IF48-2023 櫃割 散布地 縄文 石棒 種市第 30 地割

52 IF57-0309 小手野沢金山 砂金採取跡 近世 石垣 種市第 51 地割

53 IF48-1197 南川尻 散布地 縄文 縄文土器、石器 種市第 28 地割

54 IF48-2128 サンニヤⅠ 散布地 縄文 縄文土器 種市第 25 地割

55 IF48-2231 サンニヤⅡ 集落跡 古代 竪穴住居跡・土坑、縄文土器・土師器 種市第 25 地割地内

56 IF48-1276 南館 城館跡 中世 堀跡（破壊） 種市第 28 地割

57 IF48-2234 横手 散布地 縄文・古代 縄文土器（晩期）、土師器 種市第 24 地割

58 IF48-2283 トチの木 散布地 縄文 縄文土器（後・晩期） 種市第 21 地割
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Ⅲ　西平内Ⅰ遺跡の調査史

１　三陸道関連調査の概要
　三陸沿岸道路は宮城、岩手、青森各県の太
平洋沿岸を結ぶ延長 359㎞の自動車専用道路
で、東日本大震災からの早期復興に向けた復
興道路として位置づけられ、令和３（2021）
年に全線が開通した。この道路建設に伴い洋
野町内では合計 21 カ所、合計 15 万㎡の発掘
調査が実施されており、その一つが西平内Ⅰ
遺跡である。
　調査は国土交通省東北地方整備局三陸国道
事務所の委託により（公財）岩手県文化振興
事業団埋蔵文化財センターが実施し、平成 26
（2014）年度・平成 27（2015）年度の２カ年で
合計 5,500㎡の発掘調査が行われた。調査成
果は『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告書』（岩手県
文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 673
集）として平成 29（2017）年に発刊されている。
この調査では縄文時代後期の内外二重構造を
持つ組石遺構群と弧状石列、またこれらを覆う
２枚の整地層が検出され、注目を集めた。
　遺跡が立地する尾根は北側に現地表面標高
63.2 ｍ、南側に同標高 65.6 ｍの緩い高まり
があり（以下、北丘・南丘とする）、三陸道
関連調査区はその間を結ぶ同標高 62 ｍの鞍
部から、北丘の南斜面にかけての緩斜面を東
西に横断する形状となっている。内帯弧状石
列は北丘の頂部平坦面を囲むような位置に検
出され、外帯配石遺構群は鞍部西側の緩斜面
に分布する。
外帯は合計62基の組石遺構（報告では「集

石」と呼称）から構成される。組石遺構は
４～５個程度から30個程度の礫が概ね楕円
形基調に集積したもので、規模は長軸80 ～
200cm、短軸50 ～ 150cm程度が多い。また組
石の下部土坑は全体の75％にあたる42基で検
出された。これらは配石墓の可能性を持つも
のを含むと判断されているが、人骨や明確な
副葬品の確認には至らず断定されていない。
　内帯の弧状石列は総数 180 個の礫で構成さ
れ、本体の弧状石列に加えて南西部に長４ｍ
のトゲ状石列が付属する。このトゲ状石列の

方向は階上岳山頂を向く。弧状石列は、全体
が直径 25 ～ 30 ｍ前後の環状列石の南側一部
であり、全体の 1/4 ～ 1/5 程度を調査したも
のと想定された。
　外帯・内帯を構成する礫は砂岩・花崗岩・
花崗閃緑岩の３種で全体の８割程度に達し、
遺跡西側を流れる渋谷川河床の角礫が主に用
いられたと考えられる。一方、海岸付近から
運搬された可能性が高い円礫も一定割合で含
まれる。
　整地層は上層の整地層１（黄褐色土層）と
下層の整地層２（黒褐色土層）からなり、南
西側を中心に内帯と外帯の一部を覆う状態で
検出された。整地層の層厚は10～ 20cm程度
で人為的に配石群を被覆したものと考えられ
る。なお、整地層１内から採取した試料３点の
AMS年代測定結果は縄文晩期中葉～平安時
代の年代観を示しており、整地土の被覆造成
が行われた時期を確定するには至っていない。
　内帯の外周には掘立柱建物跡群が並ぶ。こ
れらは４本柱もしくは亀甲形の６本柱の構造
を持ち、内帯から約３ｍの間隔をあけて配列
する。また内帯南西部では竪穴住居跡、炉跡、
フラスコ状土坑等が分布しているが、これら
と内帯石列・外帯組石遺構群の重複関係によ
れば、住居跡、土坑群は組石遺構群よりも古
い段階の遺構とみなされる。
　以上の各種遺構の重複、新旧関係を元に、
調査区内全体の土地利用変遷については以下
のようにまとめられる。

１竪穴住居の構築と廃棄
　（縄文後期初頭）
２土坑群の構築
　（縄文後期初頭～前葉）
３内帯環状列石の構築・掘立柱建物の構築
　（縄文後期初頭～前葉）
４外帯配石墓群の形成
　（縄文後期初頭～前葉）
５整地層１による被覆造成
　　（縄文後期前葉）
　６整地層２による被覆造成
　　（縄文晩期中葉以降）
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表２　三陸道調査区組石遺構一覧

遺構名
長軸
(cm)

短軸
(cm)

礫総数
主要

構成礫数
下部土坑 礫石材 出土遺物 備考

1号集石 220 75 9 9 砂（主）・花・花閃 土器片、石製円盤

2号集石 170 100 30 18 あり 砂（主）・花・花閃 土器片、土製円盤、石製円盤、砥石

3号集石 170 110 20 20 砂（主）・花・花閃 土器片、ミニチュア土器

4号集石 122 60 10 10 あり 砂（主）・花閃（主） 土器片、石斧未製品

5号集石 140 80 7 7 あり 砂・花閃 土器片、異形石器

6号集石 192 90 10 10 あり 砂・花閃・デ 土器片、土製円盤、石鏃、石斧未製品 立石

7号集石 285 90 30 6 あり 砂（主）・花・花閃・デ・凝 土器片、不明土製品、剥片石器、礫石器

8号集石 102 84 15 15 あり 砂（主）・花・花閃 土器片

9号集石 90 50 9 5 あり 砂・花・花閃 土器片、剥片石器

10号集石 215 110 11 6 あり 砂・花閃 土器片

11号集石 160 160 18 15 あり 砂（主）・花・花閃・ハン 土器片、土製円盤、石斧未製品、石鏃 立石

12号集石 92 55 7 7 あり 砂（主）・花閃 土器片、石製円盤 立石

13号集石 105 70 8 5 あり 砂（主）・花閃 土器片、石製円盤

14号集石 160 60 4 4 砂 土器片

15号集石 108 74 14 13 あり 砂（主）・デ 土器片、石鏃

16号集石 75 48 4 4 あり 花閃（主）・砂 土器片

17号集石 115 90 11 9 あり 砂（主）・花閃・花・ヒ・凝 土器片 立石

18号集石 150 65 5 5 砂・花・花閃 土器片

19号集石 330 150 7 7 砂・花・花閃 土器片、石製円盤、礫石器

20号集石 155 85 26 20 あり 砂・花・花閃・デ・凝 土器片、石斧未製品

21号集石 180 180 4 4 花閃・頁 土器片

22号集石 142 80 12 6 あり 花・ヒ 土器片

23号集石 164 130 16 16 あり 砂・花・花閃・デ 土器片、礫石器

24号集石 240 120 あり 砂・花・花閃 土器片、ミニチュア土器

25号集石 95 90 15 15 あり 砂・花・花閃・ヒ 土器片

26号集石 115 110 15 15 あり 砂・花・花閃・頁 土器片

27号集石-1 87 85 10 10 あり 砂・花閃・デ 土器片、土製円盤

27号集石-2 116 55 10 10 あり 砂・花・花閃 土器片、土製円盤

28号集石 176 110 30 30 あり 砂・花・花閃・デ 土器片

29号集石 164 72 13 13 あり 砂（主）・花閃（主）・デ・ア 土器片

30号集石 140 70 20 20 あり 砂（主）・花（主）・閃・は 土器片、礫石器 墓標

31号集石 160 120 30 30 あり 砂（主）・花（主）・花閃（主） 土器片 墓標

32号集石 90 85 10 10 あり 砂（主）・花（主）・花閃（主） 土器片

33号集石-1 132 95 15 15 あり 砂（主）・花閃（主）・花・は 土器片 立石

33号集石-2 180 90 13 13 あり 砂（主）・花斑 土器片

34号集石 80 70 4 4 あり 砂・花・花閃・ホ 土器片

35号集石 100 45 4 4 砂・花閃 土器片

36号集石-1 122 90 7 7 あり 花・花閃・閃 土器片 立石

36号集石-2 94 50 6 6 花・花閃・ヒ 土器片

37号集石 70 58 10 10 あり 砂（主）・花（主）・花斑 土器片

38号集石 114 74 8 8 あり 砂・花・花閃 土器片

39号集石 120 120 14 14 あり 砂・花・花閃・ハン 土器片、石斧未製品

40号集石 117 65 13 13 あり 砂（主）・花（主）・花閃・閃 土器片、異形石器

41号集石 135 50 6 6 花閃・ア 土器片

42号集石 188 155 23 23 あり 花閃（主）・ア（主）・砂・花・ハン 土器片

43号集石 120 120 12 12 あり 花・花閃 土器片

44号集石 94 70 12 12 あり 花（主）・砂・花閃・デ・ヒ・ア 土器片、石匙

45号集石 180 110 20 20 あり 花閃・ア・デ 土器片、石斧未製品

46号集石 2 2 花・花閃 土器片

47号集石 140 140 17 17 あり 花（主）・砂・花閃 土器片

48号集石 82 74 8 8 あり 砂（主）・花・花閃・閃 土器片 立石

49号集石 100 60 4 4 あり 花（主）・ア 土器片

50号集石 150 110 7 7 花閃・ア 土器片、石斧未製品

51号集石 2 2 花閃 土器片

52号集石 2 2 花閃 土器片、礫石器

53号集石 70 40 8 8 あり ア 土器片

54号集石 92 50 10 10 あり ア（主）・花・ホ 土器片、石斧

55号集石 96 82 4 4 あり 花・花閃・ア・デ 土器片

56号集石 3 3 花閃・ア 土器片、石篦

57号集石 120 85 9 9 ア（主）・花閃 土器片、異形石器

58号集石 370 300 50 50 あり 花閃（主）・ア（主）・ホ・チャ 土器片、鐸形土製品、土製円盤、礫石器

59号集石 150 50 9 9 あり 砂（主）・花閃 土器片、石製円盤、有孔石製品

石材凡例

砂：砂岩 花：花崗岩 花閃：花崗閃緑岩 花斑：花崗斑岩 閃：閃緑岩 凝：凝灰岩 頁：頁岩

デ：デイサイト ヒ：ヒン岩 ア：アプライト ホ：ホルンフェルス ハン：はんれい岩 チャ：チャート
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２　洋野町教育委員会調査の概要
　平成 26・27 年度に実施された三陸道建設
工事に伴う発掘調査の結果、前述のように縄
文時代後期初頭～前葉の集落跡、配石遺構群
が検出され、なかでも「内帯石列」は環状列
石の一部を構成している可能性が想定される
ことから注目を集めた。この石列が実際に環
状列石を構成するかどうかという点は遺跡の
位置づけを大きく左右する部分であり、今後
の遺跡の適切な管理にも関わる事項でもある
ため、洋野町教育委員会では国庫補助金を導
入して三陸道調査区北側民有地のハンドボー
リング調査を実施し、遺跡の内容確認を図る
こととなった。
　調査は平成 28（2016）年度に実施され、
その成果は洋野町埋蔵文化財調査報告書第４
集『西平内Ⅰ遺跡ハンドボーリング調査報告
書　配石、集石遺構の地中確認調査』として
平成 31（2019）年３月に発刊された報告書
で公表された。以下、報告書記載に即して概
要を記載する。
　ボーリング調査は鋼鉄製Ｔ字形ボーリン
グ棒（長１ｍ径９mmで先端を尖らせ持ち手
側には長 24cmの直交する横棒を溶接したも
の）を用いて全て人力で行われた。作業員
10 名前後が一列に並び一定間隔で地中を刺
突する作業を繰り返し、地中の礫反応点に目
印の杭を設置、電子平板により分布図を作成
した。調査対象範囲は当初 20,000㎡を予定し
ていたが、諸条件等により実際は 11,954㎡に
ついて実施された。このうち 483㎡は三陸道
南側の尾根筋を対象としており、後日岩手県
立博物館が行ったボーリング調査対象地区と
一部重複する。
　調査成果は以下のようにまとめられている。
・三陸道調査で検出された弧状石列の延長線
上に連続する礫分布が確認され、全体では
長軸 30 ｍ短軸 26 ｍ規模で楕円形を呈する
環状列石が埋没遺存しているものと判断さ
れる。
・列石に付属するトゲ状の石列と想定される、
環状列石中央から放射状の方向を向く礫の
直線的な分布が複数箇所で確認された。

・環状列石南東部に位置する 58 号集石の北
東３ｍの地点に、同程度の規模と推定され
る礫反応の密集地点を確認した。
・三陸道南側調査区においても礫反応密集地
点を複数確認した。
　報告書では上記の調査成果をまとめて、三
陸沿岸では初の発見となる環状列石が遺存し
ていると記載された。また、三陸道関連調査
において外帯配石墓群と認識された集石遺構
の帯状分布域については、その延長上に 58
号集石の北東で確認された集石遺構以外に目
立った礫反応点がないことから、環状列石を
取り囲み北側に環状に巡る可能性は低いとさ
れた。さらに、三陸道南側でも一定の礫反応
集合が認められ、南側に広がる段丘平坦面に
遺跡範囲が広がる状況が想定されている。
　なお、礫反応点の分布状況をみると、遺跡
北側斜面地のうちでは北東側において密度が
高い状況が見受けられる。環状列石周囲の遺
構分布が均質な同心円状になるものではな
く、斜面方向によって変わることを示すと考
えられる。
　これらの成果を元に、平成 30（2018）年
度には西平内Ⅰ遺跡は洋野町史跡として指定
された。町では岩手県教育委員会の指導の下、
遺跡内容確認、範囲確認を目的とした調査を
計画し、令和元年度以降に岩手県立博物館と
の合同調査を行うこととなった。
　このうち令和元年度調査成果については令
和２（2020）年に洋野町埋蔵文化財調査報告
書第９集『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告書　環
状列石の確認に係るトレンチ発掘調査』とし
て発刊された。
　令和元年度調査は環状列石の一部となる可
能性が高い地点３カ所と、整地層の範囲確認
を目的とした調査区２カ所を対象とした調査
が行われ、想定通りの礫の配列が確認された。
　また、整地層は環状列石全体を覆うもので
はなく、その南半を被覆することも判明した。
　令和２年度は環状列石東側の外周における
掘立柱建物の確認、令和３・４年度は環状列
石北東部のトゲ状列石の検出、令和５年度は
列石北側の遺構・遺物分布状況の確認という
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目的でそれぞれ調査が行われている。成果は
これまでの経緯等もまとめて、令和６年度に
発刊が計画されている調査報告書に掲載の予
定である。

Ⅳ　調査結果
１　試掘調査

（1）令和元年度（2019 年度）調査
　野外調査初年度は洋野町教育委員会と合同
で、ボーリング調査結果から推定される環状
列石の検出、及び列石上部を覆う整地層の検
出確認を目的とした調査を実施した。調査成
果の詳細は令和２年３月に洋野町埋蔵文化財
調査報告書第９集『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報
告書－環状列石の確認に係るトレンチ発掘調
査』として公表済みであるため、ここでは概
略のみ記載する。
　調査区は列石を横断する位置で３カ所（Ａ・
Ｂ・Ｃトレンチ）、整地層の確認を目的とし
て列石西側斜面と中央空白域に各１カ所（Ｄ・
Ｅトレンチ）を設定した。調査面積は合計
29㎡である。なお、本報告書では調査区名に
ついてＡトレンチを 19A 区等と変更呼称す
る。
　19A・19B・19C 区では予想通り環状列石
を構成する配置の大小の礫群を確認した。全
体として環状列石が残存していることが明ら
かとなりボーリング調査の結果を裏付けた。
使用される礫の石材は花崗岩、花崗斑岩が主
である。また被熱痕が観察される礫が含まれ
る。
　整地層の痕跡は 19C 区で整地層１・２が
確認された他、19D 区と 19E 区のいずれも
南半において、第２層黒褐色土層の中に整地
層１に由来する可能性がある褐色土が含まれ
る。
　19C 区では列石の構築面にあたる第５層黒
褐色土層（基本層序Ⅲ層相当）中から炭化材
と焼土粒の集中ブロックが検出され、この区
域から採取した炭化材６点についてAMS放
射性炭素年代測定を実施している。このうち
５点の測定結果は町教委発行報告書に掲載さ

れている。残る１点（測定試料番号№１）は
県立博物館が採取、測定を行ったもので本書
第Ⅳ章４節に測定結果を掲載する。結果は暦
年較正年代（1δ）536 ～ 595cal AD の範囲
とされ古墳時代後期に相当する。想定される
環状列石構築年代との乖離が大きいことか
ら、後年の試料混入等が要因ではないかと考
えられる。

（2） 令和２年度（2020 年度）調査
〈全体の概要〉
　前年度は町教育委員会と合同で三陸道北側
を対象とした調査を行い、環状列石の一部の
確認に結びつく成果を得た。その継続調査は
令和２年度からは町教委が行うこととなり、
県立博物館は三陸道南側に同様な遺構分布が
見られるかどうかを主な目的として内容確認
調査を進めることとなった。
　南丘から続く尾根筋においては、先に町教
委のボーリング調査で礫反応点が集中する区
域を複数認識している。特に密集する尾根東
側緩斜面の地点を選択し２つの調査区を設定
（20A区、20C 区）、また南丘頂部平坦面に１
カ所（20B 区）、そこから南に続く尾根上平
坦面に１カ所（20D区）を設定し、それぞれ
掘削を行った。
　20A区は３× 2.5 ｍの調査区で、単独の礫
の散漫な分布が確認された。南西側の一部に
ついて基盤のⅤ層まで掘り下げ、基本層序の
確認、記録を行っている。
　北に隣接する 20C 区（４×３ｍ）では南
半に 20－01 組石を検出し、下部遺構と推定
されるプランも確認した。
　南丘に近い 20B 区（４× 1.5 ｍ）では単独
の礫複数を確認、また土器片の出土が比較的
多く見られた。
　南側の 20D区（４× 1.5 ｍ）は特に礫や遺
物の出土は確認していない。

〈20－01 組石〉
　20C 区南半に所在する。現地表から 20cm
ほどの掘り下げで礫群の上部が露出し、全体
は約 40cmの掘削で検出された。長さが１ｍ
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前後で巨礫と呼べる大きさの S1・S8・S10・
S11 の４個が概ね東西の軸上に並び、S1 と
S8・S10 の間に中小の亜角礫が充填されてい
る。特に S4 ～ S6 は折り重なるような状態
で出土した。S1 は調査区南西隅にあり全体
を露出させていないが、調査区西側ではボー
リング調査による礫反応点が本遺構の軸線上
にいくつか分布していることから推定して
も、本遺構が更に西側に伸びている可能性が
高い。なお、南側に S12 ～ S13 の小角礫が
分布するが、これは本遺構の一部かどうかは
やや疑わしい。
　規模は少なくとも長軸方向で 2.6 ｍで、三
陸道南側で確認した組石遺構のうちでは最大
規模である。
　使用されている礫の石材は S4・S5 のホル
ンフェルス、S12 の流紋岩を除くと花崗岩、
花崗閃緑岩、花崗斑岩が主となっており、S1
花崗岩の表面には被熱痕が観察される。
　本遺構の北側礫接地面はⅢ層褐色土が広が
るが、S11 に隣接してⅡ層黒色土が落ち込む
プランを検出した。礫の直下は掘り下げて
いないため不確実な部分を残すものの、S8・
S11 を囲むような状態で楕円形に近い掘り込
みプランの一部とみられるため、組石下の土
坑の可能性が高いと想定している。

（3） 令和３年度（2021 年度）調査
〈全体の概要〉
　３年目となる調査は三陸道南側尾根の北西
斜面を対象として選択した。前年度のボーリ
ング調査では尾根頂部（南丘）から北～北西
斜面にかけてまとまった礫反応点を確認して
おり、特に標高 61 ～ 63 ｍ付近に礫反応点が
集中する区域中心部に調査区（21A 区）を
設定し掘削することとした。
　調査区は８×５ｍ規模で東西方向の長方形
に設定し、全体を平均 20cm程掘り下げた結
果、合計 11 基の組石遺構、単独で所在する
礫複数、土器集中２カ所を検出した。組石遺
構の分布は調査区全体に広がり、斜面上部に
あたる南東側に大きめの組石遺構がみられ
る。また、組石遺構が確認された場所は礫反

応点とほぼ一致し、ハンドボーリング調査の
有効性を改めて裏付けた形となる。
　遺物は調査区西側に土器出土が多めにみら
れ、特に大破片やその場でつぶれた状態の土
器片が含まれる。
　また、調査区西側の斜面に旧道と推定され
る段差と法面が北東～南西方向に伸びてお
り、この落ち際において基本土層確認用の調
査区を設定、１ｍ四方ほど掘削し土層記録を
行った。この地点での土層堆積状況は上位か
ら木根が繁茂する現表土Ⅰａ層、表土下半の
黒褐色土Ⅰｂ層、To－Nb 粒を含む黒褐色土
Ⅱ層、To－Nb 粒を含む褐色土Ⅲ層、黒褐色
土Ⅳ層、To－H粒を含む褐色土Ⅴ層の順に
分層される。概ね斜面の傾斜に沿った堆積状
況だが、Ⅱ層以下には旧道の掘削が及んでい
ることが読み取れる。

〈21－01 組石〉
　21A 区南東隅付近に所在する。現地表か
ら 10cmほどの掘り下げで礫群の上部が露出
し、全体は約 30cmの掘削で検出された。13
個の礫で構成されこのうち S4 ～ S12 が楕円
形範囲にまとまり主要部とみられる。西側に
離れた S1 ～ S3、南東側に S13 がある。主要
部は外側を S4・S7・S10・S12 の角礫でロの
字状に囲み、内部に S8・S9 の扁平な亜円礫
が配置される。規模は全体でみると 1.4 × 1.0
ｍ程度となるが、主要部分は 0.9 × 0.6 ｍの
大きさである。
　使用されている礫の石材は花崗閃緑斑岩、
花崗閃緑岩、花崗岩が主で、S11 のアプライ
トを含む。S10 では被熱変色部分が観察され
る。組石下位の遺構有無は不明である。

〈21－02 組石〉
　21A 区北東隅付近にあり 21－03 組石と近
接する。地表から 10cmほどの掘削で確認し
た。S1 ～ S6 の亜角礫６個が楕円形範囲にま
とまる。21－01 組石とはことなり方形の石
囲とはならず同程度の大きさの礫を集めたよ
うな状態である。規模は北西～南東の長軸方
向で 0.9 ｍ、直交する短軸方向で 0.6 ｍ程度。
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使用されている礫の石材は花崗岩、花崗閃緑
岩で、S2 には被熱痕が観察される。組石下
位の遺構有無は不明である。

〈21－03 組石〉
　21A 区東側で、21－01、21－02 組石の中
間付近に所在する。これも 10cmほどの掘り
下げで礫群の上部が露出し、全体は約 30cm
の掘削で検出された。大小あわせて９個の礫
からなり、円形に集中させている。このうち
北西～南東に並ぶ S1・S5・S6 の３個がやや
大きめの角礫で、他はその隙間に密接する状
態となっている。
　規模は 0.7× 0.6 ｍ程度で、使用されている
礫の石材は S5 のアプライト以外は全て花崗
岩である。組石下位の遺構有無は不明である。

〈21－04 組石〉
　21A 区東側に位置し、21－01、21－03 組
石に近接する。21－03 組石との間には切り
株があり、抜根、掘り下げを行っていないこ
とから、北東側は未確認の礫が隣接する可能
性を含む。
　組石は５個の亜角礫を小範囲に集中させた
状態で、S1 以外は礫のサイズも小さい。全
体の規模は約 0.4 ｍ四方程度。礫の石材は砂
岩、アプライト、花崗岩がみられる。組石下
位の遺構有無は不明である。

〈21－05 組石〉
　21A 区中央部南側に所在する。21－01 組
石、21－04 組石と 21－06 組石の中間にあり、
礫４個がやや散漫に分布する。他と異なり、
人為的に礫を配置した状態と判断し難い面
もあるが、組石遺構の一種として記録した。
１ｍ近い S1 亜角礫と S2・S3 の扁平な円礫、
S4 の亜角礫が 1.2 × 0.7 ｍの範囲に並ぶ。使
用されている礫の石材は花崗閃緑斑岩、花崗
岩、デイサイトである。組石下位の遺構有無
は不明である。

〈21－06 組石〉
　21A 区中央部南側にあり、東側で 21－05

組石、西側で 21－08 組石に近接する。合計
７個の礫を石囲状に配置した状態である。地
表から 20cmほどの掘り下げで確認した。　
　斜面方向に沿った北西～南東に細長い楕
円形状に礫が囲み、両端に S3・S6、側縁に
S4・S7が配置される。規模は0.8×0.6ｍ程度。
　使用されている礫の石材は S1・S2 がホル
ンフェルス、他は花崗岩・花崗閃緑岩である。
組石下位の遺構有無は不明である。

〈21－07 組石〉
　21A 区南西部の調査区際にあり、南側は
未掘削部分に伸びるため全体形状はわからな
い。隣接する 22A区を 2022 年度に調査した
が、手違いによりこの組石南側の確認には至
らなかった。北側に 21－08 組石が近接する。
地表から 20cm程掘り下げた面で３個の礫を
確認し、それぞれ密接する状態であったた
め組石遺構の一部と判断した。大きさ 20 ～
30cm 程の亜角礫３個が約 50cm 程度の範囲
に集まる。
　使用されている礫の石材はアプライト、砂
岩、花崗閃緑岩と一様ではない。組石下位の
遺構有無は不明である。

〈21－08 組石〉
　21A 区南東部に位置し、南東側に 21－06
組石、南西側に 21－07 組石、さらに北西側
に 21－10 組石が近接する。大きめの亜角礫
３個が 0.6 ｍ程の範囲に集まる状態だが、隣
接する切り株部分に広がる可能性もある。S1
は S3 に乗りかかる状態となっており、S3 が
更に斜めに深く埋没しているかも知れない。
使用されている礫は３個ともアプライトで、
花崗岩、花崗閃緑岩は含まれない。組石下位
の遺構有無は不明である。

〈21－09 組石〉
　21A 区西端に位置する。礫２個が距離を
置いたもので、80cm ほど離れているため一
体として組石と捉えられるかどうか、やや微
妙である。また西側の S1は調査区境にあり、
更に外側に関連する礫が分布する可能性も考
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えられる。S1 はアプライト、S2 は花崗閃緑
岩の亜角礫。なお、この周囲には土器片が複
数散在し、礫に密接したものも含まれる。組
石下位の遺構有無は不明である。

〈21－10 組石〉
　21A 区西側に位置し、南東側に 21－08 組
石、南西側に 21－09 組石が所在する。調査
区東側の 21－03 組石等と同様に小範囲に一
定の大きさの礫が集中する状態で検出され
た。西側に S7 がやや間隔をあける。S1 ～
S6は 20～ 40cm程度の角礫、亜角礫で、約 0.6
ｍ四方程の範囲に集まる。また隣接する切り
株部分に更に未確認の礫が分布する可能性も
ある。
　使用されている礫の石材 S3 の流紋岩、S7
のアプライト以外花崗岩、花崗閃緑岩が使わ
れている。組石下位の遺構有無は不明である。

〈21－11 組石〉
　21A 区北西部にあり調査区北壁に接する
位置にある。南側の切り株を挟み礫３、土器
集中２が検出されている。30cm 程の角礫が
２個近接しており組石遺構の可能性があるも
のと捉えられた。なお北側は調査区外に礫分
布拡大の可能性がある。
　２個の礫は花崗岩で、15cm 程度の間隔を
あける。組石下位の遺構有無は不明である。

（4） 令和４年度（2022 年度）調査
〈全体の概要〉
　前年度に実施したトレンチ（21A 区）の
調査において合計 11 基の組石遺構が検出さ
れ、三陸道南側エリアの北西斜面においても、
組石遺構が一定以上の密度で分布する状況と
捉えられた。これらの分布域が 21A 区調査
区を中心とした局所的なものか、あるいはい
ずれかの方向に分布範囲が拡大するのか、と
いった点の把握を目的として、21A 区の南
側に隣接したエリアに新規に 13 × 2.5 ｍの
トレンチ調査区（22A区）を設定し調査を行っ
た。
　地表面からのボーリング調査でこの区域で

は４点の礫反応点を確認していたが、掘削の
結果、複数の礫で構成される組石はトレンチ
東西端付近に２基（22－01 組石・22－02 組
石）、他に単独で埋没する礫４個（礫５～８）
がトレンチ東側に偏在する状態で検出され
た。
　掘削の深さは 20 ～ 30cm 程で、Ⅰ層下位
のⅡ層黒褐色土中に礫の上部が見え始め、全
体をⅢ層褐色土上面まで掘り下げた段階では
礫上半が露出、礫下半は埋まっている状態で
ある。
　続いて、21A 区の西側斜面で同様に礫反
応点を確認した地点を中心に、組石検出用の
小規模な調査区を３カ所設定し掘り下げた。
それぞれ２×１ｍ程度の規模である。その結
果、21A区に隣接する 22B 区では 22－03 組
石、22A 区の西側延長線上で旧道法面落ち
際に設定した 22C 区からは 22－04 組石、ま
た 22D 区では 22－05 組石を検出し、それぞ
れ全体を露出させ記録した。なお、22D区は
前年度に基本土層確認用に掘削した地点の南
西側に隣接する。

〈22－01 組石〉
　22A 区東端に近い位置に所在する。現地
表から 10cmほど掘り下げた段階で、やや扁
平な２個の角礫が近接している状態で検出し
た。規模は 48 × 24cm。北東～南西方向で
礫が近接する。なお、北西側には単独で出土
した礫５～７が散在する。
　使用されている礫の石材はいずれも花崗岩
である。組石下位の遺構有無は不明である。

〈22－02 組石〉
　22A 区の西端に近い位置にあり、現地表
下 10 ～ 15cmで礫群上部が露出し、30cmほ
ど掘り下げた段階で全体が検出された。S1
～ S5 の５個の亜角礫が集中し、S6 の亜円礫
のみやや離れる。礫の集中は北東～南西方向
に軸を持つ細長い範囲に連なり、規模は 88
×72cm。棒状の角礫、亜角礫が主に用いられ、
このうち S4 は上部が突出する立体的な礫で
ある。
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　使用されている礫の石材は花崗岩に加え、
花崗閃緑岩、花崗斑岩、ホルンフェルスを含
む。組石下位の遺構有無は不明である。

〈22－03 組石〉
　現地表下約 10 ～ 15cm で礫の上部が露出
し全体は 30 ～ 40cm 程を掘り下げた。大き
めの亜角礫が４個、斜面下方にあたる北西側
が開くＣ字状に配置された状態である。規模
は長軸１ｍ、短軸 0.6 ｍで礫の間隔は広い。
　使用されている礫の石材は花崗岩を主とし
て花崗閃緑岩を含む。組石下位の遺構有無は
不明である。

〈22－04 組石〉
　北西に向かい下る斜面に位置し、現地表下
約 20cm で上部にある S1 が露出し、全体は
約 50cmの掘り下げで検出された。扁平な角
礫７個が重なり合うように、北西－南東の斜
面方向に沿って細長く集中する。規模は長軸
1.2 ｍ、短軸 0.7 ｍ。S1 が S4 の上に、また

S6 が S7 の上に接して重なる状態となってお
り、元は S1・S6 は仕切り板のように直立さ
せて設置されたものかもしれない。
　礫の石材は全て花崗岩が用いられる。組石
下位の遺構有無は不明である。

〈22－05 組石〉
　現地表下約 10cmで全体が検出された。長
楕円形や棒状角礫等７個がロの字状に組み合
わされた形状である。規模は長軸 1.2、短軸
0.8 ｍで全体が斜面傾斜と同じく北西側に向
かって傾斜する。斜面上方にあたる南東側で
は長 50cmの扁平礫（S3）が仕切り状に立て
かけられ、ロの字内部には扁平礫（S5）が
配置される。北西側に突出する長楕円礫（S8）
は上部が現地表面上に露出していたもので、
旧道法面の掘削時に原位置から移動した可能
性がある。
　使用されている礫の石材は花崗岩を主とし
て花崗閃緑岩を含む。組石下位の遺構有無は
不明である。

表３　調査区名・遺構名整理

調査年度 現場名称 調査区名（改訂） 規模(m) 調査年度 現場名称 遺構名（改訂） 調査区

2019 Aトレンチ 19A区 3×2 2020 Cトレンチ集石 20-01組石 20C区

Bトレンチ 19B区 4×2 Cトレンチ土坑 20-01土坑 20C区

Cトレンチ 19C区 3×2 2021 1号集石 21-01組石 21A区

Dトレンチ 19D区 4×1 2号集石 21-02組石 21A区

Eトレンチ 19E区 5×1 3号集石 21-03組石 21A区

2020 Aトレンチ 20A区 3×3 4号集石 21-04組石 21A区

Bトレンチ 20B区 4×1 5号集石 21-05組石 21A区

Cトレンチ 20C区 4×3 6号集石 21-06組石 21A区

Dトレンチ 20D区 4×1 7号集石 21-07組石 21A区

2021 調査区 21A区 8×5 8号集石 21-08組石 21A区

2022 21年度南隣接区 22A区 13×2.5 9号集石 21-09組石 21A区

14号集石トレンチ 22B区 2×1 10号集石 21-10組石 21A区

15号集石トレンチ 22C区 1.5×1.5 11号集石 21-11組石 21A区

16号集石トレンチ 22D区 1.5×1.5 2022 12号集石 22-01組石 22A区

13号集石 22-02組石 22A区

14号集石 22-03組石 22B区

15号集石 22-04組石 22C区

16号集石 22-05組石 22D区



― 20 ―

55.00m

60.00m

65.00m

50.00m

22A区

21A区

22B区
22D区

22C区

20C区
20B区

20A区

20D区

2020年度
町教委調査区

県埋文調査区

2019年度
町教委・県博
合同調査区

2020年度
県博調査区

2021･22年度
県博調査区

19A区
(Aトレンチ)

19B区
(Bトレンチ)

19C区
(Cトレンチ)

19E区
(Eトレンチ)

19D区
(Dトレンチ)

0 1:1000 50m

Y
=
7
1
8
0
0

Y
=
7
1
9
0
0

X=47800

X=47700

分布調査対象範囲

2018年度町教委ボーリング調査範囲

2022年度県博
ボーリング調査範囲

2022年度県博
ボーリング調査範囲

2020年度県博
ボーリング調査範囲

2016年度町教委
ボーリング調査範囲

分布調査対象範囲

第７図　調査区全体図
※ドットはボーリング調査の礫反応点



― 21 ―

60.00m

22D区

2020年度
町教委調査区

県埋文調査区

2019年度
町教委・県博
合同調査区

整地層検出範囲

外帯配石遺構群

掘立柱建物群

環状列石

19A区
(Aトレンチ)

19B区
(Bトレンチ)

19C区
(Cトレンチ)

19E区
(Eトレンチ)

19D区
(Dトレンチ)

0 1:400 10m

Y
=
7
1
8
0
0

2022年度県博
ボーリング調査範囲

X=47800

2018年度町教委
ボーリング調査範囲

第８図　調査区北半全体図



― 22 ―

65.00m

22A区

21A区22D区

22C区

22B区

20C区20B区

20A区

20D区

県埋文調査区

2020年度
県博調査区

2021･22年度
県博調査区

0 1:400 10m

2022年度県博
ボーリング調査範囲

2016年度町教委
ボーリング調査範囲

X=47700

Y
=
7
1
8
0
0

2020年度県博
ボーリング調査範囲

2022年度県博
ボーリング調査範囲

第９図　調査区南半全体図



― 23 ―

2016 年度町教委

ボーリング調査範囲

ボーリング探査礫

基本土層 A

深掘り
トレンチ

0 1:100 2m

65.5
0m

65
.0
0m

64
.5
0m

X=47690

X=47680

X=47700

Y
-
7
1
8
4
0

Y
-
7
1
8
3
0

20-01組石

20A区

20B区

20C区

1

2

3

4

5

6
7

8

9

11

※遺物取り上げ№

S2

S1

S3

S4

S5

S2

S1

S3

第10図　2020年度調査区(1)



― 24 ―

0 1:40 1m

0 1:40 1m

20C区(R2トレンチC)

A

A’

B

B’

C

C’

S1
S2

S3

S4

S5

S6

S7

S8

S9
S10

S11

S12S13

S14

X=47690
Y=71836

X=47694
Y=71836

黒色土プラン輪郭
（組石下土坑か）

A A’L=65.2m

B B’L=65.0m

C C’L=65.0m

A A’L=65.3m

Ⅰa

Ⅰb

Ⅱ

Ⅲ

Ⅴ

基本土層

Ⅰa　黒褐色シルト 10YR2/2 木根多 しまり微

Ⅰb　黒褐色シルト 10YR2/2 しまり弱

Ⅱ　 黒褐色シルト 10YR2/3 しまり中 To-Nb粒1%

Ⅲ　 褐色シルト 10YR4/4 しまり強 To-Nb粒3%

Ⅴ　 褐色シルト 10YR4/6 しまり強 To-H粒10%

20-01組石

基本土層断面A (20A区南西壁面)

第11図　2020年度調査区(2)



― 25 ―

B B’L=60.6m

Ⅰa

Ⅰb
Ⅱ

Ⅴ
Ⅴ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅴ

B” BL=60.6m

Ⅰa

Ⅰb

Ⅱ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

基本土層

Ⅰa　黒褐色シルト 10YR2/2 木根多 しまり微

Ⅰb　黒褐色シルト 10YR2/2 しまり弱

Ⅱ　 黒褐色シルト 10YR2/3 しまり中 To-Nb粒1%

Ⅲ　 褐色シルト 10YR4/4 しまり強 To-Nb粒3%

Ⅳ　 黒褐色シルト 10YR2/2 しまり強

Ⅴ　 褐色シルト 10YR4/6 しまり強 To-H粒10%

60
.0
0m

61.
00m

62
.0
0m

59
.9
0m

63.
00m

Y
=
7
1
8
1
0

Y
=
7
1
8
2
0

X=47730

X=47740

0 1:120 2m

21-01組石

21-02組石

21-04組石

21-03組石

21-05組石

21-06組石

21-07組石

21-08組石

21-10組石

21-11組石

21-09組石

礫1

22-01組石

22-02組石

22-03組石

22-05組石

22-04組石

22A区

21A区

22B区

22C区

22D区

礫5
礫6

礫7

礫8

基本土層断面B’

基本土層断面B

B

B’

B”

礫2

礫4

基本土層断面B 基本土層断面B’

礫3

0 1:40 1m

第12図　2021･22年度調査区



― 26 ―

0 1:40 1m

21-01組石

21-02組石

21-04組石

21-03組石

21-05組石

21-06組石

21-07組石

21-08組石

21-10組石

21-11組石

21-09組石

礫1

礫3

21A区

22A区

礫2

礫4

A

A’

B

B’

A

A’

B

B’

A

A’

B

B’

A

A’

A A’

A

A’

B

B’

A

A’A

A’

A
A
’

B

B’

A

A’

A

A’

X
=
4
7
7
4
0

Y
=
7
1
8
2
3

X
=
4
7
7
4
0

Y
=
7
1
8
1
5

X
=
4
7
7
3
5

Y
=
7
1
8
2
3

X
=
4
7
7
3
5

Y
=
7
1
8
1
5

土器1

土器2

土器5

土器6

土器7

土器8

土器9

土器10

土器12

土器14

土器21

土器22

土器23

土器15

土器16

土器17

土器18

土器19

土器20

土器集中2

土器集中1

第13図　2021年度調査区(1)



― 27 ―

0 1:40 1m

21-01組石 21-02組石 21-03組石

21-04組石 21-05組石 21-06組石

礫1

21-07組石

21-08組石

21-09組石
21-10組石

21-11組石

A

A’

B

B’

A

A’

B

B’

A

A’

B

B’

A

A’ A A’

A

A’

B

B’

A

A’

A

A’

A A’

B

B’

A

A’

A

A’

S1

S2

S3
S4

S5

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

S8

S9

S10

S11

S12

S13

S1
S2

S3

S4
S5

S6

S1

S2
S3

S4

S5

S6

S7
S8

S9

S1

S2

S3

S4

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

S10

S1 S2
S3

S1

S2

S3

S1

S1
S2

S3 S4
S5

S6

S1

S2

S7

S2

A A’L=61.6m

B B’L=62.2m

A A’L=62.2m

B B’L=61.6m

A A’L=61.8m

B B’L=61.8m

A A’L=61.9m

A A’L=62.0m

A A’L=61.9m

B B’L=62.0m

A A’L=61.8m

A A’L=61.8m

A A’L=61.5m

A A’L=61.3m

B B’L=61.4m

A A’L=61.2m

第14図　2021年度調査区(2)



― 28 ―

0 1:40 1m

22B区

22C区

22D区

X=47737
Y=71815

X=47735
Y=71809

X=47738
Y=71809

22-01組石

22A区西端 22A区東端

22-02組石

22-03組石

22-04組石

22-05組石

A

A’

B

B’

A

A’

B

B’

A

A’B

B’

A A’L=62.9m

B B’L=61.5m

A A’L=61.3m

A A’L=61.1m

B B’L=61.3m

A A’L=60.7m

B B’L=60.9m

A

A’

A

A’

X=47733
Y=71824

X=47735
Y=71824

X=47733
Y=71813

X=47735
Y=71813

A A’L=61.7m

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S1

S2

S1

S2

S3

S4

S1

S2

S3

S4

S5
S6

S7

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7
S8

第15図　2022年度調査区



― 29 ―

表４　県博調査区組石一覧

遺構名 長軸 (cm) 短軸 (cm) 礫総数 主要構成礫数 下部土坑 配石墓 備考

20-1 組石 260 100 20 10 あり 可能性あり

21-1 組石 140 100 13 8 不明

21-2 組石 92 60 6 6 不明

21-3 組石 72 60 9 9 不明

21-4 組石 44 40 5 3 不明

21-5 組石 120 72 4 4 不明 礫散在

21-6 組石 80 60 7 7 不明

21-7 組石 52 24 3 3 不明 半分調査区外

21-8 組石 60 36 3 3 不明

21-9 組石 90 26 1 1 不明 一部調査区外か

21-10 組石 100 60 7 7 不明

21-11 組石 60 32 2 2 不明 一部調査区外

22-01 組石 48 24 2 2 不明

22-02 組石 88 72 6 5 不明

22-03 組石 96 56 4 4 不明

22-04 組石 120 68 7 7 不明

22-05 組石 120 80 8 7 不明
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表 5　県博調査区組石石材一覧
遺構名 礫番号 石材 備考 遺構名 礫番号 石材 備考
21-1 組石 S1 花崗閃緑岩 被熱痕あり 21-7 組石 S1 アプライト

S2 花崗閃緑岩 S2 砂岩
S3 花崗岩 S3 花崗閃緑岩
S4 ホルンフェルス 21-8 組石 S1 アプライト
S5 ホルンフェルス S2 アプライト
S6 花崗斑岩 S3 アプライト
S7 花崗斑岩 21-9 組石 S1 アプライト
S8 花崗閃緑岩 S2 花崗閃緑岩
S9 花崗斑岩 21-10 組石 S1 花崗閃緑岩
S10 花崗閃緑岩 S2 花崗閃緑岩
S11 花崗斑岩 S3 流紋岩
S12 流紋岩 S4 花崗閃緑岩
S13 花崗岩 S5 花崗閃緑岩
S14 花崗岩 S6 花崗岩

20A区 S1 花崗斑岩 S7 アプライト
S2 花崗岩 21-11 組石 S1 花崗岩
S3 花崗岩 S2 花崗岩
S4 花崗岩 21A区 礫 1 アプライト 被熱痕可能性あり
S5 花崗斑岩 礫 2 花崗閃緑斑岩

20B 区 S1 花崗斑岩 礫 3 アプライト
S2 花崗斑岩 礫 4 ホルンフェルス
S3 花崗斑岩 22-1 組石 S1 花崗岩

21-1 組石 S1 花崗閃緑斑岩 S2 花崗岩 被熱痕あり
S2 花崗閃緑斑岩 22-2 組石 S1 花崗岩
S3 花崗閃緑斑岩 S2 花崗閃緑岩
S4 花崗閃緑斑岩 S3 花崗斑岩
S5 花崗閃緑斑岩 S4 ホルンフェルス
S6 花崗閃緑岩 S5 花崗岩
S7 花崗閃緑斑岩 S6 花崗岩 被熱痕可能性あり
S8 花崗閃緑岩 22-3 組石 S1 花崗岩
S9 花崗閃緑岩 S2 花崗岩 被熱痕あり
S10 花崗岩 被熱痕あり S3 花崗斑岩
S11 アプライト S4 花崗閃緑岩
S12 花崗閃緑斑岩 22-4 組石 S1 花崗岩 被熱痕あり
S13 花崗岩 S2 花崗岩

21-2 組石 S1 花崗岩 S3 花崗岩
S2 花崗岩 被熱痕あり S4 花崗岩
S3 花崗岩 S5 花崗岩
S4 花崗岩 S6 花崗岩
S5 花崗閃緑岩 S7 花崗岩
S6 花崗閃緑岩 22-5 組石 S1 花崗岩

21-3 組石 S1 花崗岩 S2 花崗岩
S2 花崗岩 S3 花崗閃緑岩
S3 花崗岩 S4 花崗岩
S4 花崗岩 S5 花崗岩
S5 アプライト ペグマタイト貫入 S6 花崗岩
S6 花崗岩 S7 花崗岩
S7 花崗岩 S8 花崗閃緑岩
S8 花崗岩 22A区 礫 5 花崗岩
S9 花崗岩 礫 6 花崗岩

21-4 組石 S1 砂岩 礫 7 花崗斑岩
S2 アプライト 礫 8 チャート 弱変成
S3 アプライト
S4 花崗岩
S5 砂岩

21-5 組石 S1 花崗閃緑斑岩 一部ホルンフェルス化
S2 花崗閃緑岩
S3 デイサイト
S4 花崗岩

21-6 組石 S1 ホルンフェルス
S2 ホルンフェルス
S3 花崗閃緑斑岩
S4 花崗岩
S5 花崗岩
S6 花崗閃緑岩
S7 花崗岩 被熱痕あり
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２　ハンドボーリング調査
（1）令和２年度（2020 年度）調査
　平成 28（2016）年度に、三陸道北側一体
の区域を対象として洋野町教育委員会が実施
したハンドボーリング調査の成果を踏まえ、
同じ方法で三陸道南側の尾根筋一体での礫分
布を確認する目的で実施したものである。
　調査は３日間、８名体制で実施し、合計約
3,000㎡を対象として行った。調査方法は町
教育委員会の調査と同じく、鋼鉄製ボーリン
グ棒を使用し、複数名が一列に並んで一歩ず
つ地中を刺突し礫反応を確認するというもの
である。確認した礫反応点には木杭を打設し、
電子平板測量によって座標値を記録した。な
お、刺突の間隔は前後左右ともに概ね 0.5 ｍ
程度としているが、木根や立木により厳密な
配置とはなっていない。
　対象として選択したのは、三陸道南側の標
高 65.6 ｍを最高地点とする「南丘」の周囲と、
そこから北に延びる緩い尾根筋の両側に広が
る東西の緩斜面である。尾根筋には営林用の
作業道があり、この周辺を含む 483㎡は既に
平成28年度の町教委ボーリング調査が行われ
ていたため、この外側を対象として実施した。
　結果は第７～９図に示すように中央の南丘
頂部平坦面を中心として、一部東西の斜面地
に礫反応点が分布する。特に今年度の 20A
区、20C 区の周辺に礫反応点が集中するこ
と、そこから南東側の斜面に礫分布が伸びて
おり、上部平坦面からの礫の転落等に起因す
る可能性が想定されること、南丘頂部平坦面
の北西側斜面地に礫反応点分布が拡大してお
り、特に標高 61 ～ 62 ｍ付近に礫集中域が確
認されること、北東斜面と西斜面は希薄とな
ること等が判明した。
　これらのうち、北西斜面の礫集中区域は次
年度の令和３年度（2021 年度）に実際に調
査区を設定して掘削調査を行い、複数の組石
遺構を検出している。
　一方、これらの分布では三陸道北側で明ら
かとなったような環状列石は確認できず、ま
た、三陸道調査区外帯配石遺構群のような密
集域の存在も指摘できない。

（2） 令和３年度（2021 年度）調査
　三陸道南側調査の２年目は主に 21A 区の
掘削を中心として調査作業を行ったが、これ
と平行して前年度に礫反応点分布を確認した
北西斜面裾の周囲を拡大して、谷頭部分を中
心に予備的なボーリング調査を３名体制で１
日間実施した。
　この結果、三陸道用地境界に沿った北西部
の斜面地にも礫反応点が確認されることが判
明し、次年度に改めて集中的にボーリング調
査を行うこととした。

（3） 令和４年度（2022 年度）調査
　３年目は令和２年度のボーリング調査対象
範囲に隣接する、南丘から南側に伸びる尾根
筋とその東西両側斜面地の 4,370㎡と、三陸
道用地に接する 500㎡の合計 4,870㎡を対象
として実施した。調査は６日間、８名体制、
調査方法は令和２・３年度と同一である。
　尾根筋の調査対象区は、令和２年度の終了
ラインから更に南に延長したエリアである。
東西の斜面両側末端は明らかに礫反応が希薄
となったため、東側は緩い谷部に接続する傾
斜変換線付近、西側は渋谷川に落ち込む急崖
の落ち際傾斜変換線までを目安としている。
　結果は、尾根頂部平坦面では北半とほぼ同
等の密度で散漫な礫反応点の分布を把握し
た。一方、斜面部では局所的に礫反応点複数
が集まる場所があるものの、南に向かうにつ
れて希薄となり、ほぼ礫反応も得られなくな
るという状況を確認した。
　三陸道用地に接する西側斜面地は、前年度
に礫反応点の分布を確認したことから、追加
して調査対象範囲とした。この区域は直下の
渋谷川沿いの低地から比高差 12 ～ 15 ｍの急
崖を隔てた傾斜地で、浅い谷地形の谷頭に相
当する。南東部の旧道による掘削地形境界か
ら、北側の三陸道用地境界に挟まれた三角形
の対象範囲である。
　この区域では予想以上に濃密な礫反応点の
分布が確認され、かつそれらは南北２カ所に
まとまりを見せる。北側の集中区域は三陸道
用地境界に沿って東西に帯状に連なってお
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り、平面分布は三陸道調査区の外帯配石墓群
から西側に続いた状態と見受けられる。礫反
応点が複数近接してまとまりを見せることか
らも、同様の組石遺構群の存在が推測される。
ただしこれらが立地する場所は現在の地表面
で傾斜約 20 ～ 25 度に達する斜面地であり、
三陸道調査区と同様な配石墓群が構築された
場所かどうかという点では、やや疑問も残る。
今回は掘削による調査を行っていないため、
現時点では確定的なことは言えない。
　南側の集中区域は谷頭から南側の斜面にか
けて局所的にまとまり、５～６ｍ四方ほどの
範囲に集中する。北側と同様の傾斜地に分布
することから、原位置を留めた組石遺構が存
在するかどうかは判断し難い。この区域の礫
集中について第Ⅵ章総括で触れる。

３　出土遺物
　ここでは令和２（2020）～令和４（2022）
年度に実施した三陸道南側の調査における出
土遺物について、一括して報告する。全体に
遺物量は少なく、合計で土器 52 点（個体数
ではなく破片点数）、円盤状土製品１点、石器
の可能性がある礫４点がある。なお、三陸道
北側調査区の令和元年度調査出土資料につい
ては、町教委発行報告書内で報告されている。
　出土地点別に集計した結果を表６に示す。
20B 区、21A区が突出しており、南丘中央平
坦面の周囲に遺物が多いことがわかる。なお、
遺物の取り上げに際しては極力出土地点の記
録につとめたが、層序一括で取り上げたもの、
表採資料や排土から回収したものを含む。
　土器は全体のうち大きさ１cm程度以下の
細片を除く 52 点を登録した上で個体の判定
を行い、合計 16 個体を確認し図化掲載して
いる。全体を通じては２点を除き縄文時代後
期初頭～前葉に位置づけられるものであり、
三陸道関連調査での出土傾向と同様である。
以下個別に特徴等を記載する。
　№１は 21A 区西側の土器集中１から得ら
れた破片が口径 21cm の深鉢上半に復元さ
れた。全周に対する残存率は約 50％である。
器形は、括れた頸部から口縁部が外反して立

ち上がり、胴上部が緩く張り出す。内面に現
れた粘土帯継ぎ目と水平方向の割れ口、及び
断面での観察から、幅３cm程の粘土帯の外
傾接合となっていることがわかる。施文は頸
部から口縁部に沈線文が施される。頸部と口
縁端部を水平に巡る沈線で区画し、その間を
横長で内部が無文となる矩形の沈線文で充
填、全体としては帯縄文による梯子形のモ
チーフを形成している。縄文と沈線の先後関
係を見ると沈線施文後に縄文が施されてお
り、縦位の帯縄文は原体を縦に回転させた充
填縄文が使用される。縦位の帯縄文は５～６
単位と推定される。外面の一部は二次被熱に
より橙色に変色しており、内面は焼け弾けに
よる凹凸が著しい。
　№２は 21A 区東側から出土した略完形の
小型鉢である。内湾して立ち上がる比較的単
純な器形で、底縁は外方に鋭く張り出す。施
文は地文のＲ撚糸文のみで、回転方向は基本
的には条が斜行するように斜めに角度を持つ
が、一部は縦位に回転した圧痕と重複し、網
目状を呈する部分もある。内面は横方向のナ
デ状調整痕が顕著で、底面にはササの葉の圧
痕が残る。一部が二次被熱により橙色に変色
する。
　№３は平行沈線による曲線的な文様が施さ
れた深鉢胴部破片で、図示した他に無文部の
小片がある。１本ずつやや粗雑に引かれた沈
線間に１段のＬ縄文が充填される。内面は丁
寧な縦方向のミガキ調整が顕著。胎土に砂粒
が多く、器表にも多数現れている。
　№４は外傾する薄手の深鉢口縁部片で２点
の同一個体を図化した。他に胴部破片１点が
ある。口縁部直下に竹管状施文具による２本
の平行沈線が巡り、その下部は１段のＬ縄文
が縦位に施される。口唇端部は面取りされ角
張る。外面に吹きこぼれの炭化物が付着する。
№５は基本的には３本１組の平行沈線文が展
開する深鉢胴部破片で、全体としては胴部が
やや内湾して張り出す器形になると推定され
る。破片 10片が接合しないことから正確な文
様展開は把握し難いが、無文地上に入り組む
渦巻状のモチーフが横位に展開し、枝線が縦
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横に付属する。沈線施文は比較的丁寧で１本
ずつ深く引かれている。5e 破片のみ沈線間が
盛り上がる隆線状となっており、口縁部には
隆線文が展開する可能性がある。破片によっ
ては器表面の焼け弾けによる凹凸が著しい。
　№６は無文の器面に沈線文を持つ小片で、
４片が同一個体と判断されうち２片を図化掲
載した。特徴は№５に類似しており、内部の
色調の違いから別個体と判断した。
　№７は深鉢口縁部小片２片で、口唇までＲ
Ｌ縄文が横位に施文される。7b は外面の一
部が剥落する。
　№８は縦位のＲ撚糸文が施された胴部破片
で、３片同一個体と認識しうち２片を図化掲
載した。8a 破片は外面に炭化物が付着する。
　№９も№８と同様にＲ撚糸文が施された胴
部破片。図示した２片以外に細片が４片ある。
　№ 10は焼け弾けにより器面が荒れた状態の
深鉢胴部破片。ＬＲ縄文が縦位に施文される。
　№ 11は底径 14.5cmの大型の深鉢底部破片
で、底縁の上から外に開く器形となっている。
外面の地文はＲ撚糸文が施され、底面には２枚
の木葉痕が交差した圧痕が残る。ササの可能
性が高いが摩滅により明確には観察されない。
　№ 12 は内湾する器形の無文胴部破片で、
割れ口付近に隆線の痕跡が見られる。図示の
天地は不確実である。
　№ 13 は小～中型の深鉢底部で接合しない
３片が同一個体と判断される。図示した部分
では外面無文で丁寧に磨かれる。
　№ 14 は底径９cmの底部破片で２片があ
る。底縁は丸みを帯びて立ち上がり、内面中
央が盛り上がる。底面には何らかの圧痕の痕
跡がわずかに残るが磨り消しにより不鮮明で
ある。
　№ 15 は縄文時代早期中葉の貝殻条痕文土
器口縁部片で、外傾する口唇外面側に斜位の
刻目が連続して施される。内外面とも横位の
貝殻条痕が施される。条痕は２～３㎜程度の
幅が広い原体が使用されている。
　№ 16 は球胴形の深鉢胴部破片で、地文の
LR縄文の上から結節隆線によるＵ字状、渦
巻き状の文様が加えられる。結節隆線が一部

剥落している部分では、器面に刻目の圧痕が
観察される。胎土に繊維は含まれない。施文
の特徴から縄文前期中葉の大木４式に位置づ
けられる。なお、№ 15・16 ともに 20B 区出
土である。
　土製品は土器片利用円盤状土製品１点があ
る（№ 17）。土器小片の周囲を打ち欠きによっ
て略円形に仕上げたものである。土器は縄文
後期初頭に位置づけられる無文部が広い深鉢
胴部破片である。図示の上方側割れ口は沈線
となっており部分的にＬＲ縄文が観察される。
　礫石器の可能性があるものとして 20C 区、
20D区から合計４点を取り上げている。花崗
岩、砂岩の扁平な亜角礫、円礫であるが、敲
打痕や摩滅痕に類似する器面の変化はいずれ
も人為的なものとは判断し難く、礫石器とは
認定しなかった。また、剥片石器は出土して
いない。
　この他に直径３～７cmほどの円礫がまと
まっている地点がある。20B区、20C区、20D区、
21A区から出土しており、合計 20 点を確認
した。他に 21A区では直径１～２cm程度の
小円礫が 15点回収された。チャート、凝灰岩
が主で、組石等に利用される石材とは明らか
に異なり、摩滅度が強く海成堆積層中に含有
されていたものと判断される。遺跡周辺の段
丘面では表層地質に同様の円礫は含まれてい
ないことから、海岸付近等の他所で採集した
小礫が持ち込まれていた可能性が高い。
　三陸道調査区でも同様の円礫が多数出土し
ており合計 3303 点に達する。特に 15 号土坑
では堆積土上～中位にかけて 1058 点が集中
して出土した。いずれも摩滅が進んだ円礫で
あり海水に洗われた状態と推測された。更に
特殊な集中の状況から、何らかの祭祀行為に
伴い遺跡内で散布された可能性が指摘されて
いる（岩手県埋蔵文化財センター 2017）。ま
た同程度の大きさの焼成粘土塊も集中してお
り、円礫と同様に祭祀に関連した遺物と推測
されている（濱田 2023）。三陸道南側調査区
においても、少なくともその北半では同様の
円礫の分布が広がっているものと捉えられる
が、特異な出土状況は確認していない。
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表６　遺物出土地点集計表

出土年度 調査区 土器 土製品 石器？ 円礫 小円礫

2020 20A 区 2

20B 区 16 3

20C 区 1 1 10

20D 区 3 4

その他 2 1

2021 21A 区 28 3 15

その他 1

2022 22A 区

22B 区 2

22C 区

22D区

表７　遺物観察表

№ 出土年度 出土地点 特徴 備考 登録番号

1 2021 21A 区 土器集中 1 後期初頭，深鉢口縁部～胴部，口縁部沈線文，地文（RL）
口径 21cm 9

2 2021 21A 区 土器 16 後期初頭，小型鉢口縁部～底部，地文（R撚糸文），
底面笹葉圧痕，口径 10cm，底径 6cm，器高 7.5cm 10

3 2020 20B 区 土器 10･12･13 後期初頭，深鉢胴部，沈線文，地文（L充填） 2片 1

4 2020 20B 区 土器 8･11　20B 区排土 後期初頭，深鉢口縁部，沈線文，地文（L縦） 3片 2

5 2021･22 21A 区 土器 2･4･5･6･7･8･10･2122B 区 22-14 組石周囲 後期初頭，深鉢胴部，平行沈線文，口縁部隆線 10 片 11

6 2020 20B 区 土器 1･4･9･14 後期初頭，深鉢胴部，沈線文 4片 4

7 2020 20B 区 土器 1･2 後期初頭，深鉢口縁部，地文（RL横） 2片 3

8 2021 21A 区 土器 9･18･23 後期初頭，深鉢胴部，地文（R撚糸文） 3片 12

9 2021 21A 区 土器 12･15･17･20 後期初頭，深鉢胴部，地文（R撚糸文） 6片 13

10 2020 20B 区 土器 5 後期初頭，深鉢胴部，地文（LR縦），器面焼け弾け 5

11 2021 21A 区 土器集中 2 後期初頭，深鉢底部，地文（R撚糸文），底面木葉痕，
底径 14.5cm 15

12 2021 21A 区 土器 13 後期初頭，深鉢胴部，隆線文 14

13 2020 20B 区 土器 3･6（基本層序Ⅲ層） 後期初頭～前葉，深鉢底部，無文部，底径 9.5cm 3 片 6

14 2021 21A 区 土器集中 1 後期初頭，深鉢底部，底面磨消，底径 9cm 2 片 16

15 2020 20B 区 排土 早期中葉，深鉢口縁部，口唇刻目，内面条痕 8

16 2020 20B 区 土器 7 大木 4式，深鉢胴部，結節隆線，地文（LR横） 7

17 2021 21A 区 土器片利用円盤状土製品，径 3.8cm

2020 20C 区 № 1 礫 破砕した円礫の一部，砂岩

2020 20D 区 № 1 礫 扁平な亜角礫，花崗岩

2020 20D 区 № 4 礫 扁平な亜角礫，花崗岩，表面一部剥落（非人為加工）

2020 20D 区 № 5 礫 楕円形亜円礫，花崗岩
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４　西平内Ⅰ遺跡における
　　放射性炭素年代（AMS 測定）

加速器分析研究所

（1） 測定対象試料
西平内Ⅰ遺跡は、岩手県九戸郡洋野町種市
37地割地内（北緯39°31′23″、東経141°55′
44″）に所在する。測定対象試料は、５層中
で検出された焼土粒・炭化物の集中部から出
土した炭化物１点である（表１）。推定され
る年代は、縄文時代後期初頭から前葉頃であ
る。

（2） 測定の意義
環状列石構築年代を明らかにする。

（3） 化学処理工程
①　メス・ピンセットを使い、付着物を取り
除く。

②　酸－アルカリ－酸（AAA：Acid Alkali 
Acid）処理により不純物を化学的に取
り除く。その後、超純水で中性になる
まで希釈し、乾燥させる。AAA処理に
おける酸処理では、通常 1mol/ℓ（1M）
の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理
では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液
を用い、0.001M から 1Mまで徐々に濃
度を上げながら処理を行う。アルカリ濃
度が 1Mに達した時には「AAA」、1M
未満の場合は「AaA」と表 1に記載する。

③　試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発
生させる。

④　真空ラインで二酸化炭素を精製する。
⑤　精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水

素で還元し、グラファイト（C）を生成さ
せる。

⑥　グラファイトを内径 1mmのカソードにハ
ンドプレス機で詰め、それをホイールに
はめ込み、測定装置に装着する。

（4） 測定方法
加速器をベースとした14C－AMS専用装置

（NEC社製）を使用し、14Cの計数、13C濃
度（13C/12C）、14C濃度（14C/12C）の測定
を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）
から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準
試料とする。この標準試料とバックグラウン
ド試料の測定も同時に実施する。

（5）算出方法
①　δ13Cは、試料炭素の13C 濃度（13C/12C）
を測定し、基準試料からのずれを千分偏差
（‰）で表した値である（表 1）。AMS 装
置による測定値を用い、表中に「AMS」と
注記する。

②　14C 年代（Libby Age：yrBP）は、過
去の大気中 14C 濃度が一定であったと
仮定して測定され、1950 年を基準年
（0yrBP）として遡る年代である。年代
値の算出には、Libby の半減期（5568 年）
を使用する（Stuiver and Polach 1977）。
14C 年代はδ13C によって同位体効果を
補正する必要がある。補正した値を表 1
に、補正していない値を参考値として
表 2に示した。14C 年代と誤差は、下 1
桁を丸めて 10 年単位で表示される。ま
た、14C 年代の誤差（± 1σ）は、試料
の 14C 年代がその誤差範囲に入る確率
が 68.2％であることを意味する。

③　pMC（percent Modern Carbon）は、標
準現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃
度の割合である。pMC が小さい（14C
が少ない）ほど古い年代を示し、pMC
が 100 以上（14C の量が標準現代炭素と
同等以上）の場合Modern とする。この
値もδ13C によって補正する必要がある
ため、補正した値を表 1に、補正してい
ない値を参考値として表 2に示した。

④　暦年較正年代とは、年代が既知の試料の
14C 濃度をもとに描かれた較正曲線と照
らし合わせ、過去の 14C 濃度変化など
を補正し、実年代に近づけた値である。
暦年較正年代は、14C 年代に対応する較
正曲線上の暦年代範囲であり、1標準偏
差（1σ＝ 68.2％）あるいは 2標準偏差
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（2 σ＝ 95.4％）で表示される。グラフ
の縦軸が 14C 年代、横軸が暦年較正年
代を表す。暦年較正プログラムに入力さ
れる値は、δ13C 補正を行い、下 1桁を
丸めない 14C 年代値である。なお、較
正曲線および較正プログラムは、データ
の蓄積によって更新される。また、プロ
グラムの種類によっても結果が異なるた
め、年代の活用にあたってはその種類と
バージョンを確認する必要がある。ここ
では、暦年較正年代の計算に、IntCal13
データベース（Reimer et al. 2013）を
用い、OxCalv 4.3 較正プログラム（Bronk 
Ramsey 2009）を使用した。暦年較正年
代については、特定のデータベース、プ
ログラムに依存する点を考慮し、プログ

ラムに入力する値とともに参考値とし
て表 2に示した。暦年較正年代は、14C
年代に基づいて較正（calibrate）され
た年代値であることを明示するために
「calBC /AD」または「cal BP」という
単位で表される。

（6）測定結果
測定結果を表1、2に示す。
試料の14C年代は1520±20yrBP、暦年較
正年代（1σ）は536 ～ 595cal ADの範囲で
示される。古墳時代後期頃に相当し（佐原
2005）、推定される年代よりもかなり新しい
結果となった。
試料の炭素含有率は68％の適正な値で、化
学処理、測定上の問題は認められない。 

表１　放射性炭素年代測定結果（δ13C 補正値）

測定番号 試料
名 採取場所 試料

形態
処理
方法

δ13C（‰）
（AMS）

δ13C 補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（%）

IAAA－190664 No.1
遺構：焼土粒・炭化物の
集中部層位：5層中

炭化物 AAA －27.43 ± 0.20 1.520 ± 20 82.77 ± 0.25

［IAA登録番号：#9752］

表２　放射性炭素年代測定結果（δ13C 未補正値、暦年較正用 14C 年代、較正年代）

測定番号
δ13C 補正なし 暦年較正用

（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

IAAA－190664 1.560±20 82.36±0.25 1.518±24 536calAD－595calAD
（68.2%）

430calAD－493calAD（22.5%）
530calAD－607calAD（72.9%）

［参考値］

文献

Bronk Ramsey,C. 2009 B　ayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon51（1）, 337－360
Reimer, P.J. et al. 2013 IntCal13 and Marine13 radiocarbon age calibration curves, 0－50,000 years 
cal BP, Radiocarbon55（4）, 1869－1887

佐原眞 2005 日本考古学・日本歴史学の時代区分，佐原眞，ウェルナー・シュタインハウス監修，
独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所編集，ドイツ展記念概説　日本の考古学上巻，学
生社，14－19

Stuiver,M. and Polach,H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon19（3）, 355－363



― 38 ―

（調査担当者所見）
今回、放射性炭素年代を測定した試料は
19C区において2019年9月12日に採取したも
のである。測定の目的は大きくは環状列石構
築の年代観を探るためであり、列石を被覆し
て広がる整地層２の下位から採取した炭化物
試料を測定することによって、土器等の編年
観から推測される縄文時代後期前葉に近い年
代値が得られるものと予測していた。
試料は基本層序５層中の焼土粒・炭化物集
中部に含まれる炭化物で、調査区壁面から
採取した。地表面からの深さは約30cm前後、
現地調査時点では表層からの混入の可能性は
ないと判断している。
測定結果、及び推定された年代値は上記
のとおりで、暦年較正年代（1σ）は536 ～
595cal ADの範囲とされ、古墳時代後期に相
当する年代である。
本試料と同様に、洋野町教育委員会が19C
区の炭化材集中部から採取した炭化物５点を
試料として、株式会社加速器分析研究所が放
射性炭素年代測定を行った結果も、暦年較
正年代（１δ）では最も古い試料（C－C33）
が427 ～ 535calADの間に３つの範囲、最も
新しい試料（C－C25）が606 ～ 645calAＤの

範囲で示され、いずれも古墳時代に相当する
年代値が報告されている（洋野町教育委員会
2020）。
上記のとおり測定結果は予測と大きく食い
違う。この結果をそのまま捉えれば古墳時代
後期頃に何らかの目的で人為的に整地層が形
成されたという結論に導かれる。一方、本遺
跡を含め周辺地域では古墳時代の遺構、遺物
は一切検出されていない。洋野町内では南部
の八木地区に所在する袖山遺跡から、剣形石
製模造品が採集されているのが唯一である
（千田2016）。このような状況からは古墳時代
後期の人為的な関与も考えにくい。
現時点では試料混入の可能性を捨て切れな
いものとし、年代測定結果の評価を保留する。
将来的に土器付着炭化物等の試料を得て再度
年代測定を実施する必要がある。

〈文献〉
千田政博 2016「洋野町袖山遺跡採集剣形石製模造品」『岩

手考古学』27,49－52

洋野町教育委員会 2020『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告書』洋

野町埋蔵文化財調査報告書第 9集

図１　暦年較正年代グラフ（参考）
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Ⅴ 東北地方北部における配石遺構

１　収集要領・表の見方
西平内Ⅰ遺跡の環状列石の来歴について手
掛かりを得るため東北地方北部三県の配石遺
構を集成した（表８）。偏っており、近接地
をより念密に、地域区分・表の配列も遠近を
重視し、日本海側、太平洋側に分けている。
大規模配石遺構のみならず通常の配石遺構
まで含めた集成は、これまでほとんどなされ
ておらず手掛かりが少なく苦労した。限られ
た文献から芋づる式を頼りに行わざるを得な
くて効率が悪く、他業務の合間に行ったこと
もあって時間切れとなり、半年かけた割に悉
皆収集には程遠い結果となって慙愧に耐えな
い。岩手県内の集成に限れば悉皆収集も可能
だったと思われるが、西平内Ⅰ遺跡の位置を
考えれば、あまり意味のない行為と思えた。
また、地域・機関・報告者によって記載の
仕方がマチマチで表にまとめるのに多大な時
間を要したことも原因である。何より要点が
不明確で時期・下坑の有無などの必要な項目
にもふれていないわりに解釈に走り検索しに
くい報告書も多い。統一的な記載を目指した
が、想像以上に多様で、さらに配石遺構自体
も多様なため、断念せざるを得なかった。そ
のため、インデックスとしての役割に徹する
こととし、できるだけコンパクトにまとめる
ことに専心した。
表中“大”欄は、“大規模配石遺構”の意味で、
10m以上を大規模配石遺構とし、その形状を
記しており、不定形を“不”、不明なものを“？”
とした。
掲載文献は、発行機関等（最初の二文字）
と年号（下二桁）で示し、発行機関が県教育
委員会の場合は“県教”、県埋蔵文化財セン
ターは“県埋”としている。青森県川原平（1）
遺跡では、同じ年度に刊行されている報告書
があるため、年号ではなくⅡ、Ⅲ等で表した。
なお、「　」内は報告者の発言である。表中
の註の内容は、本文後に記している。
他県の市町村発行報告書は身近にないもの

が多いため、この方面は、さらに渉猟が十分
でなく、また掲載を断念した遺跡が多い。秋
田県森吉町教育委員会の報告書も周囲にな
く、例えば、その中には姫ヶ岱C遺跡第４号
住居跡で、深渡遺跡で検出された竪穴住居跡
の壁に礫が巡る類例が確認されているようだ
が（秋田県教育委員会2006＝深渡遺跡報告書：
p.225）、実見できず割愛した。

２　所感
　配石は多様不規則で、意図的なのか判断の
つかないものが多いのは、私たちが縄文時代
のパタンを認識できないためだろうか。
　逆に、積極的に私たちのパタンを当てはめ
てしまうのが「環状列石」である。「環状列石」
とみなされながらも列石が一周しない例が
頻繁に見られるのである（表No.5、26、42、
85、152）。秋田県高屋館跡（表No.42）と青
森県酪農（3）遺跡（表 No.85）では、列石
が僅かしか見られない。高屋館跡の方は、掘
立柱建物跡が求心的な弧状（調査範囲の関係
であり、おそらく環状となろう）を示してい
るのでまだ説得力があるが、酪農（3）は掘
立柱建物跡も明確な環状を示していない。何
より、多様な配石遺構の中で「環状列石」だ
けを取り上げて検討することに意味があるだ
ろうか。　
　さらに、「環状」配石に注目するあまり、
直径 4m前後と推定される弧状配石も特別視
している例が非常に多く認められた（特に
表No.162 の安俵６区遺跡例に代表される）。
これらは、石井寛氏の言うとおり住居跡で
あろう（石井 2003、2009）。ただし、岩手
県仏沢Ⅲ遺跡の前期初頭？の例もあり（表
No.151）、全てが関東地方の敷石住居起源と
は言えないと思われる。
　多様な実態の中、僅かな類例として、青森
県八戸市丹後谷地遺跡例（表 No.101）と岩
手県大船渡市長谷堂貝塚例（表No.172）の“狭
小扇状”配石、岩手県田野畑村館石野Ⅰ遺跡
例（表 No.142）と　同　滝沢市湯舟沢Ⅱ遺
跡例（表 No.152）の石組、そして、これは
竪穴住居の炉で厳密には配石遺構ではない
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が、配石炉の一つである「上杉沢型石囲炉」が、
岩手県二戸市上杉沢遺跡（表 No.133）と　
同　宮古市近内中村遺跡例（表No.145）、そ
して表には示していないが、同　軽米町水吉
Ⅵ遺跡の縄文第５号住居跡（㈶岩手県文化振
興事業団 1995）に認められた。上杉沢と近
内中村例は晩期中葉（上杉沢は大洞式Ｃ１式
期、近内中村は大洞Ｃ２式期？）、水吉Ⅵ例
は晩期初頭の可能性があり、水吉Ⅵ例が最も
古いことになる。
　また、日本海側北部には、柱穴状掘方を持
つ立石が点在して見られる（表No.3、41 ～
43）。梯子状に組む「小牧野式配列」が青森
県小牧野遺跡（表No.10）と秋田県伊勢堂岱
遺跡（表No.48）に認められたことは有名だ
が、これは型式というより、土留めのための
形式だとする意見もある（阿部 1998）。
　型式学的検討の難しい当地の配石墓に対
し、明確な定義手法により分類し系譜を辿っ
たのが渡部清志氏であるが、その指摘の全て
に説得力があるわけでもない（渡辺 1997）。
　広く共通する方式として、縁石で囲い、そ
の中を細かい置石で充填するやり方が見られ
るが、これは土器の充填縄文に共通する方式
で当時の流行とも見なせよう。

　西平内Ⅰ遺跡に近接する地域には比較的大
規模な配石遺構も認められるが（表No.109、
112、117、123、130、131、141、142）、伝統
的に影響を受けることの多い青森県八戸方面
には相変わらず見られないのが謎である。
　さらに、大規模配石遺構のうち後期でも古
い方に位置づけられそうなのは、岩手県湯
舟沢Ⅱ遺跡（表No.152）、同　館石野Ⅰ遺跡
（表 No.142）、同　荒谷Ａ遺跡（表 No.130）、
同　西平内Ⅰ遺跡（表 No.116）、秋田県高
屋館跡（表 No.42）、青森県水上遺跡（表
No.109）、　同　大師森遺跡（表 No.26）、同
　稲山遺跡（表 No.5）と、岩手県北部（一
部青森県東南部隣接地）に多く、この中で明
確に環状列石となるのは西平内Ⅰ遺跡だけで
ある（金子 2020）。
　こうした点から、想像をたくましくすれば、
岩手県内で東北地方北部の大規模配石遺構は
誕生し、西平内Ⅰ遺跡は環状列石の元祖と見
なすこともできよう。すなわち、津軽地方～
秋田県北部が元々の中心地なのではなく、逆
に、西平内Ⅰ遺跡の影響を受けて、これら地
域の環状列石が誕生したという可能性も出て
くる。

註
（１）第７次調査の結果と六次にわたる確認調査（第１次は緊急調査）のまとめである。２～６次調査のそれぞれにも報告書が刊行さ

れているが、２～５次については写真主体の概報パンフレット状であることもあり、本書では省略したので、各文献名については、
平川市教育委員会（2007）を参照願いたい。なお、第６次調査の報告書（平賀町教育委員会 2005）には、大規模配石遺構検出
の経緯（ボーリング探査図含む）と組石遺構の詳細な図の集成と遺跡の立地概念図が掲載されている。調査面積合計 2,497㎡。
唯一下部調査を行った第１号組石の下から土坑が検出されている。「環状列石」から太師森山に向かって約 40m 東行った中間地
点には「組石石棺墓検出区域」が確認されている。太師森山だけでなく岩木山も望めるようである。石棺墓は中期末～後期初頭、
「環状列石」は十腰内Ⅰ式期とされている。

（２）長谷堂例（（公財）岩手県文化振興事業団 2020：p.114）に比べ、ずっと雑然としていて抜けている範囲も多いが、外縁を縁取り
するように石を縦列に並べ、その中を外側の石よりやや小さめの石を南北軸に立てて埋めていくという構造は同じである。その見
た目は、集成者には“早瀬”を表現したようにも見える。

（３）道路拡幅工事に伴って行われた発掘調査で、大規模配石遺構が確認され、その内容確認のために行われた調査結果に基づく（名
川町教育委員会 2004）。緊急調査の報告書は 2002 年に刊行されたようだが、身近になく実見できなかった。

（４）列石から離れた場所にも配石遺構、配石土坑あり。石棺（室）状も。列石内組石下土坑から螢沢式期大型深鉢伏せた状態で出土。
その隣の組石下土坑底面から螢沢式期大型壺押しつぶされた状態で出土。「石室状遺構」底面からコハク玉出土。その他、土坑
副葬品？として短冊状（両端に貫通孔）石製品出土。

（５）調査結果は、文献，岩田 21の欄参照。
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表
８
　
配
石
遺
構
集
成
（
＊
註
の
内
容
は
、
本
文
第
Ⅴ
章
末
に
）

N
o.
県
市
町
村

遺
 跡
 名

立
地

時
　
期

土
器
型
式

大
配
 石
 の
 特
 徴

石
棺
墓
。
組
石
墓
。
配
石
下
坑
。
配
石
土
坑
。
組
石
、
立
石
、
蓋
石
。
日
時
計
。

掲
 載
文
 献

備
　
    
　
考

1
青

外
ヶ

宇
鉄

海
段
大
洞
C1
～
A

「
集
石
遺
構
」
6
基
。
二
類
。
大
洞
C1
式
期
（
安
山
岩
）
と
大
洞
C2
式
期
（
小
石
集
石
）

宇
鉄
96
後
者
玉
象
嵌
土
製
品
2基

2
青

中
泊

縄
文
沼

丘
陵
大
洞
C2
式
？

配
石
遺
構
１
基
。
１
号
。
竪
穴
住
居
覆
土
中
。
4×
2m
の
範
囲

小
泊
91

〃
〃

〃
　
〃

〃
二
枚
橋
式
？

配
石
遺
構
１
、「
集
石
遺
構
」
２
基
。
配
石
住
居
覆
土
、「
集
石
」
土
坑
上
部
に
か
か
る

〃
２
号
集
石
住
居
壁
沿
う
？

3
青

蓬
田

山
田（
2）

海
段
円
筒
上
層
a
式

「
立
石
遺
構
」
1
基
。
竪
穴
住
居
床
面
「
石
棒
」（
楕
円
形
礫
）
正
立
（
掘
方
あ
り
）。
床
上
約
10
㎝

県
教
11
Ａ
区
第
２
号（
9号
竪
穴
住
居
）

〃
〃

〃
　
〃

〃
？

「
立
石
遺
構
」
2
基
。
Ａ
区
1
号
（
石
棒
状
。
被
熱
。
掘
方
な
し
）。
Ｃ
区
1
号
（
台
石
、
掘
方
あ
り
）。

〃
　
　

4
青

青
森

山
野
峠

峠
東
側
斜
面
。
石
室
６
基
。
石
室
内
１
～
３
個
体
の
土
器
。
５
体
の
土
器
か
ら
人
骨

喜
田
34
文
献
未
見
、
葛
西
75
に
よ
る

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
前
葉
前
半

西
側
斜
面
。
組
石
石
棺
墓
６
基
列
を
な
し
て
。
石
棺
の
傍
ら
か
ら
狩
猟
文
土
器

江
坂
83
青
森
県
史
に
よ
る

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

西
側
斜
面
再
調
査
。
新
た
に
石
棺
墓
１
基

青
森
83
採
石
対
策
石
棺
墓
移
転
目
的

5
青

青
森

稲
山

丘
陵
後
初
～
前
葉

？
「
環
状
列
石
」。
造
成
中
央
広
場
（
中
央
に
配
石
墓
３
基
）
周
囲
に
多
数
の
配
石
、
集
石

青
森
04
総
括
報
告
書
。
周
囲
フ
ラ
ス
コ
土
坑

6
青

青
森

玉
清
水（
2）

丘
陵
晩
期
前
葉

組
石
1
基
。
3×
1m
。
土
壙
墓
（
壙
口
に
黄
粘
土
）
群
の
上
。
大
型
石
棒
（
一
部
立
石
）

桜
井
85
遺
構
内
遺
物
極
少
。
調
査
23
㎡

7
青

青
森

三
内
丸
山（
2）

中
期
末
？
？

　
並
行
す
る
土
壙
墓
列
の
一
部
に
不
整
形
ブ
ロ
ック
状
配
石
８
基
。
配
石
下
坑
ほ
ぼ
な
し

県
教
77
配
石
一
部
口
状

8
青

青
森

三
内
丸
山

斜
面
中
中
～
後
葉

「
環
状
配
石
墓
」（
直
径
4m
程
度
の
列
石
。
中
央
土
壙
墓
）
7
基
。
配
石
遺
構
6
基

県
教
00
第
14
次
調
査
。
列
状
配
置

9
青

青
森

山
吹（
1）

丘
陵
？
中
期
？
？

配
石
遺
構
1
基
。
2×
1m
程
度
の
ハ
字
状
。
中
央
硬
化
面
。
下
坑
な
し？

青
森
91
被
熱
痕
な
し

10
青

青
森

小
牧
野

台
地
後
期
前
葉

環
環
状
列
石
（
外
帯
径
35
m
。
切
土
盛
土
。
列
石
一
部
三
列
）。
小
牧
野
式
配
列
（
石
垣
状
組
石
）

青
森
96
全
体
形
丸
み
を
帯
び
た
方
形

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
前
葉

配
石
遺
構
17
基
。
9
基
環
状
列
石
を
取
り
囲
み
、
住
居
壁
？円
～
方
形
の
「
環
状
配
石
」
多

〃
の
ち
8基
は
環
状
列
石
の
一
部
に
含

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
前
半

「
集
石
遺
構
」（
10
㎝
前
後
の
小
礫
の
集
合
体
）
1
基
。
5×
1.5
ｍ
（
不
整
形
。
粗
密
あ
り
）

〃
環
状
列
石
隣
接（
約
10
m
）

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

直
線
状
列
石
（
環
状
列
石
南
の
三
列
目？
）。
配
石
4（
下
坑
1）
、
集
石
1、
小
牧
野
式
配
石
炉
1

青
森
01
ほ
か
集
石
3の
追
加
報
告
書
割
愛

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

環
状
列
石
内
広
場
か
ら
遺
物
の
出
土
ほ
と
ん
ど
な
し
。
構
成
礫
の
重
量
、
構
築
作
業
検
討

青
森
06
総
括
報
告
書

11
青

青
森

平
野

丘
陵
後
期
初
頭
？

　
石
棺
墓
２
基
。「
集
石
遺
構
」
３
基
。
SS
02
二
基
？
、
埋
設
土
器
伴
う？
　
SS
03
掘
方

浪
岡
02

12
青

鰺
ヶ

餅
ノ
沢

丘
陵

石
棺
墓
２
基

鰺
ヶ
85
文
献
未
見
、
下
記
文
献
に
よ
る

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
期
末
？

石
棺
墓
３
基
。
一
部
赤
化
し
た
壁
石
（
赤
色
顔
料
の
付
着
？
）。
周
囲
11
号
配
石
遺
構

県
教
00
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
初
頭
？

石
棺
墓
１
基
。
他
３
基
と
位
置
異
な
る
。

〃
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
末
～
後
前
？

配
石
遺
構
10
基
。
9
号
30
m
以
上
？
（
雑
然
。
一
部
弧
状
）。
2、
6、
7
号
下
坑
あ
り

〃
6号
埋
設
土
器
。
中
期
末
多

13
青

鰺
ヶ

大
曲

段
丘
中
末
～
後
前
？

配
石
遺
構
。
8m
以
上
。
全
容
不
明
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
遺
跡
名
は
青
森
県
史

岩
木
68
報
告
書
で
は「
大
曲
Ⅰ
号
遺
跡
」

14
青

鰺
ヶ

建
石（
3）

段
？
後
期
？
？

A
トレ
ン
チ
か
ら
「
環
状
配
石
遺
構
」（
約
1m
、
中
央
焼
土
）
＝
炉
跡
？

岩
木
68
報
告
書
で
は「
大
曲
Ⅲ
号
遺
跡
」

〃
〃

〃
　
〃

〃
Cト
レ
ン
チ
か
ら
「
集
石
遺
構
」（
約
50
㎝
、
下
坑
？
）（
図
写
真
なく
詳
細
不
明
）

〃
遺
跡
名
は
青
森
県
史
に
よ
る

15
青

鰺
ヶ

大
平
野

段
？
晩
期
？
？

Ⅱ
号
遺
跡
、「
環
状
配
石
」（
径
70
㎝
）
中
心
に
同
心
円
二
重
構
造
の
配
石
遺
構

岩
木
68
住
居
？
　
Ⅰ
号
遺
跡
か
ら
集
石
？

16
青

鰺
ヶ

前
森

扇
央
後
期
前
半
？

※
青
森
県
史
に
「
集
石
遺
構
」

岩
木
68

17
青

弘
前

十
腰
内（
1）

丘
陵
晩
期

「
２
号
集
石
遺
構
」（
2×
2ｍ
程
度
、
下
坑
な
し
）。
二
重
石
囲
炉
（
６
号
竪
穴
住
居
）

県
教
01
１
号
は
平
安
時
代

18
青

弘
前

十
腰
内（
2）

丘
陵
後
期
中
葉
？

「
集
石
遺
構
」
３
基
。
12
×
6m
内
に
散
在
す
る
が
一
部
列
石
２
（
一
つ
弧
状
）

岩
木
68
報
告
書
で
は
十
腰
内
遺
跡

〃
〃

〃
　
〃

〃
Ⅳ
群
以
降

第
６ト
レ
ン
チ
D
区
「
集
石
遺
構
」

〃
遺
跡
名
は
青
森
県
史
に
よ
る

19
青

弘
前

大
森
勝
山

丘
陵
晩
期
？
？

環
環
状
列
石
（
49
×
39
ｍ
の
楕
円
形
、
整
地
、
77
基
の
組
石
、
多
数
の
円
盤
状
石
製
品
）

岩
木
68
組
石
一
部
環
状
。
背
後
岩
木
山

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
？
？

集
石
遺
構
２
基
。
一
つ
は
晩
期
初
頭
？
　
もう
一
つ
は
下
坑
あ
り

〃
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
前
半

環
時
期
・
周
辺
空
間
利
用
の
確
認
。
環
状
列
石
周
辺
か
ら
約
25
0
点
以
上
の
円
盤
状
石
製
品

弘
前
10
史
跡
指
定
の
た
め
の
確
認
調
査

20
青

弘
前

高
長
根（
2）

丘
陵
後
期

「
石
組
遺
構
」

弘
前
81
報
告
書
未
見
、
青
森
県
史
に
よ
る

21
青

弘
前

薬
師

段
？
晩
期
？
？

「
集
石
遺
構
」
群
（
一
部
炉
跡
）

岩
木
68

22
青

弘
前

小
森
山
東
部

山
麓
晩
期
前
葉

※
青
森
県
史
に
よ
れ
ば
集
石
遺
構
複
数
、
報
告
書
写
真
に
「
列
石
」

岩
木
68

23
青

黒
石

長
坂（
1）

配
石
遺
構
2
基
。
全
体
を
調
査
し
て
い
な
い
た
め
形
態
不
明

黒
石
85
報
告
書
未
見
、
青
森
県
史
に
よ
る

24
青

黒
石

花
巻

段
丘
後
期
初
頭
？

石
棺
墓
1
基
か
ら
連
続
す
る
不
整
三
角
形
状
（
2.8
×
2.6
ｍ
）
の
配
石

黒
石
83
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N
o.
県
市
町
村

遺
 跡
 名

立
地

時
　
期

土
器
型
式

大
配
 石
 の
 特
 徴

石
棺
墓
。
組
石
墓
。
配
石
下
坑
。
配
石
土
坑
。
組
石
、
立
石
、
蓋
石
。
日
時
計
。

掲
 載
文
 献

備
　
    
　
考

25
青

平
川

木
戸
口

丘
陵
後
期

直
線
状
列
石
（
約
6×
1.5
m
）。
平
安
住
居
構
築
の
際
に
破
壊
さ
れ
た
可
能
性

平
賀
83
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
大
洞
B
式
～

弧
状
？
（
範
囲
外
続
く
）。
約
11
ｍ
。
６
号
竪
穴
遺
構
内
。
竪
穴
壁
に
沿
う
。「
祭
祀
施
設
」

〃
竪
穴
住
居
の
壁
か

26
青

平
川

太
師
森

丘
陵
　

　
※
大
規
模
配
石
遺
構
検
出
前
。「
遺
跡
の
中
心
部
より
大
部
外
れ
た
部
分
」

平
賀
84
鉄
塔
建
設
。
62
5㎡
。
縄
文
前
中
期

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
末
～
後
前
？

不
「
環
状
列
石
」
は
弧
状
列
石
と
複
数
の
組
石
。
日
時
計
。
石
棺
墓
。
中
央
に
土
器
棺
墓
２

平
川
07
確
認
。
太
師
森
山
。
造
成
。
註
1

27
青

平
川

堀
合（
1）

丘
陵
後
期
前
葉

　
石
棺
墓
12
基
。
三
列
だ
が
12
号
は
列
外
。
棺
内
人
骨
、
歯
、
石
鏃
。「
改
葬
墓
」

平
賀
81
5、
11
、
12
号
1m
未
満
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

「
積
石
塚
土
壙
墓
」（
配
石
土
坑
）
１
基
。
土
坑
直
径
約
70
㎝
略
円
形
。「
改
葬
墓
的
」

〃
東
側
25
m
に
土
器
棺
墓
群

28
青

平
川

堀
合（
3）

丘
陵
後
初
～
前
葉

　
石
棺
墓
４
、
配
石
土
坑
１
基
。
１
号
石
棺
か
ら
複
数
体
人
骨
（
6
以
上
？
　
焼
骨
で
な
い
）

平
賀
74
「
墓
類
ほ
ぼ
一
列
」

29
青

黒
石

一
ノ
渡

段
丘
十
腰
内
Ⅰ
a

不
Ⅴ
32
組
石
。
石
敷
状
。
底
辺
約
3m
×
高
さ
約
14
.8m
の
長
台
形
。
10
個
の
小
ブ
ロ
ック
？

県
教
84
一
部
列
。
墓
域
へ
の「
祭
壇
状
」

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

上
記
含
め
組
石
57
・
集
石
5・
立
石
3
基
（
下
坑
多
・
フ
ラ
ス
コ
も
）。
列
石
2
基

〃
花
弁
状
、
3.5
×
1.5
ｍ
長
方
形
も

30
青

平
川

大
面

高
段
前
期
中
葉

配
石
遺
構
23
基
。「
集
石
遺
構
」（
小
礫
群
集
）
2
基
。
礫
群
1
基
（
34
×
15
ｍ
散
在
）

県
教
80
配
石
・「
集
石
」
下
坑
有
無
両
方

31
青

西
目

水
上（
2）

段
丘
中
末
～
後
前

石
棺
墓
25
基
。
遺
跡
中
央
に
あ
り
、
分
布
三
群
に
分
か
れ
る
。
二
群
の
周
囲
配
石
遺
構

県
教
17
居
住
域
の
間
。
詳
細
な
検
討

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

配
石
遺
構
60
基
。
石
棺
墓
A
群
に
52
、
B
群
に
5
基
。
列
石
、
A
群
20
、
B
群
3
基
。
雑
然
連
綿

〃
巨
大
立
石
。
報
告
書
に
詳
細
な
検
討

32
青

西
目

砂
子
瀬

段
丘

半
島
基
部
。
5
基
。
1、
3、
5
号
掘
方
あ
り
。
4
号
組
石
状
（
1m
前
後
）。
2
号
、
約
5m
四
方
不
整
形

県
教
09
屋
外
配
石
炉
。
1、
3号
配
石
土
坑
？

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
？

半
島
西
。
2
基
。
SQ
1、
2.3
×
1.8
ｍ
範
囲
に
大
型
礫
内
側
小
型
礫
。
SQ
4、
2.3
ｍ
疎
ら
列

県
教
12
配
石
下
坑
な
し

〃
〃

〃
　
〃

〃
縄
文
時
代
？

半
島
東
。
2
基
。
50
㎝
以
内
疎
ら
、
配
石
下
坑
な
し

県
教
14
　
　

33
青

西
目

川
原
平（
6）

段
丘
中
末
～
後
初
？

1
基
。
0.7
×
0.7
ｍ
ハ
字
状
？
　「
掘
方
」
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
遺
構
外
狩
猟
文
土
器

県
教
16
中
期
末
～
後
期
前
葉
集
落

34
青

西
目

川
原
平（
1）

段
丘
後
期
末

「
石
棺
状
配
石
」。
SQ
14
、
18
。
01
も？
　
三
基
隣
接
。
SQ
18
は
連
結
し
た
複
合
配
石

県
教
Ⅱ
遺
跡
西
端

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
後
～
晩
期

上
記
以
外
の
配
石
遺
構
14
基
。
規
模
形
態
多
様
だ
が
、
全
て
配
石
下
坑
な
し
。

〃
時
期
限
定
さ
れ
る
も
の
も

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
前
半

「
日
時
計
組
石
遺
構
」
2
基
、
配
石
下
坑
。
SQ
21
、
27
（
近
接
）。
放
射
状
置
石
、
外
周
縁
石

県
教
Ⅲ
坑
底
、
玉
や
石
匙

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

上
記
周
囲
を
中
心
に
配
石
遺
構
15
基
（
SQ
20
以
外
下
坑
）。
配
石
多
様
だ
が
立
石
多
い

〃
遺
跡
西
北
端
基
部

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

東
捨
場
地
区
。
４
基
。
包
含
層
中
、
不
整
形
・
雑
然
、
配
石
下
坑
な
し

県
教
Ⅴ
個
々
の
遺
構
は
よ
り
時
期
限
定

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
中
葉

北
東
捨
場
地
区
。
1
基
。
包
含
層
中
、
配
石
下
坑
な
し
。
約
1.3
×
0.4
ｍ
の
二
列
の
配
石

〃
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
大
洞
B2
式
期

北
捨
場
地
区
。
1
基
。
包
含
層
中
、
配
石
下
坑
な
し
。
1.8
×
1.6
ｍ
範
囲
の
雑
然
とし
た
組
石

県
教
Ⅵ
配
石
中
央
に
口
欠
損
赤
彩
壺

35
青

西
目

大
川
添（
3）

段
丘
後
末
～
晩
初

6
基
。
SQ
30
3
～
30
8。
配
石
下
坑
な
し
。
規
模
１
～
2m
。
不
定
形

県
教
14
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
～
晩
期

上
記
以
外
の
配
石
遺
構
25
基
。
下
坑
あ
る
な
し
。
10
4
複
列
の
放
射
状
。
20
7
隅
丸
長
方
形

〃
20
7の
規
模
5.7
×
2.7
ｍ

36
青

西
目

大
川
添（
4）

段
丘
後
期
前
葉
？

線
SQ
02
。
直
線
状
15
ｍ
。
川
に
沿
う？
　
礫
は
疎
ら
。
配
石
下
坑
な
し

県
教
14
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
前
葉

SQ
01
。
弧
状
列
石
（
直
径
3.5
ｍ
）。
配
石
下
坑
な
し

〃
住
居
壁
と
思
わ
れ
る

37
青

大
鰐

上
牡
丹
森

丘
陵
後
中
葉
以
降
？

組
石
10
基
？
（
１
、
２
号
連
続
？
）。
配
石
下
坑
な
し
。
直
径
約
2.5
ｍ
の
環
状
１
基

大
鰐
86
後
期
中
葉
と
晩
期
末
以
降
？

38
秋

小
坂

小
坂

段
丘
後
期
前
葉

「
環
状
列
石
」。
組
石
5
基
（「
日
時
計
組
石
」
1）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
県
埋
07
に
よ
る
小
坂
69
文
献
未
見
の
た
め
詳
細
不
明

39
秋

小
坂

大
岱
Ⅱ

段
丘
後
期
前
葉

配
石
5
基
。
SQ
01
（
下
坑
）・
05
、
02
（
下
坑
）・
04
（
下
坑
）、
03
の
三
カ
所
に
離
れ
る

県
教
84
　
　

40
秋

小
坂

中
小
坂

段
丘
後
期
中
葉

SQ
04
。
一
辺
2.5
～
3m
の
三
角
形
状
に
礫
「
敷
き
詰
め
」。
被
熱
痕
、
配
石
下
坑
な
し

県
教
88
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
中
～
晩
初
？

配
石
２
基
。
SQ
02
、
05
。
小
規
模
（
1m
以
下
）
小
礫
組
石
？
　
被
熱
痕
、
配
石
下
坑
な
し

〃
SQ
02
か
ら
初
期
岩
版
出
土

41
秋

鹿
角

大
湯

後
期
前
半

環
野
中
堂
と
万
座
（
40
m
超
）。
内
帯
外
帯
間
日
時
計
状
組
石
。
図
化
と
組
石
分
類
、
下
坑
調
査

文
化
53
本
文
献
以
前
の
調
査
割
愛

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
前
葉

？
一
本
木
後
ロ
配
石
遺
構
群
（
野
中
堂
25
0m
北
東
。
40
m
以
上
弧
？
　
列
石
に
沿
う
組
石
群
）

鹿
角
87
列
石
弧
状
。
組
石
下
土
坑

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
前
～
中
葉

万
座
の
北
東
、
配
石
列
、「
環
状
配
石
遺
構
」
群
。
環
状
列
石
そ
れ
ぞ
れ
南
西
「
配
石
遺
構
群
」

鹿
角
17
総
括
報
告
書
。
環
状
配
石
は
住
居
？

42
秋

鹿
角

高
屋
館
跡

段
丘
後
期
前
葉
？

？
弧
（
環
？
）
状
展
開
掘
立
柱
建
物
群
、
配
石
遺
構
9
基
（
直
線
列
石
ほ
か
）
は
そ
の
内
側
に

県
教
90
立
石
遺
構（
柱
穴
状
掘
方
）
6基

43
秋

鹿
角

天
戸
森

段
丘
中
期
後
～
末

配
石
遺
構
21
基
。
多
様
（
下
坑
も
）。
２
～
4
号
一
連
の
も
の？
（
4×
3.5
ｍ
の
範
囲
）

鹿
角
84
立
石
以
遺
構
状
も

44
秋

鹿
角

案
内
Ⅱ

段
丘
縄
文
時
代
？

配
石
遺
構
1
基
。
5.1
×
3.3
ｍ
の
範
囲
。
下
坑
な
し

県
教
82
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N
o.
県
市
町
村

遺
 跡
 名

立
地

時
　
期

土
器
型
式

大
配
 石
 の
 特
 徴

石
棺
墓
。
組
石
墓
。
配
石
下
坑
。
配
石
土
坑
。
組
石
、
立
石
、
蓋
石
。
日
時
計
。

掲
 載
文
 献

備
　
    
　
考

45
秋

鹿
角

玉
内

段
丘
晩
期
前
半

配
石
遺
構
１
基
。「
日
時
計
状
」。
直
径
2m
円
形
に
縁
石
、
内
側
に
放
射
状
の
置
石
、
中
央
立
石

阿
部
68
下
坑
不
明
。
下
記
Ａ
地
区
隣
接

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
前
葉

配
石
墓
（
礫
縁
取
り？
充
填
？
一
部
立
石
、
耳
飾
出
土
）
4
基
。
配
石
遺
構
１
基
（
立
石
）

県
教
88
SK
05
配
石
土
坑
？
　
　

46
秋

鹿
角

駒
林

段
丘
縄
文
時
代

「
集
礫
遺
構
」
1
基
（
3
～
25
㎝
の
礫
）。
3,2
×
1,8
ｍ
の
矢
印
状
（
北
向
き
）。
下
坑
な
し？

県
教
82
　
　

47
秋

大
館

矢
石
館

段
丘
晩
期
前
葉

組
石
棺
墓
5
基
。「
棺
端
に
立
石
、
棺
側
に
積
石
」「
立
石
の
他
、
環
状
組
石
を
伴
うも
の
も
」

奥
山
54
直
線
列
石
2基
（「
石
棺
群
区
画
？
）

48
秋

北
秋

伊
勢
堂
岱

段
丘
後
期
前
葉

環
環
状
列
石
3
基
（
Ａ
メ
ロ
ン
状
。
掘
立
柱
建
物
）。
ほ
か
配
石
遺
構
51
基
。
SQ
56
3
特
徴
的

県
教
99
立
石
遺
構
。
SQ
10
は
住
居
？

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

環
環
状
列
石
D
の
発
見
。
4
基
の
時
期
関
係
の
推
測
。
配
石
遺
構

北
秋
11
史
跡
指
定
の
た
め
の
確
認
調
査

49
秋

北
秋

狐
岱

段
丘
前
末
～
中
末

配
石
遺
構
6
基
（
詳
細
不
明
）。
組
石
棺
墓
12
基
、
蓋
石
、
円
盤
状
土
製
品
が
周
囲
か
ら

大
野
90
範
囲
確
認
調
査
。
Ａ
区
。
下
記
文
献
も

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
後
葉

配
石
遺
構
1
基
。
約
6×
1.5
ｍ
隅
丸
方
形
の
半
分
状
。
一
部
二
～
三
列
。
50
㎝
前
後
の
川
原
石

県
教
90
範
囲
確
認
調
査
。
Ｂ
区

50
秋

北
秋

深
渡
A

段
丘
中
期
末

SI
29
。
竪
穴
住
居
複
式
炉
側
の
壁
と
そ
の
外
側
約
1m
離
れ
て
沿
う
礫
列
。
約
3m
の
隅
丸
方
形

県
教
06
低
位
段
丘
。「
廃
絶
後
に
配
石
」

51
秋

北
秋

深
渡

低
段
後
期
初
頭
？

「
石
棺
様
組
石
」
１
基
。
2.3
×
0.9
ｍ
で
蓋
石
あ
り
。
そ
の
他
配
石
土
坑
？

県
教
99
最
低
位
段
丘
。
調
査
後
埋
戻
保
存

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
世
？

「
石
棺
」
再
調
査
の
結
果
、
土
坑
が
連
結
し
周
囲
に
柱
穴
→
上
屋
を
伴
う
中
世
の
炉
。
類
例
あ
り

県
教
06
「
石
棺
」
現
地
保
存
不
可
で
再
調
査

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
期
末
～

SI
20
01
。
竪
穴
住
居
跡
の
壁
に
礫
が
巡
る
。
3.9
×
3.3
ｍ
で
複
式
炉
。「
廃
絶
後
に
配
石
遺
構
へ
」

県
教
06
氾
濫
原
に
検
出
さ
れ
た
唯
一
の
住
居

52
秋

北
秋

地
蔵
岱
A

段
丘
円
筒
下
層
ｃ
式

組
石
１
基
。
0.4
5×
0.3
3ｍ
楕
円
形
、
底
に
平
石
。
浅
い
掘
り
込
み
に
構
築
（
掘
方
？
）。

北
秋
06
　
　

53
秋

北
秋

森
吉
家
ノ
前
A
段
丘
縄
文
時
代
？

「
配
石
遺
構
」
１
基
。
SQ
42
9。
0.9
×
0.7
ｍ
に
礫
疎
ら
。
浅
い
掘
り
込
み
あ
り？
　
配
石
土
坑
あ
り？

県
教
06
「
中
期
後
葉
の
住
居
炉
？
」

〃
〃

〃
　
〃

〃
？

「
配
石
遺
構
」
１
基
。
SQ
55
69
。
0.7
×
0.7
ｍ
の
範
囲
に
礫
、
抜
き
取
り
痕
。
他
に
配
石
土
坑
あ
り？

県
教
10
炉
？

54
秋

北
秋

天
津
場
C

段
丘

「
礫
の
詰
め
込
ま
れ
た
土
坑
」　
※
文
献
未
見
の
た
め
詳
細
不
明

県
教
08
県
埋（
20
07
）
に
よ
る

55
秋

北
秋

向
様
田
B

段
丘
後
晩
期

土
坑
を
伴
わ
な
い
配
石
17
基
。
配
石
土
坑
多
数
。「
配
石
」
意
図
的
か
不
明
瞭

県
教
03
遺
跡
東
部
配
石
多
、
西
部
土
坑
多

56
秋

北
秋

向
様
田
C

段
丘
後
晩
期
？

土
坑
を
伴
わ
な
い
配
石
2
～
3
基
。
直
径
4m
列
石
含
む
。
配
石
土
坑
？

県
教
03
　
　

57
秋

北
秋

向
様
田
A

段
丘
晩
期
前
～
後
葉

配
石
土
坑
32
基
以
上
。「
環
状
配
石
遺
構
」
大
規
模
雑
然
だ
が
、
一
部
石
囲
炉
、
組
石
状

県
教
03
配
石
遺
構
の
う
ち
石
囲
炉
状
22
基

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

配
石
土
坑
12
基
。
土
坑
な
し
配
石
27
基
。「
配
石
に
伴
っ
て
石
剣
類
出
土
４
例
」

県
教
09
「
石
囲
炉
状
な
し
」。
雑
然
と
し
た
印
象

58
秋

北
秋

向
様
田
D

段
丘
晩
期
前
半

配
石
遺
構
1
基
。
2.5
×
1.8
ｍ
の
範
囲
。「
不
整
な
掘
り
込
み
内
に
充
填
」。
石
棒
、
石
剣
類
破
片

県
教
05
組
石
状

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
前
葉
？

配
石
土
坑
？１
基
（
SK
12
9）
。
配
石
遺
構
SQ
12
7は
石
囲
炉
（
約
1,8
×
1.3
ｍ
）
？
　

県
教
10
「
立
石
遺
構
」
SQ
10
1は
柱
穴
？

59
秋

北
秋

水
上
ミ

　
※
文
献
未
見
の
た
め
詳
細
不
明

森
吉
01
漆
下（
県
教
11
）
第
１
～
２
表
に
よ
る

60
秋

北
秋

二
重
鳥
Ｃ

　
※
文
献
未
見
の
た
め
詳
細
不
明

森
吉
03
漆
下（
県
教
11
）
第
１
～
２
表
に
よ
る

〃
〃

〃
　
〃

〃
※
文
献
未
見
の
た
め
詳
細
不
明

森
吉
04
漆
下（
県
教
11
）
第
１
～
２
表
に
よ
る

61
秋

北
秋

漆
下

段
丘
前
期
中
葉

「
集
石
」
１
基
。
約
1.4
×
1m
の
範
囲
に
概
ね
拳
大
の
礫
不
整
形
に
集
中
。
礫
は
５
割
以
上
石
器

県
教
11
土
器
破
片
な
ど
ど「
廃
棄
し
た
結
果
」

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
前
～
後
葉

配
石
土
坑
80
（
袋
状
も
）、
配
石
28
基
。
SQ
22
5
幾
何
学
的
（
5×
2.8
ｍ
）。
21
8
～
22
0
列
石

〃
SQ
22
3弧
状
は
住
居
壁
？
　
副
葬
品

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
後
葉

SM
80
0
石
積
階
段
状
遺
構
。
斜
面
急
こ
う
配
に
約
16
m
の
列
石
。
一
部
二
列
。
浅
い
掘
方

〃
扁
平
礫
を
水
平
に
配
す
。
小
又
川
へ

62
秋

北
秋

橋
場
岱
A

段
丘
後
期
前
葉

「
配
石
遺
構
」
１
基
。
0.9
×
0.7
ｍ
略
楕
円
形
。「
石
囲
炉
想
定
し
た
が
、
焼
土
等
検
出
さ
れ
ず
」

北
秋
07
配
石
下
坑
、
掘
方
な
し
。
石
囲
炉
？

63
秋

北
秋

橋
場
岱
C

段
丘
後
期
前
葉
以
降

3.5
×
1ｍ
の
長
楕
円
形
。
厚
さ
0.3
2ｍ
。
４
面
の
配
石
？
　
配
石
下
坑
、
掘
方
な
し
　

北
秋
07
埋
没
沢
に
構
築
？

64
秋

北
秋

橋
場
岱
B

段
丘
後
後
半
～
晩
期

SQ
61
、
64
。
組
石
？２
基
。
規
模
1.5
ｍ
以
下
。
不
整
形
。
配
石
下
坑
、
掘
方
な
し

北
秋
08
 

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
前
半

SQ
60
。
組
石
？
北
側
は
散
在
。
規
模
2m
前
後
の
範
囲
。
不
整
形
。
配
石
下
坑
、
掘
方
な
し

〃
 

〃
〃

〃
　
〃

〃
「
大
洞
A
式
期
」

SQ
65
。
組
石
？
　
規
模
1m
程
度
。
配
石
下
坑
、
掘
方
な
し
。
時
期
は
出
土
土
器
か
ら

〃
出
土
土
器
は
青
木
畑
式
新
期
？

65
秋

北
秋

橋
場
岱
Ｆ

段
丘
晩
期
前
葉

SI
22
。「
壁
際
に
配
石
を
有
す
る
住
居
」
１
棟
。
外
側
に
開
い
た
コ
字
状
。
0.8
×
0.6
ｍ

北
秋
06
柱
穴
を
伴
う
。
出
入
口
？

66
秋

北
秋

橋
場
岱
Ｄ

段
丘
？

「
小
規
模
な
配
石
遺
構
」
→
写
真
等
なく
詳
細
不
明

県
教
97
範
囲
確
認
調
査

67
秋

北
秋

橋
場
岱
Ｅ

段
丘
？

「
小
規
模
な
配
石
遺
構
」
→
写
真
あ
り

県
教
97
範
囲
確
認
調
査

68
秋

北
秋

日
廻
岱
B

段
丘
後
期

「
土
坑
を
伴
わ
な
い
配
石
」。
SQ
23
25
配
石
遺
構
。
約
4.2
ｍ
直
線
状
ほ
か
。
配
石
下
坑
あ
り

県
教
05
「
楕
円
形
途
中
の
礫
が
抜
け
た
？
」

〃
〃

〃
　
〃

〃
縄
文
時
代
？

土
坑
を
伴
わ
な
い
配
石
。
6
基
。
小
規
模
散
在

〃
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
初
頭
？

「
配
石
を
伴
う
土
坑
」
11
基
？
　
配
石
も
土
坑
も
多
様
。
SK
25
00
～
25
05
、
25
17
、
25
25
等

〃
後
期
初
頭
環
状
集
落
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N
o.
県
市
町
村

遺
 跡
 名

立
地

時
　
期

土
器
型
式

大
配
 石
 の
 特
 徴

石
棺
墓
。
組
石
墓
。
配
石
下
坑
。
配
石
土
坑
。
組
石
、
立
石
、
蓋
石
。
日
時
計
。

掲
 載
文
 献

備
　
    
　
考

69
秋

北
秋

姫
ヶ
岱
Ａ

段
丘

※
文
献
未
見
の
た
め
詳
細
不
明

森
吉
99
漆
下（
県
教
11
）
第
１
～
２
表
に
よ
る

70
秋

北
秋

姫
ヶ
岱
Ｄ

段
丘
縄
文
時
代
？

「
配
石
遺
構
」
１
基
。
SQ
10
柱
穴
状
掘
り
込
み
上
に
疎
ら
に
配
石
？

県
教
00
中
期
末
～
後
期
初
頭
土
器
最
も
多
い

71
秋

北
秋

姫
ヶ
岱
Ｃ

段
丘

※
文
献
未
見
の
た
め
詳
細
不
明

森
吉
99
漆
下（
県
教
11
）
第
１
～
２
表
に
よ
る

72
秋

北
秋

桐
内
A

段
丘
？

「
配
石
遺
構
」
１
基
＝
SQ
14
5（
直
径
60
㎝
程
度
）
は
石
囲
炉
？

県
教
02
　
　

73
秋

田
沢

潟
前

田
沢
98
報
告
書
未
見
、
詳
細
不
明

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期

範
囲
確
認
調
査
で
「
環
状
配
石
遺
構
」
２
基
検
出
。「
特
殊
な
住
居
？
」

県
教
99
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
前
葉
？

線
ほ
ぼ
直
線
列
石
（
下
坑
無
）
８？
　
SQ
17
3
最
大
長
11
m
、
一
部
雑
然
組
石
。
配
石
土
坑
14
？

県
教
00
SI
20
2住
居
壁
半
周
配
石

74
秋

秋
田

松
木
台
Ⅲ

段
丘

※
配
石
遺
構
4
基
の
説
明
報
告
書
に
な
い？

県
教
86
上
面
配
石
土
坑
あ
り

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
期
後
葉
？

※
環
状
集
落
中
央
広
場
に
配
石
土
坑
（
SK
62
ほ
か
）
？
個
々
の
土
坑
の
記
載
な
し？

県
教
01
　
　

75
秋

大
仙

上
ノ
山
Ⅱ

段
丘
前
期
後
半

配
石
遺
構
３
基
（
下
坑
な
し
）。
中
央
部
遺
構
群
中
心
に
SQ
21
9（
1.5
×
1.5
ｍ
の
範
囲
に
礫
）

県
教
88
最
大
SQ
24
1は
3.2
×
1.9
ｍ
の
範
囲

76
秋

横
手

手
取
清
水

段
丘
？

配
石
遺
構
１
基
。
SQ
23
7。
45
×
40
㎝
範
囲
に
組
石
？
　
5
～
15
㎝
の
礫
。
SK
20
0
土
坑
近
接

県
教
90

77
秋

横
手

小
田
Ⅳ

段
丘
？

「
配
石
遺
構
」
６
基
。
50
㎝
以
内
の
小
規
模
で
礫
少
なく
、
下
部
柱
穴
状
２
基
。
出
土
遺
物
な
し

県
教
94
配
石
土
坑
、
立
石
を
伴
う
柱
穴
状
も

78
秋

横
手

虫
内
Ⅰ

低
段
晩
期
前
半
？

「
配
石
遺
構
」
14
基
の
うち
４
基
下
柱
穴
状
？そ
の
他
小
礫
疎
ら
。
配
石
土
坑
SK
32
22
　

県
教
98
覆
土
中
礫
多
土
坑
多
し

79
秋

横
手

平
鹿

扇
状
C1
～
A
式
？

配
石
遺
構
11
基
。
規
模
・
形
多
様
。
一
部
下
坑
。
SQ
00
6
扇
状
2.1
×
1.2
m
縁
石
置
石
。

県
教
83
SQ
00
1径
5m
前
後
弧
状

80
秋

横
手

長
蓮
寺

段
丘
後
期
後
葉

直
径
約
5m
の
「
環
状
配
石
遺
構
」
が
長
さ
約
40
ｍ
（
調
査
区
幅
約
8m
）
の
配
石
群
中
央
に

横
手
07
配
石
下
部
土
坑
も
。
石
棺
状
も

81
秋

由
利

才
の
神

段
？
大
木
8b
式
期

配
石
土
坑
３
基
。
立
石
。
石
棒
（
73
.5
㎝
）
が
斜
め
に
立
っ
た
状
態
で
出
土
。
掘
方
未
確
認

県
教
80
立
石
は
土
坑
長
軸
端

82
秋

象
潟

ヲ
フ
キ

丘
陵
前
期
後
半
？

配
石
土
坑
３
基
？
　
SK
18
立
石
、
副
葬
品
石
匙
。
SK
08
も
立
石
？
 S
K
25
上
面
組
石
？
　

県
教
90

〃
〃

〃
　
〃

〃
縄
文
時
代
？

「
配
石
遺
構
３
基
」。
柱
穴
状
土
坑
に
立
石
？
　「
中
近
世
の
柱
穴
の
可
能
性
」

県
教
01
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
後
半

Ⅰ区
。
不
整
形
組
石
（
下
坑
無
）
12
基
以
上
（
SQ
13
複
合
？
）。
配
石
土
坑
数
基
（
SK
89
）。

県
教
03
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
縄
文
時
代

Ⅲ
区
。
不
整
形
組
石
（
下
坑
な
し
）
２
基
（
SQ
30
01
長
さ
4m
）。

〃
　
　

83
青

佐
井

糠
森

海
段
十
腰
内
Ⅰ
ｂ
主

配
石
の
み
４？
、
配
石
下
坑
多
数
、
配
石
、
覆
土
中
位
下
位
底
面
も
。
底
面
直
上
石
囲
炉
様
配
石

佐
井
04
「
掘
立
柱
建
物
群
」、
中
央
広
場

84
青

む
つ

水
木
沢

低
段
？

配
石
２
基
？
（
１
，２
号
連
続
？
）
配
石
下
坑
（
フ
ラ
ス
コ
も
）。
別
の
墓
壙
（
人
骨
片
）
１
基
底
配
石

県
教
77
前
末
～
中
前
集
落
主
。
後
期
前
半
も

85
青

む
つ

酪
農（
3）

海
段
十
腰
内
Ⅰ
式

？
「
環
状
列
石
」（
径
20
m
。
礫
一
周
せ
ず
。
下
坑
な
し
。
内
側
削
平
）。
埋
設
土
器
を
伴
う
配
（
→
続
く
）

長
谷
23
石
遺
構
2基
（
巨
礫
）。
報
告
書
未

86
青

東
通

札
地

海
段
後
期
初
頭
？

帯
帯
状
2
基
。
平
面
形
不
整
弧
状
。
二
重
三
重
に
積
み
重
ね
た
り
敷
石
状
の
部
分
も

江
坂
59
ほ
ぼ
青
森
県
史
に
よ
る

87
青

六
ヶ

大
石
平
・
Ⅱ
区

海
段
「
後
期
？
」

礫
散
在
。
下
坑
な
し

県
教
85
最
下
位
段
丘
。
遺
構
？

88
青

六
ヶ

大
石
平
・
Ⅲ
区

海
段
？

？
礫
と
抜
取
痕
、
長
さ
約
18
ｍ
弧
状
。
中
央
に
も
同
様
の
も
の
が
ブ
ロ
ック
状
に
、
一
部
配
石
下
坑
？

〃
最
下
位
段
丘
。
遺
構
写
真
な
し

89
青

六
ヶ

大
石
平
・
Ⅳ
区

海
段
後
期

12
×８
ｍ
の
範
囲
に
1m
程
度
の
小
規
模
な
組
石
12
基
。
配
石
下
坑
な
し
。
立
石
。
安
山
岩

県
教
86
「
吹
越
烏
帽
子
岳
に
向
か
っ
て
い
る
」

90
青

六
ヶ

大
石
平
・
Ⅷ
区

海
段
後
期
前
葉

約
５
ｍ
の
直
線
状
列
石
。
改
変
？
　「
Ⅲ
区
と
一
連
の
も
の
」
→
「
直
径
25
ｍ
前
後
の
環
状
列
石
」

県
教
87
一
部
配
石
下
坑
。
30
㎝
程
度
の
礫

91
青

六
ヶ

大
石
平
・
Ⅹ
区

海
段
？

先
端
曲
が
る
約
6m
の
直
線
状
列
石
と
隣
接
す
る
石
囲
炉
状
配
石
、
約
3m
の
直
線
状
列
石

県
教
87
一
番
高
。
石
囲
炉
状
1.0
2×
0.8
1ｍ

92
青

六
ヶ

大
石
平
・
Ⅺ
区

海
段
？

組
石
２
基
（
片
方
配
石
下
坑
あ
り
）

県
教
87
遺
構
全
体
図
等
に「
３
号
配
石
」

93
青

六
ヶ

富
ノ
沢（
2）

海
段
後
期
初
頭
？

「
配
石
遺
構
」
１
基
。
3×
2.5
ｍ
の
範
囲
に
不
整
形
散
在
。
配
石
下
坑
な
し
。
近
くか
ら
土
器
片

県
教
91
最
下
位
段
丘
。
遺
構
？

94
青

六
ヶ

上
尾
駮（
2）

海
段
？

「
配
石
２
」。
１
号
「
２
個
の
石
（
扁
平
１
は
台
石
？
）」
。
２
号
大
小
礫
散
在
で
配
石
下
坑
な
し

県
教
79
10
2号
遺
跡
。
２
号
は
遺
構
で
な
い
？

〃
〃

〃
　
〃

海
段
？

「
配
石
遺
構
」。
組
石
？？
　
1.0
5×
0.9
ｍ
円
形
5
個
礫
。
礫
38
～
24
㎝
。
配
石
下
坑
な
し

県
教
88
最
下
位
段
丘
。
遺
構
？

〃
〃

〃
　
〃

海
段
後
期
前
葉
？
？

「
配
石
遺
構
54
基
（
環
状
列
石
）」
。
一
部
組
石
だ
が
概
ね
散
在
。
抜
取
痕
。
一
部
配
石
下
坑

〃
Ⅱ

最
下
位
段
丘
。「
環
状
集
落
」
？

95
青

六
ヶ

弥
栄
平（
4）

海
段
？

「
石
棺
墓
」
１
基
。
一
部
被
熱
。
隣
接
し
て
土
坑
墓
？
（
上
面
か
ら
螢
沢
式
「
甕
棺
」
が
粉
々
出
土
）

県
教
87
下
位
段
丘

96
青

六
ヶ

沖
附（
2）

斜
面
？

配
石
下
坑
1、
組
石
（
下
坑
無
）
１
基
。

県
教
86
螢
沢
式
集
落
跡
。
切
断
壺
、
狩
猟
文

97
青

六
ヶ

弥
栄
平（
1）

海
段
？

組
石
１
基
。
大
礫
（
52
×
36
㎝
）
の
周
囲
に
礫
を
配
す
。
配
石
下
坑
な
し

県
教
86
螢
沢
式
埋
設
周
囲
。
他
調
査
で
人
骨

98
青

六
ヶ

弥
栄
平（
2）

海
段
？

　
組
石
？１
基
。
1.6
8×
1.0
5ｍ
の
長
楕
円
形
の
範
囲
。
付
近
に
土
坑
（「
関
係
不
明
」）

県
教
78
礫
小
さ
く
、
集
石
に
近
い

 〃
〃

〃
　
〃

海
段
？

　
「
集
石
遺
構
」。
3×
1.5
ｍ
の
範
囲
に
散
在
。「
意
図
的
な
配
置
を
示
さ
ず
」。
配
石
下
坑
な
し

県
教
84
遺
構
で
は
な
い
？
　
中
末
～
後
前
主
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県
市
町
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遺
 跡
 名

立
地

時
　
期

土
器
型
式

大
配
 石
 の
 特
 徴

石
棺
墓
。
組
石
墓
。
配
石
下
坑
。
配
石
土
坑
。
組
石
、
立
石
、
蓋
石
。
日
時
計
。

掲
 載
文
 献

備
　
    
　
考

99
青

五
戸

舘
町

段
丘
後
期
前
葉
？

径
約
3.5
ｍ
の
円
形
に
内
部
3
基
の
土
坑
の
周
り
に
配
石
。
中
央
土
坑
間
に
土
器
棺

倉
石
98
報
告
書
未
見
、
青
森
県
史
に
よ
る

10
0
青

八
戸

沢
堀
込
・
Ａ
区

斜
面
後
期
前
半
？

「
集
石
」
１
基
。
約
80
×
50
㎝
の
範
囲
。
石
組
？
　
配
石
下
坑
な
し
。
被
熱
数
個

県
教
92
石
組
の
間
か
ら
土
器
片
出
土

〃
〃

〃
沢
堀
込
・
Ｂ
区

斜
面
後
期
前
半
？

配
石
下
坑
３
～
４
基
。
石
組
坑
内
落
ち
込
み
あ
り
。
周
囲
に
焼
土
や
柱
穴
状
ピ
ット
。「
集
石
」
？２
基

〃
「
集
石
」
→「
石
組
散
乱
？
」
下
坑
な
し

〃
〃

〃
沢
堀
込
・
Ｃ
区

斜
面
？

「
集
石
」
７
基
。
配
石
下
坑
な
し
。
一
部
被
熱

〃
調
査
区
は
谷
等
挟
み
連
続
せ
ず

10
1
青

八
戸

丹
後
谷
地

段
丘
？

3.1
×
2.6
ｍ
台
形
状
の
範
囲
約
35
0
個
の
扁
平
な
自
然
石
。
配
石
下
坑
な
し
。
一
部
被
熱

八
戸
86
類
例
→
長
谷
堂
貝
塚
SQ
06
註
2

10
2
青

八
戸

田
面
木
平（
1）

段
丘
後
期

「
第
１
号
集
石
遺
構
」。
50
×
35
㎝
に
8㎝
程
度
の
扁
平
礫
集
中
。
配
石
下
坑
無
。
被
熱
無

八
戸
88
早
期
の
集
石
と
地
点
異
な
る

10
3
青

八
戸

風
張（
1）

丘
陵
後
期
前
半

「
集
石
遺
構
」
3
基
。
3×
3m
以
内
。
10
㎝
程
度
の
小
礫
密
集
。
不
整
形
。
下
坑
な
し

八
戸
91
遺
跡
中
央
農
道
部
分
調
査
区
西
端

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
以
前

「
集
石
遺
構
」
1
基
。
3×
3m
以
内
。
10
㎝
程
度
の
小
礫
密
集
。
不
整
形
。
下
坑
な
し

八
戸
08
老
人
ホ
ー
ム
調
査
区
中
央

10
4
青

八
戸

是
川
中
居

低
段

集
石
遺
構
1
基

八
戸
77
文
献
未
見
の
た
め
詳
細
不
明

〃
〃

〃
　
〃

〃
弥
生
前
期

B
区
。
配
石
遺
構
（
確
認
の
み
）　
※
文
献
は
、
八
戸
12
文
献
表
１
に
よ
る
が
詳
し
い
記
載
な
し

八
戸
02
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
後
半
～

K
区
配
石
遺
構
1
基
（
立
石
？
　
下
坑
あ
り
）。
O
区
配
石
遺
構
1
基
（
2.1
×
1.5
ｍ
敷
石
状
）。

八
戸
06
両
方
と
も
盛
土
整
地
後

10
5
青

八
戸

牛
ヶ
沢（
4）

丘
陵
？

「
配
石
」。
組
石
１
基
。
1×
0.5
ｍ
の
梯
子
状
。
長
軸
両
端
立
石
。
配
石
下
坑
な
し
。
立
石
炉
隣
接

八
戸
97
炉
の
一
部
？
　
螢
沢
式
土
器
多
め

〃
〃

〃
　
〃

〃
？

「
石
組
」
１
基
。
0.3
×
0.3
ｍ
の
コ
字
状
。
焼
土
、
配
石
下
坑
な
し

 〃
石
囲
炉
？

〃
〃

〃
　
〃

〃
？

「
集
石
」
2
基
。
90
×
55
、
70
×
60
㎝
の
範
囲
。
礫
20
㎝
以
下
？
　
破
砕
礫
多
。
被
熱
等
不
明

 〃
早
期
土
器
出
土
僅
か

〃
〃

〃
　
〃

〃
縄
文
時
代
？

「
2
号
配
石
」。
組
石
。
3×
1.4
ｍ
不
整
形
。
10
～
13
0㎝
の
礫
（
30
～
50
㎝
多
）。
配
石
下
坑
な
し

八
戸
01

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
中
葉
～
？

「
3
号
配
石
」。
1.8
×
1.2
ｍ
に
10
～
40
㎝
の
礫
92
個
密
集
。
住
居
覆
土
中

八
戸
01
「
集
石
炉
？
」

〃
〃

〃
　
〃

〃
縄
文
時
代
？

2m
前
後
の
間
隔
で
並
ん
だ
組
石
3
基
。
2
～
0.7
m
の
範
囲
で
不
整
形
。
調
査
区
の
高
位
置

八
戸
04
配
石
下
坑
な
し

10
6
青

八
戸

荒
谷

低
段
晩
前
葉
前
後
？

６
基
の
組
石
？
直
線
状
に
並
ぶ
。
配
石
下
坑
な
し
（
集
石
２
下
に
は
あ
り？
＝
13
7
号
土
坑
）

八
戸
07
B区

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
末
～
弥
生
前

？
「
環
状
」。
組
石
？
群
。
配
石
下
坑
一
部
対
応
。
周
囲
に
小
柱
穴
群
、
遠
賀
川
系
壺
。「
緑
石
好
む
」

〃
A
区
。
抉
入
柱
状
片
刃
石
斧

10
7
青

南
部

西
張（
2）

低
段
後
前
～
中
葉

「
集
石
遺
構
」
１
基
。
9.7
×
5.8
ｍ
の
範
囲
に
礫
が
11
の
ブ
ロ
ック
を
形
成
。
小
礫
。
下
坑
な
し

県
教
98
切
り
株
周
囲
。
早
期
集
落
跡
も

10
8
青

南
部

西
張（
3）

低
段
早
期

「
配
石
遺
構
」
１
基
。
約
1.6
×
1.5
ｍ
の
範
囲
に
安
山
岩
の
礫
が
「
Ｖ
字
状
に
配
さ
れ
」。
礫
は
疎
ら

県
教
96
「
礫
を
台
石
と
し
た
作
業
場
」

10
9
青

南
部

水
上

丘
陵
後
期
初
頭
？

不
全
容
不
明
。
17
ｍ
以
上
。
一
部
弧
状
、
直
線
状
。「
組
石
」
？
　
一
部
石
垣
状
。
近
くに
焼
土

名
川
04
「
小
牧
野
式
配
列
」
？
　
註
3

11
0
青

三
戸

沖
中

沖
段
後
期
前
葉

組
石
５
基
（
下
坑
４
）。
下
坑
な
い
の
が
最
大
規
模
（
1.5
×
1.2
ｍ
）
で
他
と
大
きく
離
れ
る
（
46
ｍ
）

三
戸
00
報
告
書
該
当
部
分
の
み
実
見

11
1
青

三
戸

泉
山

低
段
大
木
10
式
期

組
石
２
基
？
　
配
石
下
坑
、
第
２
号
墓
壙
と
は
ズ
レ
。

県
教
76
　
　

〃
〃

〃
　
〃

低
段
晩
期

「
敷
石
遺
構
」。
「
環
状
列
石
」
に
沿
う
。
拳
大
の
礫
の
不
規
則
集
合
体
で
、
下
部
土
坑
検
出

〃
捨
て
場
の
一
部
？
　

〃
〃

〃
　
〃

低
段
中
期

「
環
状
列
石
」。
「
約
2/
3
範
囲
外
続
く
」。
約
8m
の
直
線
状
列
石
。
一
部
組
石
状

〃
「
城
山
、
北
上
山
系
望
む
展
望
」

〃
〃

〃
　
〃

低
段
～
晩
期
前
半

？
上
記
「
環
状
列
石
に
接
続
」。
約
50
ｍ
離
れ
る
。
連
続
し
た
列
石
と
い
うよ
り
組
石
が
点
在

県
教
95
調
査
範
囲
内
全
長
約
25
ｍ

11
2
青

三
戸

関
後
期
前
半
？

環
径
30
m
　
※
青
森
県
史
p.
59
6に
よ
る

在
家
平
遺
跡
と
も

11
3
青

階
上

野
場（
5）

丘
陵
中
後
～
後
初

配
石
９
基
（
7
～
18
号
=
配
石
下
坑
無
は
一
連
と
判
断
）。
下
坑
あ
り５
（
3フ
ラ
ス
コ
）。
立
石

県
教
93
南
区
の
10
1号
は
配
石
炉
か

11
4
青

階
上

藤
沢（
2）

海
段
縄
文
時
代
？

2.2
×
1.1
m
楕
円
形
に
疎
ら
に
礫
。
一
部
黒
色
付
着
物
、
黒
色
変
化
。
配
石
下
坑
な
し
。
磨
石
出
土

県
教
11
中
位
面
。
煮
沸
用
の
集
石
も
検
出

11
5
青

階
上

道
仏
鹿
糠

海
段
後
期
以
降

「
集
石
遺
構
」。
組
石
？
下
「
土
坑
状
の
掘
方
」。
全
て
砂
岩

県
教
17
中
位
面
。
遺
跡
内
煮
沸
用
集
石
も

11
6
岩

洋
野

西
平
内
Ⅰ

丘
陵
蛍
沢
式
期
？

？
崖
際
。
内
帯
と
外
帯
？
二
つ
の
弧
。
内
帯
を
覆
う
整
地
層
。
外
帯
は
組
石
墓
群
？
　
掘
立
柱
建
物

県
埋
17
階
上
岳
。
後
期
初
頭
集
落
上
構
築
？

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

環
内
帯
環
状
列
石
（
径
30
×
26
ｍ
）。
列
石
付
属
す
るト
ゲ
状
の
石
列
。
外
帯
58
号
隣
接
組
石

洋
野
19
ハ
ン
ド
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

〃
〃

〃
　
〃

〃
　
　
　
〃

〃
環
状
列
石
、
整
地
層
の
広
が
り
確
認
を
目
的
とし
た
が
、
調
査
面
積
少
なく
全
容
不
明

洋
野
20
ト
レ
ン
チ
調
査（
５
つ
で
29
㎡
）

11
7
岩

洋
野

鹿
糠
浜
Ⅰ

丘
陵
後
期
前
葉
？

？
大
部
分
調
査
範
囲
外
。
環
状
？
　
礫
は
疎
。
一
部
直
線
並
ぶ
。
範
囲
内
配
石
下
坑
無
。
竪
穴
近
く

県
埋
21
崖
近
く
。
西
平
内
Ⅰ
遺
跡
か
ら
６
㎞

11
8
岩

洋
野

南
戸
類
家
Ⅱ

丘
陵
後
期
前
葉
？

？
列
状
？
（
全
容
不
明
）。
散
漫
だ
が
、
一
部
組
石
？

洋
野
23
試
掘
ト
レ
ン
チ
62
5㎡
（
風
力
発
電
）

11
9
岩

軽
米

長
倉
Ⅰ

丘
陵
後
～
晩
期
？

「
集
石
」
1
基
（
小
礫
が
2×
0.5
m
。「
遺
構
で
な
い？
」）
。「
立
石
」
1
基
（
板
礫
散
在
）

県
埋
00
立
石「
掘
り
込
み
な
し
？
」

12
0
岩

軽
米

板
子
屋
敷
３

丘
陵
後
期
後
半
？

竪
穴
住
居
覆
土
上
下
に
配
石
。
上
は
半
径
1.5
ｍ
の
半
円
。
下
は
40
㎝
前
後
の
小
礫
組
石
状

県
埋
08
上
配
石
、
被
熱
、
付
近
焼
土
・
土
器
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N
o.
県
市
町
村

遺
 跡
 名

立
地

時
　
期

土
器
型
式

大
配
 石
 の
 特
 徴

石
棺
墓
。
組
石
墓
。
配
石
下
坑
。
配
石
土
坑
。
組
石
、
立
石
、
蓋
石
。
日
時
計
。

掲
 載
文
 献

備
　
    
　
考

12
1
岩

軽
米

大
日
向
Ⅱ

丘
陵
？

配
石
遺
構
1
基
。
1.5
×
0.6
m
組
石
状
。
下
坑
な
し
。
晩
期
前
葉
埋
設
土
器
隣
接

県
埋
86
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
→

6
基
。
SH
05
中
期
末
、
06
後
期
後
～
晩
前
葉
、
03
・
04
晩
前
半
、
01
・
02
弥
生
前
半

県
埋
95
03
・
04
下
坑
？
　
04
は
5m

〃
〃

〃
　
〃

〃
縄
文
時
代

「
集
石
遺
構
」
4
基
。
65
㎝
以
下
の
小
規
模
。
下
坑
な
し
。
早
期
の
集
落
は
あ
る
が
、（
→
続
く
）

県
埋
98
あ
ま
り
集
石
ら
し
く
な
い

12
2
岩

軽
米

君
成
田
Ⅳ

丘
陵
縄
文
時
代
？

0.8
×
0.8
ｍ
程
度
の
ハ
字
状
。
礫
３
。
掘
方
、
焼
土
、
炭
化
物
、
被
熱
未
確
認

県
埋
83
炉
？
　
縄
文
後
期
前
葉
等
集
落

12
3
岩

軽
米

千
本
松

丘
陵
後
期
前
葉

？
「
環
状
配
石
」。
疎
だ
が
組
石
？
　
一
部
１
ｍ
超
す
巨
石
露
頭
。
配
石
下
坑
未
検
出

軽
米
20
確
認
調
査
。
33
0㎡
。
全
容
不
明

12
4
岩

九
戸

道
地
Ⅲ

丘
陵
晩
期
中
葉

竪
穴
住
居
床
上
22
㎝
（
炉
の
西
約
２
ｍ
）。
長
さ
約
1.4
ｍ
の
直
線
状
列
石
。

県
埋
83
チ
ャ
ー
ト
質
粘
板
岩
。
Ｃ
２
式
後
半
？

12
5
岩

九
戸

嶽
Ⅱ

丘
陵
？
（
時
代
も
）

「
集
石
遺
構
」。
1.8
×
0.8
ｍ
の
範
囲
で
弧
状
に
雑
然
とし
た
小
礫
の
集
合
体
。
配
石
下
坑
無

県
埋
84
被
熱
。「
板
状
の
小
石
主
」。
粘
板
岩

12
6
岩

九
戸

田
代
Ⅳ

丘
陵
中
期
中
～
後

配
石
下
概
ね
土
坑
（
坑
壁
沿
う１
）。
立
石
３
（
下
坑
１
琥
珀
細
片
）
？
　
下
坑
１
耳
飾
状
土
製
品
　

県
埋
95
土
器
埋
設
遺
構（
硬
玉
２
）
１

12
7
岩

二
戸

川
口
Ⅰ

段
丘
後
期
前
葉

直
径
約
４
ｍ
環
状
、
調
査
区
外
続
く
。
配
石
下
、
柱
穴
状
土
坑
。
住
居
状
遺
構
隣
接

県
埋
07
住
居
壁
と
思
わ
れ
る

12
8
岩

二
戸

寺
久
保

丘
陵
？

50
×
50
㎝
の
隅
丸
方
形
。
焼
土
無

県
埋
96
石
囲
炉
。
後
期
初
頭
集
落
跡

12
9
岩

二
戸

堀
野

段
丘
？

組
石
多
数
、
下
坑
な
し
。
トレ
ン
チ
調
査
で
全
容
不
明

福
岡
65
S2
8,3
7年
草
間
俊
一
氏
調
査

13
0
岩

二
戸

荒
谷
A

段
丘
中
期
中
～
後
？

「
配
石
土
坑
」
１
基
。
直
径
約
１
ｍ
、
深
さ
36
㎝
、
底
三
段
。
上
部
に
礫
集
中
（
図
な
し
）

県
埋
83
中
期
中
～
後
葉
集
落
跡

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
末
～
後
初

？
外
帯
約
50
×
40
m
の
楕
円
形
。
内
部
に
長
軸
７
～
12
ｍ
の
３
基
の
楕
円
形
環
状
列
石

関
92

調
査
原
因
店
舗
建
設
中
止

13
1
岩

二
戸

下
村
B

段
丘
中
末
～
後
前
？

？
11
ｍ
列
石
調
査
範
囲
外
続
く
。
一
部
組
石
。
配
石
下
、
土
坑
な
い
も
の
多
い
。
註
4

県
埋
83
溝
区
画
？
　
荒
谷
A
遺
跡
南
隣
接

13
2
岩

二
戸

馬
立
Ⅱ

丘
陵
蛍
沢
式
期
？

平
面
形
帆
立
貝
状
（
4×
3.5
ｍ
の
円
形
に
開
口
部
）。
角
礫
列
石
。
溝
状
陥
し
穴
に
切
ら
れ
る

県
埋
88
（
焼
土
も
含
め
）
住
居
の
縁
石
か

13
3
岩

二
戸

上
杉
沢

段
丘
晩
期
中
葉

「
配
石
遺
構
」
一
か
所
。「
集
石
遺
構
」
一
か
所
。
竪
穴
住
居
配
石
炉
（「
上
杉
沢
型
石
（
→
続
く
）

浄
法
01
囲
炉
」
等
）
目
立
つ

〃
〃

〃
　
〃

〃
？

「
集
石
遺
構
」
1
基
（
写
真
図
版
7）

浄
法
03
昭
和
60
年
度
調
査
区

13
4
岩

二
戸

吉
田
館

丘
陵
後
期
後
葉

竪
穴
住
居
の
壁
に
沿
っ
て
２
基
→
別
々
の
住
居
の
斜
面
下
方
、
上
方
。「
土
留
め？
」。

県
埋
08
中
世
城
館
の
下
段
高
位
面

13
5
岩

二
戸

柿
ノ
木
平
Ⅲ

丘
陵
？
（
時
代
も
）

全
容
不
明
だ
が
4ｍ
以
上
。
小
礫
の
列
石
状
集
合
体
。
掘
方
無
。
配
石
下
坑
未
検
出

県
埋
85
調
査
範
囲
外
続
く

13
6
岩

一
戸

上
野
B

段
丘
後
前
～
中
葉
？

不
10
×７
ｍ
以
上
。
調
査
範
囲
外
続
く
。
配
石
下
坑
な
し
。
遺
物
混
然
と
出
土

一
戸
83
故
意
で
は
な
い
？
捨
て
場
の
一
種
？

13
7
岩

一
戸

田
中
２

段
丘
中
期
末
？
？

「
石
組
遺
構
」
１
基
。
石
組
下
土
坑
（
1.1
×
0.8
ｍ
程
度
不
整
楕
円
形
）

〃
土
坑
は「
石
の
掘
方
」

13
8
岩

一
戸

田
中
１

段
丘
中
～
後
期
？

5×
4.5
ｍ
の
範
囲
。
雑
然
とし
て
概
ね
疎
だ
が
密
な
部
分
も
。
配
石
下
坑
な
し
。
斜
面
下
方

〃
故
意
で
は
な
い
？

13
9
岩

一
戸

馬
場
平
２

段
丘
中
期
後
半
？
？

「
立
石
遺
構
」
１
基
。「
Ⅳ
層
中
に
掘
り
込
ま
れ
直
立
」　
※
写
真
、
微
細
図
面
なく
詳
細
不
明

一
戸
83
中
期
後
半
集
落（
8a
～
b式
期
主
）

14
0
岩

一
戸

御
所
野

段
丘
中
期
後
～
末

中
央
部
の
配
石
遺
構
群
と
そ
の
周
辺
盛
土
を
中
心
とし
た
集
落
。
東
西
二
群
間
空
白
地

一
戸
93
巨
石
。
立
石
。
組
石
下
未
調
査

〃
〃

〃
　
〃

〃
大
木
10
新
？

南
側
三
か
所
、
Ⅴ
区
竪
穴
建
物
群
周
辺
二
か
所
、
GA
70
トレ
ン
チ
南
側
に
四
か
所
配
石
遺
構

一
戸
15
総
括
報
告
書
。
時
期
は
上
記
も
？

14
1
岩

田
野

和
野
新
墾
神
社

海
段
後
初
～
前
葉
？

不
15
ｍ
以
上
の
列
石
？
調
査
範
囲
外
続
く？
　
一
部
組
石
状
？
　
配
石
下
、
土
坑
対
応
せ
ず

田
野
11
報
告
書
記
載
不
明
瞭
。
螢
沢
式
主

14
2
岩

田
野

館
石
野
Ⅰ

海
段
後
期
前
葉

蛇
列
石
2
基
。
1
号
列
石
（
立
石
を
単
位
とし
た
組
石
遺
構
群
を
連
結
。
下
坑
）

早
稲
97
等
高
線
沿
う
。
小
牧
野
式
石
積

〃
〃

〃
　
〃

〃
～
十
腰
内
Ⅰ
a

蛇
3
号
列
石
の
確
認
。
1
号
列
石
の
全
容
確
認
（
蛇
行
80
m
以
上
）。
配
石
土
坑
検
出

田
野
07
2号
列
石
組
石
湯
舟
沢
Ⅱ
類
似

14
3
岩

宮
古

崎
山
貝
塚

〃
？
中
中
～
後
前

中
央
広
場
立
石
（
検
出
面
上
1m
。
掘
方
）。
大
型
石
棒
埋
設
1
基
。
配
石
遺
構
11
基

宮
古
95
環
状
集
落

14
4
岩

宮
古

菅
ノ
沢

扇
状
後
初
～
前
葉

？
12
ｍ
以
上
の
列
石
調
査
範
囲
外
へ
続
く
。
先
端
約
3×
2ｍ
の
環
状
。
下
部
遺
構
な
し

宮
古
06
整
地
造
成
。
立
て
て
配
石

  〃
〃

〃
　
〃

扇
状
弥
生
後
期

配
石
下
土
坑
１
基
。
90
×
70
㎝
の
楕
円
形
、
調
査
範
囲
外
続
く

〃
時
期
←
底
面
土
器
片
＋
遺
構
重
複

14
5
岩

宮
古

近
内
中
村

扇
状
後
期
後
半

直
径
５
ｍ
の
「
環
状
配
石
遺
構
」
中
央
土
器
埋
設
石
囲
炉
。
配
石
下
坑
５
基
？

宮
古
01
概
報
の
み
。「
環
状
・
・
」
住
居
？

〃
〃

〃
　
〃

扇
状
晩
期
前
半

　
列
石
と
組
石
。
重
な
る
よう
に
獣
骨
ブ
ロ
ック
（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
牙
垂
飾
品
8
点
出
土
）。
石
皿
立
て
て

〃
上
杉
沢
型
石
囲
炉
。
菅
ノ
沢
近
接

14
6
岩

宮
古

田
鎖
車
堂
前

沖
積
大
木
9a
式
～

線
列
石
3。
二
条
の
並
行
す
る
直
線
（
間
1.2
m
前
後
）。
片
側
13
ｍ
で
片
端
が
集
石
10
に
続
く

県
埋
20

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
末
～
後
初

「
集
石
」
15
基
（
下
坑
あ
る
な
し
）。
列
石
上
記
他
4
基
（
列
石
1
直
線
並
行
6m
。
列
石
4
弧
状
）

〃
　
　

14
7
岩

宮
古

腹
帯

段
丘
中
後
～
後
前

改
変
と
小
規
模
調
査
の
た
め
全
容
不
明
。
大
型
立
石
。
一
部
列
石
？

新
里
91
検
出
の
み
。
配
石
古
く
か
ら
周
知

14
8
岩

八
幡

越
戸
Ⅱ

丘
？
縄
文
時
代
？

25
×
25
㎝
程
度
の
「
炉
址
状
配
石
遺
構
」。
焼
土
、
被
熱
無
。
炭
化
物
微
量

県
埋
81
石
囲
炉
と
思
わ
れ
る
。
中
期
末
？

14
9
岩

八
幡

曲
田
Ⅰ

扇
端
後
・
晩
期

「
集
石
遺
構
」
3
基
（
下
坑
1
→
無
頭
石
棒
出
土
）。
1
基
「
溝
を
流
れ
る
水
を
堰
止
め
る
施
設
」
？

県
埋
85

15
0
岩

八
幡

松
尾
釜
石

丘
陵
晩
期
前
葉
？

環
配
石
11
？
　
二
重
環
状
（
中
央
炉
？
）
４？
（
径
４
ｍ
程
度
３
、
13
ｍ
１
）。
立
石
。
配
石
下
坑
無
？

八
幡
17
二
重
環
状
は
竪
穴
住
居
？
　
岩
手
山
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N
o.
県
市
町
村

遺
 跡
 名

立
地

時
　
期

土
器
型
式

大
配
 石
 の
 特
 徴

石
棺
墓
。
組
石
墓
。
配
石
下
坑
。
配
石
土
坑
。
組
石
、
立
石
、
蓋
石
。
日
時
計
。

掲
 載
文
 献

備
　
    
　
考

15
1
岩

滝
沢

仏
沢
Ⅲ

扇
状
前
期
初
頭
？

配
石
遺
構
18
基
。
1
号
配
石
（
5.4
×
3.2
ｍ
竪
穴
壁
上
に
・
焼
土
）。
ほ
か
配
石
下
坑
多

滝
沢
87
組
石
緩
や
か
。
焼
土
は
炉
か

〃
〃

〃
　
〃

〃
前
期
前
葉

「
配
石
墓
壙
群
」（
写
真
の
み
で
、
文
章
記
載
なく
詳
細
不
明
）

滝
沢
08
　
　

15
2
岩

滝
沢

湯
舟
沢
Ⅱ

低
段
後
期
前
葉

不
「
環
状
列
石
」（
26
×
16
ｍ
。（
1）
状
。
列
石
と
組
石
か
ら
な
る
。「
内
側
土
坑
２０
０
以
上
」）
。

滝
沢
91
配
石
遺
構
3基
。
保
存
。
岩
手
山
　
　

15
3
岩

盛
岡

向
館

段
丘
中
期
後
葉
～
？

約
７
ｍ
直
線
列
石
。
周
囲
に
組
石
？１
基
、
焼
土
、
炭
化
物
分
布
。
配
石
下
坑
無
。
埋
没
沢
内

県
埋
94
検
出
遺
構
群
か
ら
50
m

15
4
岩

盛
岡

上
米
内

低
段
後
期
中
葉

RH
01
配
石
遺
構
。
直
径
5.8
m
。
列
石
内
部
石
囲
炉

県
埋
95
住
居
？

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
期
？

RH
02
配
石
遺
構
。
4×
1.5
m
の
不
整
帯
状
（
敷
石
）

〃
写
真
図
版
12
3に
「
RH
04
遺
構
」
あ

〃
〃

〃
　
〃

〃
晩
期
前
葉

RH
03
配
石
遺
構
。
3.5
×
2.5
m
の
不
整
形
。「
東
寄
り
石
棒
の
破
片
多
く
出
土
」

〃
る
が
本
文
中
に
記
載
な
し

15
5
岩

盛
岡

落
合

沖
段
後
期

配
石
遺
構
５
基
。
配
石
下
坑
あ
り
な
し
。
直
径
3m
円
形
、
2,5
×
1,6
ｍ
楕
円
形
ほ
か

盛
岡
89
１
、
２
次
調
査
。
年
報
の
み
？

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
～
晩
期

配
石
墓

〃
１
次
調
査
。
年
報
の
み
？

15
6
岩

盛
岡

川
目
Ａ
５
次

段
丘
後
前
～
後
葉

配
石
遺
構
群
４
面
。
配
石
遺
構
54
（
下
坑
8）
基
。
多
様
。
RH
18
6
帯
状
（
弧
）

県
埋
12
厳
密
な
定
義
認
定

15
7
岩

盛
岡

萪
内

沖
積
後
晩
期

配
石
土
壙
・
貯
蔵
穴
1,4
60
基
（
ほ
と
ん
ど
上
部
配
石
だ
が
、
フ
ラ
ス
コ
形
な
ど
貯
蔵
穴
様
も
）

県
埋
82
T
13
6土
坑
組
石
然
。
付
近
大
型
土
偶

15
8
岩

盛
岡

湯
沢

扇
状
中
末
～
後
初

配
石
遺
構
5
基
（
下
坑
一
部
）。
8m
の
弧
状
、
2.9
m
の
直
線
列
石
、
1.7
m
の
組
石
状
も

県
埋
81

15
9
岩

花
巻

稲
荷
神
社

低
段
後
期
中
葉

「
方
形
配
石
住
居
跡
」（
平
地
式
）
11
棟
。
配
石
・「
石
列
遺
構
」
14
基
（
2
下
坑
）

花
巻
09
下
坑
覆
土
中
焼
土
？
配
石
坑
？

16
0
岩

花
巻

立
石

低
段
後
初
～
晩
中

？
高
位
段
丘
崖
に
沿
っ
て
弧
状
配
石
遺
構
帯
。
単
位
の
分
か
る
の
は
11
基
（
下
坑
4）

大
迫
79
1、
2号
日
時
計
状
組
石（
下
坑
あ
り
）

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
晩
期

配
石
遺
構
21
基
（
後
10
、
晩
9）
。「
弧
状
敷
石
遺
構
」（
後
期
。
14
.4
×
2m
。
外
縁
に
立
石
列
）

花
巻
06
上
調
査
区
か
ら
10
0m
。
盛
土
保
存

16
1
岩

花
巻

観
音
堂

中
段
中
末
～
後
初

配
石
遺
構
地
帯
調
査
区
（
約
25
㎡
十
字
状
）。
配
石
遺
構
6
基
（
下
坑
未
確
認
）

大
迫
86
範
囲
内
容
確
認
調
査（
ト
レ
ン
チ
状
）

16
2
岩

花
巻

安
俵
6区
Ⅳ

沖
積
後
初
～
中
葉

「
環
状
列
石
」
5
基
（
6
～
4.5
m
。
2
石
囲
炉
）。
「
集
石
遺
構
」
21
基
（
下
坑
な
し？
）

東
和
99
住
居
か

16
3
岩

花
巻

安
俵
6区
Ⅴ

沖
積
後
期

「
環
状
列
石
」
3
基
（
4.8
～
3.5
m
。
1
石
囲
炉
）。
「
集
石
遺
構
」
5
基
（
下
坑
な
し？
）

東
和
00
「
渇
水
期
の
住
居
？
」

16
4
岩

花
巻

清
水
屋
敷
Ⅱ

沖
積
後
期
前
葉
？

配
石
遺
構
80
基
（
下
坑
な
し
）。
大
沼
の
中
島
に
立
地
。
A
G0
3（
7.3
×
6.7
m
環
状
）

東
和
04
石
囲
炉
17
基
。「
祭
祀
域
」
？

16
5
岩

北
上

大
橋

段
丘
晩
中
葉
中
心

配
石
遺
構
5
基
（
盛
土
平
坦
面
。
3
基
下
坑
。
2
号
に
大
型
石
棒
）。
「
列
石
」
1
基
（
3m
）

県
埋
06
列
石
は
住
居
壁
？

16
6
岩

北
上

本
宿

低
段
縄
文
時
代
？

配
石
5
基
。
SX
00
1（
径
約
1m
円
形
）
配
石
下
坑

北
上
92
　
　

16
7
岩

北
上

柳
上

中
段
中
末
～
後
初

配
石
遺
構
19
基
。
下
坑
4。
2m
（
ほ
と
ん
ど
1m
）
以
下
で
小
規
模
。
形
・
組
み
方
多
様

県
埋
95

16
8
岩

北
上

樺
山

丘
陵
中
期

　
　

北
上
68
1～
３
次
調
査
結
果
。
註
5

〃
〃

〃
　
〃

〃
？

　
上
段
集
落
で
検
出
。
１
基
。
土
坑
上
部
組
石
？

北
上
90
道
路
拡
幅
に
伴
う
調
査

〃
〃

〃
　
〃

〃
遺
跡
全
体
の
1/
4
程
度
を
調
査
。
こ
れ
ま
で
37
基
の
配
石
遺
構
確
認

北
上
96
史
跡
環
境
整
備
の
た
め
の
確
認
調
査

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
末
～
後
初
？

　
集
落
下
方
。
配
石
36
＋
5。
日
時
計
状
。
立
石
、
中
央
・
縁
。
石
皿
立
石
。
配
石
下
坑
な
い
例
も

岩
田
21
こ
れ
ま
で
の
調
査
ま
と
め
。
図
示

16
9
岩

遠
野

張
山

段
？
後
期
初
頭
？

「
弧
状
列
石
に
伴
う？
」
配
石
遺
構
２
基
（
1
下
坑
）。
組
石
。
H・
12
6に
大
型
立
石
？

遠
野
06
61
住
居
壁
配
石
、
E2
2墓
立
石

17
0
岩

大
槌

崎
山
弁
天

斜
面
後
期
中
葉
～

組
石
（
1×
1ｍ
程
度
。
掘
り
込
み
）
2
基
。
ほ
か
集
石
２
か
所
（
3×
2m
と
全
容
不
明
）

大
槌
74
貝
塚
検
出

17
1
岩

大
槌

赤
浜
Ⅱ

谷
底
後
前
～
中
葉
？

配
石
遺
構
7
基
（
下
坑
主
）。
全
て
並
び
、
7
号
以
外
等
高
線
に
沿
う
列
石
主
。
6
号
護
岸
状

県
埋
18
7号
は
住
居
？
館
石
野
Ⅰ
遺
跡
類
似

17
2
岩

大
船

長
谷
堂
貝
塚

丘
陵
後
前
～
？

「
敷
石
住
居
址
」（
後
期
前
葉
。
埋
甕
）。
配
石
4
基
。
１
号
（
晩
期
末
。
配
石
土
坑
）。

県
教
72
4号
（
5×
0.4
m
集
石
列
）

〃
〃

〃
　
〃

〃
後
晩
期
？

配
石
土
坑
1
基
（
RH
01
上
面
配
石
。
晩
期
末
～
弥
生
初
頭
）

県
埋
99
上
面
配
石
の
残
骸（
後
代
の
改
変
）

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
～
晩
期

配
石
遺
構
6
基
（
中
期
3、
後
期
？
2、
晩
期
1）
。
下
坑
あ
り
4

県
埋
01
　
　

〃
〃

〃
　
〃

〃
中
期
中
葉
～

列
石
遺
構
1
基
（
晩
期
末
。
5m
弧
状
）。
配
石
遺
構
5
基
（
中
期
中
葉
～
1、
中
期
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Ⅵ　総括

　今回の西平内Ⅰ遺跡調査結果をもとに遺構
分布のあり方、場の機能について見ていくが、
まずそれらの前提として、出土遺物による遺
構構築時期の判断を確認する。
〈遺構の時期〉
　2020 ～ 22 年度調査での出土遺物は第 16
図に示した縄文土器等でほぼ全てである。文
様構成がわかる土器の中で横位に展開する渦
巻文が施された資料（同図№５）で見ると、
３本組の沈線文が用いられ胴部文様帯が狭ま
る特徴から、十腰内Ⅰ式新段階（児玉 1999）
に相当し、三陸道調査区Ｄ群Ⅴ類（岩手県埋
文 2017）の範疇に入る。一方、三陸道調査
区では十腰内Ⅰ式直前段階とされるＤ群Ⅲ類
からⅣ類にかけての土器が主体であり、外帯
組石墓群も概ねこの段階の構築と判断され
る。南丘調査区はやや後出の要素を持ち北丘
から拡大して構築された遺構群の可能性がう
かがわれる。

〈外帯組石墓群の構造〉
　三陸道調査区の「外帯配石遺構群」では、
62 基中の 3/4 にあたる 47 基で配石下部土坑
を確認しており、組石墓の集合体と捉えられ
る。その配置は全体として見れば環状列石南
側から 20 ～ 30 ｍ離れ弧状に分布する。細部
を見ると必ずしも均整のとれた環状（弧状）
とはならず、環状列石中心の真南（第 18 図
Ａ地点付近）に集中し、一部が西斜面の急崖
に接する落ち際に広がるようである。
　一方、今回実施したボーリング調査では、
三陸道路線の南西側に接する礫反応の濃密な
分布を確認した（Ｂ地点）。発掘による検出
ではなく不正確だが、礫反応点の集中が複数
認められており、同様の組石墓が分布する可
能性が高いと思われる。その分布は前述のＡ
地点から標高 60 ｍ等高線に沿い帯状に連続
しており、Ａ地点から西側で組石墓群が２列
に分岐し、二重の組石墓群となっていた可能
性があり得る。
　上記の組石墓群は北丘の斜面部に立地して

おり、鞍部を隔てて南丘斜面と向き合う。こ
の南丘北側斜面下部（Ｄ地点）では 2021・
22 年度に組石遺構合計 16 基を確認した。狭
い範囲に集中する状況は三陸道調査区内の組
石墓群と類似する。分布域の標高も 61 ～ 62
ｍ付近を中心としており、三陸道調査区と緩
い谷を隔てて対峙する位置関係となってい
る。
　ただし、遺構規模としては第 17 図に示す
ように長軸１ｍ未満が半数以上を占め全体に
小ぶりであり、三陸道調査区で下部土坑が確
認されなかった組石遺構（図中の灰色ドット）
の規模に近似する。また、礫の組み方、集中
度合いにはばらつきもある。小型のものは単
に複数の礫が密接しているものを組石遺構と
認識したおそれもあるが、20－1、21－1・2・3・
6・10、22－4・5 組石といった大型かつ規格
的な形状を持つ遺構は、組石墓の可能性が高
いと考えている。
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第17図　組石遺構規模

〈南丘遺構群の構成〉
南北に向かい合う組石墓群が確認されてい
ることから、北丘の環状列石に相当する構造
物が南丘頂部に存在するかどうか、環状列石
は複数なのかという点が遺跡全体の構造を考
える上での重要なポイントになる。2020年度
調査ではこの点を視野に入れて南丘頂部から
南斜面にかけての試掘調査を行った。結果
は20C区における組石墓１基の検出にとどま
り、現時点では環状列石は北丘の１基と捉え
ている。一方、南丘頂部（Ｅ地点）から北斜

第17図　組石遺構規模
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面（Ｄ地点）にかけては礫反応点の分布が連
続する。この一帯にも組石墓が点在しＤ・Ｅ
地点をつないでいる可能性があり、北丘の「墓
域」と異なる、南丘「墓域」の存在が示唆さ
れる。
〈礫運搬ルートと一時保管場所〉
これらの組石遺構群、またその可能性を持
つ礫反応点とやや違う様相を示すのがＢ地点
の南側斜面で15ｍほどの範囲に礫反応点が集
中する場所である（同図Ｃ地点）。傾斜10 ～
15度の斜面上部、渋谷川に面した段丘崖に食
い込む谷状地形の谷頭にあたり、平坦面は確
認されずＢ・Ｃ地点と同様の組石墓が分布す
るかどうかは疑問がある。他の地点に比較し
地面の勾配が急であること、また他の組石墓
群が凸地形に立地するのに対し、Ｃ地点は谷
地形の中にあって凹地形であるという点が異
なる。
一方、この場所は渋谷川河床から環状列石
を含む遺跡主要部へのアプローチルートとの
関連を想定できる。遺跡西側は全体に急傾斜
の段丘崖に囲まれる中で、この部分のみわず
かに傾斜が緩く勾配25°程度となっているこ
とがその理由である（第２・18図）。
環状列石、組石遺構群に使用された礫の多
くが、第Ⅲ・Ⅳ章で記載したように渋谷川河
床に存在する花崗岩、花崗閃緑岩、花崗斑
岩、砂岩の亜角礫で構成されていることから
類推して、石材の運搬ルートにこの谷状地形
が選ばれ、Ｃ地点の礫集中は運搬路上部での
石材一時保管場所であった可能性はないだろ
うか。
発掘による検証を経ていないため現時点で
は仮説に過ぎないが、Ｃ地点から北丘の環状

列石、組石墓群、南丘の組石墓群の双方へア
クセス可能な場所という点も見過ごせない。
今後の調査では石材調達と運搬方法を視野に
入れる必要があろう。
〈整地層〉
三陸道調査区北半から北丘の洋野町教委調
査地点にかけて広がる整地層１・２について
は、南丘各調査区では一切確認されなかった。
組石墓群、環状列石を封印するかのように広
がる整地層の存在は本遺跡を特徴づける要素
の一つだが、南丘に分布しないことを踏まえ
ると、特に環状列石との関わりが強いように
思われる。
なお、整地層下部の炭化物による年代測定
結果では縄文晩期以降の実年代が得られてお
り、第Ⅳ章４節に記載したように、現時点で
は整地が行われた年代は不明とせざるを得な
い。
〈遺跡範囲〉
最後に本遺跡の主要部分の範囲について確
認する。南丘から南側に連なる尾根とその両
側斜面を対象として、ハンドボーリング調査
を2020・22年度に実施した。尾根上平坦面に
おいては礫反応点の分布は更に調査対象地外
に広がる可能性を持つものの、斜面での分布
は途切れるようである。尾根上にしても反応
は希薄であり、単独の礫が散漫に分布する状
態である。典型的な組石遺構はＥ地点一帯を
南限としているものと考えられることから、
その南にある鞍部までが凡その遺跡主要範囲
と捉えられる。北丘の環状列石北東斜面に分
布する礫反応点の広がりについては、継続中
の洋野町教育委員会調査結果によって具体的
な状況が明らかになるものと期待される。
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Ⅶ　西平内Ⅰ遺跡の意義

熊谷常正

仙台と八戸を結ぶ三陸沿岸道路は、東日本
大震災の復興事業と位置づけられ、県内各地
で建設に伴う埋蔵文化財発掘調査が全国の支
援を受けて開始された。岩手県の北東端、洋
野町でも複数の遺跡で発掘が始まった。その
うち青森県境に近い西平内Ⅰ遺跡で大規模な
配石遺構を発見したと聞き、2014年夏に初め
て現地を訪れた。
国道45号から山側の町道に入り、細い林道
を抜けると、八戸方向に建設路線がまっすぐ
伸びていた。車を降り路線沿いに数百ｍ歩く
と、小高い丘の上で発掘が進められていた。
調査区の斜面にはいくつもの組石遺構が密集
し、圧倒された。丘陵上部の平坦面には列石
が確認できた。驚いたのは、列石などを覆う
大規模な整地層が広がっていたことである。
その後も何度か訪れるたびに、さまざまな発
見があった。丘陵上部の列石はボーリング調
査によって路線外にのび、環状を呈すること
がわかった。列石の下から住居跡が、列石の
周囲では掘立柱建物跡も検出した。遺物は少
ないが、縄文後期前葉を主とした遺跡である
ことも年代測定値と併せて判明した。

　「環状列石」の初出は、1919 年の長谷部言
人による大船渡市細浦上ノ山貝塚の報告（『人
類学雑誌』34-5）だという。だが、これは埋
葬人骨を伴う遺構で、「人骨の直に右方に、
大小凡十個の石塊が点々環状をなして配置さ
れて居る。少し楕円形で長い方の径は略人骨
と平行し、石の中央を過る線を仮定して測れ
ば人骨の後頭から趾尖に至る長さ約 110 糎と
略同大である。」と小規模で、北海道の環状
石籬とは異なっていた。
これに対し、大山柏は1941年に「然し乍ら
本遺跡を仔細に観察すると果たして環状石籬
であるか否か、其の根本に問題を蔵する。（中
略）甚だ小形であり石狩音江の最小石籬より
更に過小である。（中略）だから他の石籬と

は全く別扱にすべきものである。この点は報
告者にも用意があり、殊更に環状石籬とは云
わず、態と環状列石と称したものらしい。」
（「史前巨石建造物」『史前学雑誌』13-1,2）と、
疑義を表している。
だが、「態と称した環状列石」は、次第に
定着・拡散していく。とりわけ文化財保護委
員会によって行われた国営発掘の報告である
『大湯町環状列石』（1953年）の影響が大きかっ
た。確かに同報告の例言には環状列石の名称
は「必ずしも適当なものでないことがわかっ
たが、一応史跡指定当時の名称を踏襲」した
と慎重な姿勢がみえる。「第三章　組石遺構」
を執筆した後藤守一も、苦渋の上で環状列石
としたという経緯を語る。
このように環状列石は、それまでの環状石
籬との関連を検討せずに用いられだした用語
であった。やがて環状列石は、さまざまな配
石遺構を包括し、曖昧な概念のまま人口に膾
炙されていった。
また、1953年6月の大湯町環状列石指定書

（文化財保護委員会告示第47号）には、野中堂・
万座とも「円形の石組又は菱形の石組等の複
合によって構成されたもの」と記す。石列で
はなく石組に着目していたのである。環状列
石の提唱者・長谷部が発掘に関わったことも
あろうが、戦後という時代、客観的で民主的
な価値観に基づく文化財保護法や考古学によ
る新たな歴史の構築を期待された「国営発掘」
だからこそ、祭祀遺跡というファジーな性格
より石組という根拠に基づいた墓地遺跡とい
う見解が求められたのかもしれない。当時の
集落遺跡研究の遅れもあって墓地遺跡説が次
第に主流となっていった。
大湯で「稀有のもの」と評された環状列石
は、1970年代以降、北海道・東北だけでなく
関東地方などでも事例が増加した。だが、北
東北三県に限ってみても大湯のように組石墓
が主となって環状を呈する例は極めて少ない
ようだ。青森市小牧野遺跡、北秋田市伊勢堂
岱遺跡など多くの環状列石は、石列が一条あ
るいは二・三条巡ることが基本となっている。
また、出土土器や年代測定値などから大湯
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が時期的に新しいことも判明してきた。『特
別史跡大湯環状列石総括報告書』（2017）で
述べているように、万座・野中堂の環状列石
には部分的に石列があり、特に野中堂外帯で
は石列の外側に接して組石群が確認できる。
大湯も当初は石列を巡らしていたが、多数の
組石墓が取り込まれることで大きく変化した
とする阿部昭典の指摘（「環状列石研究の争
点と現状の課題」『環状列石』ニューサイエ
ンス社）に注目したい。

　『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告書』（岩手県文
化振興事業団埋文報告 673 集）では、環状列
石を内帯、南斜面の組石群を外帯とする。
環状列石は洋野町教委の確認調査により、
直径26 ～ 30ｍの楕円形を呈すると判明した。
突出する石列が2箇所以上、掘立柱建物跡と
思われる柱穴群も確認している。掘立柱建物
跡は、他遺跡では環状列石外縁で検出されて
おり、内帯と外帯の間には設けられない。つ
まり環状列石はこれで完結し、一条の石列を
基本に下部土坑などは伴わないようだ。
一方、外帯とされた組石群は、環状列石南
側に幅10m長さ25mほどの集中箇所がある。
平面図では環状列石に揃う弧状配列に見える
が、これは斜面であることが関係する。むし
ろ、今回の調査でこの南斜面は渋谷川に下る
沢頭の北側にあたり、対峙する南側斜面でや
や小振りながら組石群を複数検出したこと、
さらにボーリング調査で環状列石北側の平坦
面では確認できず、一方、急斜面であるが路
線内の組石群の西に石が分布することなどか
ら、組石群は沢を挟んでまとまると考えられ
る。この組石を埋文報告書では墓とは断定は
していない。類似例に二戸市堀野遺跡の組石
があげられるが、調査を担当した草間俊一は
再葬と関わる積石墓との見解を示している
（『岩手県福岡町堀野遺跡』1965年）。縄文後
期前葉の北東北は、再葬と関連する甕棺墓、
石棺墓をはじめ多様な葬制がとられていたこ
とを踏まえるなら、やはり墓とするのが妥当
だろう。
このように西平内Ⅰ遺跡は、平坦面に石列

を囲繞し区画性を表象した環状列石、沢頭を
挟んだ斜面に対峙する組石群、このふたつが
関係しあった遺跡といえよう。大湯を踏まえ
るなら、組石が石列に組み込まれる以前の状
態を示しているのだろうか。

そして、上下二枚の整地層である。上層は
時期的に疑問も残るが、下層の年代測定値は
環状列石の年代と矛盾はない。当初、環状列
石全体を覆うと思われたが環状列石の南西側
に限定されるようだ。とはいえ全体の土量は
膨大であり、供給源も遺跡内では確認できな
い。類例も管見になく、目的は不明ながら環
状列石の廃絶に関わる遺構と理解したい。
環状列石から突出する石列の下部で発見さ
れた住居跡から、環状列石造営前に集落が存
在したこともわかった。また他の住居跡や掘
立柱建物跡は環状列石を囲むよう配置されて
いることにも注目したい。環状列石の造営に
あたって、どのような場が選択されるのか、
造営理由も含めて重要な事例になろう。
加えて、環状列石や組石群の石材供給地と
して渋谷川の河床がほぼ確実なこと、調査区
から大量に出土した小円礫も環状列石など場
の利用に関わる遺物と思われ、海岸で採取し、
搬入されたのであろう。西平内Ⅰ遺跡周辺で
は、洋野町教委によって分布調査が行われ、
また三陸自動車道関連などの発掘事例が蓄積
されている。周辺地域を含めた縄文後期前葉
の動静を辿ることも必要だろう。

2020年12月、西平内Ⅰ遺跡を横断して三陸
沿岸道路が開通した。環状列石の場所は数ｍ
削平された。しかし、三陸道の北側に環状列
石、南側に組石群が残存していることが確認
できた。本遺跡発見の端緒は北側の町道付近
での土器片採集だったという。そこから三陸
道を越え南北350ｍほどにわたり平坦面が広
がっている。遺構の復元、遺跡範囲などにと
どまらず、環状列石研究に大きく資する遺跡
として、保存・活用に向けた今後の取組みに
期待したい。
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北側調査区（E→）

写真図版 1　2019 年度調査（1）

19Ａ区（Ａトレンチ）（SE→）
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19Ｂ区（Ｂトレンチ）（SW→）

19Ｃ区（Ｃトレンチ）（W→）

写真図版 2　2019 年度調査（2）
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写真図版 3　2019 年度調査（3）

19Ｃ区（Ｃトレンチ）焼土粒・炭化物検出（N→）

19Ｃ区（Ｃトレンチ）断面（NW→）



― 62 ―

写真図版４　2019 年度調査（4）

19E区（Eトレンチ）（N→）

19D区（Dトレンチ）（S→）
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写真図版５　2019 年度調査（5）

ボーリング調査状況
（黄色の杭が礫反応点）

整地層１炭化物採取層位

掘削作業状況
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20C区（Cトレンチ）作業状況（NW→）

20A区（Aトレンチ）（NW→）

写真図版６　2020 年度調査（1）



― 65 ―

写真図版７　2020 年度調査（2）

20－01組石（S→）

20Ｃ区20－01組石検出（NW→）
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写真図版 8　2020 年度調査（3）

20A区南壁基本層序（NE→）

20－01組石（NE→）
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写真図版９　2020 年度調査（4）

町教委調査区　炭窯検出

ボーリング調査状況

ボーリング調査状況
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写真図版 10　2021 年度調査（1）

21A区全景（E→）
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写真図版 11　2021 年度調査（2）

21A区北西部（SE→）

21A区南東部（NW→）
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写真図版 12　2021 年度調査（3）

21-02組石（N→）

21-01組石（N→）

21-01･02･03組石（E→）
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21-05組石（NW→）

21-04組石（N→）

21-03組石（NW→）

写真図版 13　2021 年度調査（4）
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21-06組石（NW→）

21-07組石（N→）

21-08組石（N→）

写真図版 14　2021 年度調査（5）
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写真図版 15　2021 年度調査（6）

21-11組石（N→）

21-10組石（N→）

21-09組石（N→）
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写真図版 16　2021 年度調査（7）

土層断面BB’（SW→）

土器集中2（N→）

土器集中1（W→）
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作業状況（調査着手）

作業状況（組石群精査）

作業状況（組石群精査）

写真図版 17　2021 年度調査（8）
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写真図版 18　2021 年度調査（9）

西側斜面旧道掘割

作業状況（遺構写真撮影）

作業状況（組石群精査）
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写真図版 19　2022 年度調査（1）

22A調査区（E→）
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写真図版 20　2022 年度調査（2）

22-03組石（N→）

22-02組石（N→）

22-01組石（N→）
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写真図版 21　2022 年度調査（3）

22-05組石（NW→）

22-05組石（NE→）

22-04組石（N→）
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写真図版 22　2022 年度調査（4）

現地説明会

ボーリング調査実施状況

ボーリング調査実施状況
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写真図版23　出土遺物(1)

 5e                5f                      5g                    5h             5i

1

2

3
4 5

5a 5b 5c

5d

5j          　        6a              　     6b             　   7a              7b                         

8a

8b                           　                                

　12                 13                      14

15

16

17

11

9a

9b

※縮尺不定

10

写真図版 23　出土遺物（1）
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写真図版24　出土遺物(2)

1

2

4

5

7

3

6

※縮尺不定

1 ： 20C 区出土礫

2 ： 20D 区出土礫

3 ： 20D 区出土礫 （凹石状）

4 ： 20D 区出土礫

5 ： 20B 区出土円礫

6 ： 20C 区出土円礫

7 ： 20D 区出土円礫

写真図版 24　出土遺物（2）
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グ調査面積
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2020.11.11
※ 3,000

2021.09.06…
～…
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40
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～　

2022.09.09
39

2022.11.14…
～　

2022.11.20
※ 4,370

所収遺跡名 種別 主な時代 主　な　遺　構 主　な　遺　物 特記事項

西平内Ⅰ遺跡 集落跡 縄文後期前葉 組石遺構　17 基…
土坑　１基

縄文土器…
土製品…
石器

環状列石の南側に組石遺
構群の分布を確認

要　　約
三陸道関連緊急調査と洋野町教育委員会調査により確認された環状列石が立地する尾根筋の南側
を対象とした調査の結果、南側尾根筋に組石墓群が数カ所のまとまりとなって分布する状況が判
明した。
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